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  ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ

  葉ノ宮洋●はのみや・ひろ

  種眠北（たねむきた）高校二年生。園芸部部長。「花視」。

  尊莉花●みこと・りか

  種眠北高校二年生。銃花を操る「花狩」。

  貴島帆鳥●きしま・ほとり

  種眠第二中学校三年生。杖花を操る「花狩」。

  瀬々良月夏●せせら・つきな

  種眠北高校一年生。十六歳。大の猫好き。「花跳」。

  オズガ●おずが

  密鬼の美少女。『葉ノ宮ヒロ争奪戦』に敗北したが……？

  山瀬霞●やませ・かすみ

  洋と莉花のクラスメイト。バスケ部副キャプテン。

  星音紗代●ほしね・さよ

  種眠北高校一年生。園芸部部員。

  鴻野亜里沙●こうの・ありさ

  種眠北高校一年生。期待のピアニスト。

  鴻野亜子●こうの・あこ

  種眠北高校三年生。亜里沙の姉。

  谷野綾子●たにの・あやこ

  洋と莉花のクラスメイト。図書委員。

  秀慶三郎●しゅう・けいざぶろう

  フラワー協会に所属する花族。二十歳。槍花を操る「花狩」。

  吉住和●よしずみ・のどか

  聖花（せいか）女学園高等部二年生。真樹の幼なじみ。

  宮部真樹●みやべ・まき

  聖花女学園高等部二年生。美少年風な容姿の少女。

  小此木薫子●おこのぎ・かおるこ

  花季ヶ浜（かきがはま）の近くにアトリエを構える画家。

  鐘綿昌平●かねわた・しょうへい

  洋と莉花のクラスメイト。愛すべきバカ。

  瀬々良敏美●せせら・としみ

  月夏の母。妖艶な美女。


  


  プロローグ

  

  　ぺろり。君をなめる。

  　あの日、夕焼け色の教室で君をなめてから、これで何度目？

  　いつだって胸はドキドキで、頭はぼ～っとしてしまう。体中が熱くて、手は震えてしょうがない。

  　ぺろり。君をなめる。

  　君は僕の腕にしがみつく。そばにいてよ。そんな君の心の声が聞こえたのは気のせい？

  　そばにいたい。

  　僕の想いを伝えたくて、懸命に舌を動かす。

  　ぺろり。君をなめる。

  　真夜中の河か川せん敷じき公園。

  　すぐそこを流れる川のせせらぎが僕たちを優しく包む。ブランコに座った君が身じろぐたびに、チェーンがギシッと軋きしんで揺れる。

  　ぺろり。君をなめる。

  　君の背中にバラが咲く。

  　あの日、街中で君の真っ赤なバラと出会ってから、これで何度目？

  　いつだって君に見み惚とれ、君のバラに見惚れながら、君をなめた。それはきっとこれからもずっと。

  　ずっと続くと思っていたのに。

  　ぺろり。君をなめる。

  　ふたりの吐と息いきが重なり合う。

  　脳裏には出会ってからのことが次々浮かんでくる。

  　楽しいことがありました。

  　うれしいことがありました。

  　はずかしいことも、つらいことも、悲しいこともありました。

  　そのすべてがかけがえのない思い出です。

  　君と出会う前のことが、ちょっと色いろ褪あせて見えるくらい。この数か月のことは、鮮あざやかな花となって心の中に咲いている。

  　でも……。

  　でもこの瞬間は素敵な花に育ちますか？

  　ぺろり。最後に君をなめる。

  　君の背には、〝愛〟と〝美〟の赤バラが咲いている。なのに君の心がとても苦しそうに思えたのは気のせい？

  　舌を離し、身をそっと引く。伝わっていた温ぬくもりが、ふたりのわずかな距離に零こぼれていく。身体からだがひんやりしたのは、たぶん秋の夜風のせいだけじゃない。

  　頭上は星空。彼方かなたには欠けたビスケットのような月。

  　月明かりに照らされた君は、しばらくしてからブランコを漕こぎだした。

  　ひとこぎ……ふたこぎ……。

  　僕の前を行ったり来たり。

  　そしてひときわ高く上がったときに、君は星空を見上げたまま、言った。

  「あたし、転校するわ」

  　――サヨウナラ――

  　莉り花かさんがそう告げたように思えた。



  


  １

  

  「尊みことちゃんがいいと思います！」

  　五時間目のロングホームルームで、クラスメイトの山やま瀬せ霞かすみさんが莉り花かさんの名を上げた。

  　おお～っとみんながどよめく中、黒板にはクラス委員長の戸と越ごし美み由ゆ紀きさんによって、カツカツカツッと莉花さんの名が書かれた。

  〝いばら姫――尊莉花〟と。

  　ロングホームルームの議題は、十月末にある種眠たねむ北高祭のクラス発表について。年間行事でもっとも規模の大きい種眠北高祭。いろんな模も擬ぎ店てんやイベントが楽しめ、校外からも人がたくさん訪れる催もよおしだ。

  　そしてその一いつ環かんとして、クラスごとにステージ発表がある。各クラスは合唱やダンス、お芝居などを披ひ露ろうすることになっていて、今年の二年Ｃ組は演劇『いばら姫』の上演が決定。今はそのキャストが話し合われていた。

  　で、ヒロインに莉花さんが推おされたというわけ。

  　僕の隣の席の莉花さんは、

  「霞、覚えてなさいよ」と、仲のいい山瀬さんを軽く睨にらんだものの、反対することなく、すぐに寂しげに瞳を伏せた。

  　莉花さん……？

  　ここ数日、莉花さんに元気がない。

  　正確には、夏休みに起きた聖せい花か女学園での騒動が終わり、新学期がはじまったときから。日に何度も憂うれい顔でため息をつき、ぼ～っと窓の外を見ていたりする。心配になって訊きいても、「べつに」と繰り返すばかり。もう一週間以上、そんな感じだ。

  　それにあっさりとお芝居のヒロイン役を受けたのも、莉花さんらしくない。稽けい古こに時間を取られて花はな狩かりの任務に支し障しようが出たらいけない、とか考えて、今までなら断ことわっていたはずだ。

  「ふぅ～」

  　またため息をついている。

  「莉花さん」

  　そっと声をかけた。莉花さんが「ん？」と、こっちを見る。

  「いいの？　イヤなら、僕からみんなに言ってもかまわないけど」

  　なんなら僕がヒロコになっていばら姫役に…………それは無理だけど。

  　莉花さんは思案顔で押し黙り、しばらくしてから「いいわ」と消え入りそうな声で答えた。

  「……ここでの最後の思い出になるかもしれないから」

  「え？」

  「なんでもないわ」

  　結局ほかの候補者は挙がらず、いばら姫役はあっさりと莉り花かさんに決定。

  　そしてそのことが、王子役選考を困難にした。

  「王子役は俺が」

  「いいや、俺がやるぜ」

  「待て、ここは演劇部の僕が――」

  「おまえ、大道具じゃん」

  「こんにちは、デ・ニーロです」

  「にょへへ、おいら昔から王子さま」

  「バカ王子はいらん！」

  「俺が！」

  「僕が！」

  　てな感じで、王子役にクラスの男子が殺到した。

  　たしかに気持ちはわかる。莉花さんの相手役なんて、ハリウッド女優百人と競演することに匹ひつ敵てきする（僕調べ）。それに『いばら姫』って、いばらの城で百年の眠りについた姫を、王子様がキスで目覚めさせるんじゃ？

  　こ、これは一大事！

  　男子が色めきだつ中、隣の莉花さんを窺うかがう。莉花さんは机に頬ほお杖づえをつきながら、僕を見ていた。そしてためらいがちに、こう言った。

  「君は……立候補しないの？」

  　姫役の莉花さんと王子役の僕が、スポットライトの中でキスするシーンがぽわわ～んと思い浮かぶ。慌あわてて立ち上がり、王子役候補者の名を書いている委員長に、声を張り上げた。

  「王子役にりっきょうほします！」

  　噛かんだ。しかも僕の声は室内の喧けん騒そうに紛まぎれて、ほとんど注目されなかった。

  　でもいいんだ。莉花さんには聞こえたはず。その証拠に莉花さんはクスリと笑った。

  　みんなには悪いけど、莉花さんの相手役はほかに任せられない。

  　そんな決意に奮ふるい立ったとき、

  「あたしね」

  　莉花さんがおもむろに口を開いた。笑顔はもうない。

  　それはさっきの僕の立候補宣言同様、騒々しいクラスの中ではかき消されてしまう。

  　でも僕にははっきりと聞こえた。

  「転校するかもしれない」

  

  　ガラス張りの天井と壁。そこから差す朝陽を浴びても、温室内の大好きな花に囲まれても、心は晴れない。

  　なんていうか、どんよりどよどよ。昨夜ゆうべはほとんど眠れなかったので、気けだるい。

  　その理由は昨日の莉り花かさんの転校話。

  　イギリスのマンチェスターに住んでるご両親が、莉花さんを呼び寄せたいらしい。

  　莉花さんの幼いころ、ご両親が密みつ鬼おにに襲われて重傷を負ったことは知っていた。その密鬼が、元々は強い精神力を持つ莉花さんを狙ねらって現れたことも。

  　長期治療が必要なこともあって、ずっと海外生活を続けていたご両親が回復し、仕事も軌き道どうに乗ったので、また莉花さんと一緒に暮らしたいと言ってきた。

  　最近、莉花さんが物もの憂うげだったのはこのことを考えていたからだろう。

  「はあ～」

  　莉花さんと会えなくなることを考えると、目の前が暗くなる。まだ転校が決まったわけじゃないけれど、気が気じゃない。

  　莉花さんと出会ってからまだ四か月。でも莉花さんのいない日々なんて、もう考えられない。

  　早朝の温室内。憂ゆう鬱うつ気分で、じょわわわわっ、と如雨露じようろで花に水をあげていく。

  　種眠たねむ北高の温室は、校舎から運動場へ行く途中にあるドーム型。直径は十メートルほどで、中は地べたや棚に置かれた鉢植えの花でいっぱいだ。

  　大きな純白の花をつけたアメシエラ……軽かろやかな花弁のモレア……花びらの縁ふちがちぎれたようなセントポーリア……カラフルなペチュニア……美の女神のような莉花さん――。

  「……」

  　ん？　莉花さん？

  　二度見する。

  「え!?　あ!?　莉花さん!?」

  　莉花さんが立っていた。幻まぼろしかと思った。が、開あけっ放しのドアにもたれた莉花さんは、

  「早く登校したから来てみたのに。なによそのマヌケ顔。あたしの美しさに見み惚とれた？」

  　少し無理したような、おどけた口調で話しかけてくる。

  「莉花さん……」

  　莉花さんは朝の光の中で輝いて見えた。周りに天使がふわふわ浮いて、その美び貌ぼうを祝福しているような気さえする。だから思わず、

  「うん、見惚れた」

  　素直に応じて、莉花さんを真っ赤にさせた。

  「き、君はホント、肝かん心じんなことは言わないくせに、そういうのはいっちょまえなんだからっ」

  「肝心なこと？」

  　莉花さんはぐっと言葉に詰まり、唇を噛かんだ。髪をいじくりながら、ごにょごにょと呟つぶやく。

  「ホントに言ってほしいことって……意味でしょーが」

  　不意に莉り花かさんは、切実な眼まな差ざしでこっちを見た。

  「だから…………て、転校なんかするなって――」

  「葉はノの宮みやせんぱーいっ!!」

  　ど～んっ！

  「ふぎゃっ」と莉花さんの悲鳴。

  　突然、温室の中に飛び込んできた女の子に、莉花さんが弾はじき飛ばされた。

  「り、莉花さん!?」

  　こんもりと咲いたオキザリスの群ぐん生せいに頭から突っ込んだ莉花さん。僕はすぐに駆け寄ろうとしたけど、

  「なんなのよ、いったい!?」

  　それよりも早く、莉花さんが怒りオーラ全開で起き上がった。髪に花びらがくっついてるけど、怪け我ががなさそうでほっとする。

  　そんな中、命知らずの女の子は僕の胸にしがみつく。

  「せんぱ～いいいい」

  　くりくりした愛あい嬌きようのある瞳に長い睫まつ毛げ、肩の下まで伸ばした柔らかい髪。そしてちょっとオーバー気味な動き。その雰囲気を表わすとしたら、〝きゃぴっ〟。

  「さ、紗さ代よちゃん？」

  　星ほし音ね紗代ちゃんだった。

  「身体からだの具合はどうですか、葉ノ宮先輩？」

  　紗代ちゃんは園芸部の後輩。この春に密みつ鬼おににとり憑つかれ、〝花はな瀑ばく布ふ〟という異常事態を引き起こした。が、莉花さんたちの活躍で密鬼を倒し、今は元気に過ごしている。

  　そんな紗代ちゃんが、会うなり僕の身体を心配しているのはなぜ？

  「というわけで紗代、先輩の回復祈き願がんのため、神社でお守りをゲットしました～」

  　スカートのポケットからお守りを出す紗代ちゃん。勇ゆう者しやの証あかしのように高々と掲かかげる。

  「なのに新事実発覚！　あらまびっくり、これ安産祈願！　滅めつ法ぽうすいませ～ん！　こんなのでももらってくれますか!?」

  　ぼ、僕が安産……。

  　なんだかよくわからず、莉花さんに助けを求める。

  「むう～」

  　でも莉花さんは腕を組んで仁に王おう立ち。紗代ちゃんにしがみつかれている僕を睨にらみ、声を出さずに口だけ動かした。

  　は……な……れ……ろ。

  　すぐに紗代ちゃんから一歩、あとずさった。

  「ほわ？」

  　紗さ代よちゃんは小首をかしげてから、手をぽんっと叩たたいた。

  「閃ひらめいた！　やっぱり、今の先輩にはアレが必要なんですね！」

  「アレ？」

  「大丈夫！　昨日は驚いたけど、紗代は先輩のためならどうってことないですよ！　ド～ンと小こ船ぶね？　泥どろ舟ぶね？　笹ささ舟ぶね？　タイタニック？　にでも乗ったつもりで安心してください！」

  　安心できない船ばっかり。

  　紗代ちゃんはコホンと咳せき払ばらいをし、それから両手でスカートの裾すそをつかんだ。そして、

  「どーぞ！」

  　バッと、スカートを上げた。

  「ぶふぉっ」「なっ!?」

  　予想のななめ上を行く展開に僕は噴きだし、莉り花かさんは目を剥むいた。

  　見える……白い太ももと……水玉の――。

  　いや見ちゃダメだ！　と目を逸そらしたのと、紗代ちゃんが「ひゃっ」と悲鳴を上げたのは同時だった。

  「ミステイクです！　スカート上げすぎです！　葉はノの宮みや先輩に必要なのは紗代の膝ひざでした！　ガガーンッ！　よく考えたらスカート上げなくてもよかったじゃないですか～！」

  　紗代ちゃんは慌あわててスカートを下ろし、「にはは～」と照れ笑い。それから左膝をちょこんと突き出した。

  「なめていいですよ、先輩」

  「!?」

  　その一言は、〝花はな瀑ばく布ふ〟の事件を知っている僕や莉花さんにはあまりに不自然で、かえって少し冷静になれた。

  「紗代ちゃん、なんで？」

  〝花瀑布〟のとき、僕は紗代ちゃんの左膝の蜜みつ口ぐちをなめた。でもその記憶は紗代ちゃん自身にはないはずだ。

  　そういえば紗代ちゃん、〝昨日は驚いたけど――〟とか言ってたっけ？

  「ねえ、紗代ちゃん、教えて。昨日、なにがあったの？」

  　紗代ちゃんはきょとんとし、「んんん？」と唸うなったあとで口を開いた。

  「なにって、葉ノ宮先輩、昨日紗代をなめたじゃないですか？」

  「へ？」

  　耳を疑うたがった。と同時に、莉花さんのメラメラ燃える視線に射い抜ぬかれる。

  　無実無実！

  　僕は莉花さんへブンブンと頭を振った。

  「紗代ちゃん、それってなにかの間違いじゃ？」

  　そんな記憶ないし、昨日は莉り花かさんの転校のことで、抜け殻がらみたいになっていた。

  　ま、まさか無意識のうちに街に出てなめた？　これが噂うわさに聞くなめ徘はい徊かい？　いやそんな噂、聞いたことないや。

  　などと思ったとき、

  「あっ、洋ひろ！　こんなとこにいたのか!?」

  　短たん髪ぱつで丸顔、微妙にサルっぽい感じの友人、鐘かね綿わた昌しよう平へいが入り口に姿を見せた。

  「発ほつ作さは大丈夫かよ？」

  　発作？

  「しんどくなったら、昨日みたいにいつでも俺をなめな。親友のおまえのためなら、俺はおまえの唾だ液えきで溺おぼれたってかまわねえ」

  　よくわからないけど、気持ち悪い。

  「なんなら医者を探してやるぜ？　どっかに、顔に傷のある天才医者がいるんだろ？」

  　熱く語る昌平にポカンとしていると、その背後から女の子が三人、顔を覗のぞかせた。

  「葉はノの宮みや！　ペロペロ占いも治療の一いつ環かんだったってマジ？　みずくさっ！　言ってくれたら、昨日みたいにもっとなめさせてやるっての！」

  　ペロペロ占いに協力してもらったことのある山やま瀬せ霞かすみさん。

  「葉ノ宮さん、姉のことで相談に乗ってくださったあなたになら、協力は惜おしみません。昨日のようになめてくださっても、かまいませんからっ」

  　密みつ鬼おににとり憑つかれた姉のことで、ペロペロ占いをした鴻こう野の亜あ里り沙ささん。

  「つーか、あたしはよく覚えてないんだけどさ。あたしのせいであんたに迷惑かけたって亜里沙から聞いたら、黙ってられないっつうか。まあ、昨日のペロペロも悪い気はしなかったし、あたしでよければ、なめていいよ」

  　その姉、鴻野亜あ子こさん。

  　ぞろぞろと訪おとずれた見知った顔と発言に呆ぼう然ぜんとする中、

  「先輩！」

  　紗さ代よちゃんがみんなを代表するように、声を上げた。

  「頑張って、先輩のビョーキ、治なおしましょー！」

  　ビョーキ？

  　ぎょっとする僕の前で、紗代ちゃんはエイッと腕を突き上げた。

  「ペロペロ病に勝つぞ～！」



  


  ２

  

  「なんなんだろ、いったい……」

  　種眠たねむ北高、校舎一階の端はしにある資料室の中。僕は窓際のパイプイスに座って頭を抱かかえ、莉り花かさんは、

  「なにが起こってんのよ？」と、眉まゆをひそめた。

  　朝からの異常事態に翻ほん弄ろうされているうちに、昼休み。

  　莉花さんとそのことを話すため、昼食もそこそこに資料室にやってきた。

  　要いらなくなった教材が所ところ狭せましと置かれた資料室は人ひと気けがない。なのでほかの生徒に聞かれたくない話をする場として重ちよう宝ほうしている。秘ひそかに莉花さんのお気に入りの場所だし、ペロペロ占いでも使用した。

  「君がホンット～に紗さ代よたちをなめてないなら――」

  「神に誓ちかってなめてません」

  「なら、昨日紗代たちをなめたのは誰よ!?」

  　紗代ちゃんたちの話によると、昨日、ひとりひとりの前に僕が現れ、こう言ったという。

  「僕って、人をなめなくちゃ生きていけない〝ペロペロ病〟に侵おかされてるんだ。見て、あそこの木に一枚だけ残った葉っぱ。ひとりでも多くの人をなめないと、あの最後の葉っぱが落ちるころに僕は…………ううっ、命ってなんですか？」

  　だから、なめさせてくれと懇こん願がんしてきたという。しかも途中で「なめ発ほつ作さがっ」と苦しみだし、舌をぴくぴくして見せたとか。

  　むちゃくちゃだ。

  　なのに、紗代ちゃん、山やま瀬せさん、昌しよう平へい、そして鴻こう野のさん姉妹、全員が催さい眠みん術じゆつにでもかかったみたいに信じてしまった。ペロペロ病の僕はみんなを存ぞん分ぶんになめ、去ったという。

  　そして今日になっても、紗代ちゃんたちは僕を心から心配してくれている。

  「なにがなんだか……。気味が悪いよ」

  　嘆たん息そくする僕とは対照的に、莉花さんは眼まな差ざしを強めた。

  「オズガ」

  　独り言のように呟つぶやく。

  「こんなことできるのって、あの子くらいしか考えられないわ」

  　オズガ。密みつ鬼おにの少女。

  　密鬼を形作る〝骸がい念ねん〟と草花の精せい霊れい体たい――その骸念の意思を執しつ行こうする〝裁さばきの種〟。

  　フローラの祭壇で僕になめられることを望み、〝葬送おくり花ばなの大だい淘とう汰た〟によって人間を駆く逐ちく。物質世界を、骸念の支配する〝フローラの花園〟へ再生しようとしている。

  　聖せい花か女学園では、ショック療法とでもいうような策さくで、月つき夏なちゃんのお母さん――瀬せ々せ良ら敏とし美みさんの心をよみがえらせてくれた。瀬せ々せ良らさんの消息はつかめていないけれど、瀬々良さん救出への大きな一歩になったはずだ。

  「あたしは……」

  　莉り花かさんが複雑そうな表情を見せる。

  「あたしはオズガが敵として立ちはだかるなら戦うわよ。あたしはこの種眠たねむ市を守るために来たんだから。ここに暮らす人たちを守る花か族ぞくなんだから」

  　そう言ってから、莉花さんは「ふっ」と短く笑った。

  「これでも気に入ってんのよ、この街。学校がいいなって思えたのも、クラスメイトと友だちになれたのもはじめてだし。今はここがあたしの居場所なんだって思ってる。それに……」

  　消え入りそうな声で呟つぶやく。

  「き、君と出会えた街だし」

  「へ？」

  「なんでもないわよっ」

  　莉花さんは怒ったような顔で俯うつむき、それから右手首に巻いたチェーン付きの拳銃型キーホルダーを指で触ふれた。

  「でも、あの子に銃じゆう花かを向ける自分の姿を想像すると…………正直……ちょっときつい。頭にくる子だけど、それは間違いないんだけど。でもこの感情って、密みつ鬼おにに対するものとは違ってて……なんていうか、ただソリの合わない人に感じるみたいな……」

  　莉花さんはう～ん、と唸うなった。

  「……人って言ってる時点で、もう……戦うのはしんどいわね」

  「莉花さん……」

  「だからもし、君の言う〝調和〟とかってヤツが叶かなうなら……」

  　それがいちばんいいのかもね、と莉花さんは付け加えた。

  〝調和〟――赤バラと白バラが混じった花束の花言葉。

  　僕はオズガに、僕たちが戦うことのない〝調和〟の道を選択することを告げた。けどオズガは「骸がい念ねんの意思に従う」と言って、聖せい花か女学園から姿を消したまま。

  　それから二週間近く、オズガからの接触はない。

  　でも今回の件、たしかにオズガなら、みんなにペロペロ病を信じ込ませる精神操そう作さくらいはできる。聖花女学園でも似たようなことをしていたし。

  「そういえば、海であたしそっくりの密鬼が出たの、覚えてるわよね？」

  　夏休みに行った海でのこと。小お此この木ぎ薫かおる子こさんが描いた絵から、莉花さんを模もした密鬼が現れた。

  「紗さ代よたちをなめたのも、君の姿をした密鬼かもしれないわ」

  「それもオズガが？　でもどうして？」

  「知らないわよそんなこと。フローラの祭壇を創るのに必要なのか、それとも……」

  「それとも？」

  　莉り花かさんはふんっと鼻を鳴らし、不快そうに言った。

  「君の代わりといちゃいちゃするため、とか」

  「へ？」

  　オズガともうひとりの僕が、なめあっている姿を想像。なんだかむず痒がゆく、はずかしい。僕のことだけど僕のことじゃないのに。

  「い、いや、そんなことは、まさか、ははは……」

  「やらし」

  　だから僕のことじゃないのに。

  　思わずうなだれたとき、

  〝洋ひろ〟

  　僕の右耳のイヤリング通信機から女の子の声が聞こえてきた。

  〝洋、莉花、詩し雨さめ神社、至急〟

  「月つき夏なちゃん？」

  　簡潔な言葉で淡たん々たんと告げてくるのは、種眠たねむ北高一年生で花はな跳とび能力者、月夏ちゃんだ。

  〝洋、莉花、詩雨神社、至急、来て〟

  「至急来てって、え？　月夏ちゃん、今、詩雨神社にいるの？　学校は？」

  「月夏、どうしたのよ？　なんかあったの？」

  　莉花さんが僕のイヤリング通信機に怪け訝げんな顔を近づける。

  〝洋、莉花、詩雨神社、至急、来て〟

  「いったいなんなの？　至急ってなによ？　授業はどうすんのよ？」

  〝至急来て、至急来て、至急来て〟

  　平へい板ばんな声で三回繰り返すと、月夏ちゃんの通信はプツリと途と絶だえた。

  

  　月夏ちゃんから〝至急来て〟なんて言われたら、無視できない。

  　僕と莉花さんは担任の島しま田だ明あき恵え先生に「具合が悪いので病院に行かせてください！」と、力いっぱい訴え、かなり強ごう引いんに早退させてもらった。

  　詩雨神社は、種眠北高から隣町の星ほし庭ば方面へ走って十分ほどのところ。鎮ちん守じゆの森と、境けい内だいへ伸びる長い参さん道どうが目を引く小さな神社だ。

  　毎年秋口にあるお祭りの日だけは、その参道に出で店みせが並んで賑にぎわう。でも今、鬱うつ蒼そうとしたクスノキに囲まれた境内に人影はなく、ひっそりとしている。

  「月夏！　どこなの月夏!?」

  　境けい内だいにたどり着いた僕と莉り花かさんは周囲に視線を巡らした。学校を早退してまで僕たちを呼び出した月つき夏なちゃんが気にかかる。

  「月夏ちゃん！」

  　奥の拝殿へ足を向けつつ呼びかけた。そのとき、

  「リーフレットガード」

  　聞きなれた声が響き、境内を囲む森から、ざざっと葉は群ぐんが現れた。それは半透明の緑を際きわ立だたせて集まってくる。

  　間違いなく帆ほ鳥とりちゃんのリーフレットガード。葉群は頭上でバスケットボールの二倍ほどの塊かたまりになると――ビュンッ。

  　僕と莉花さん目掛けて勢いよく落ちてきた。

  「危ないっ」

  　莉花さんと一緒にぎりぎりでかわす。リーフレットガードの塊は、僕たちの目と鼻の先に落ち、再び葉群にばらけると、上空へ飛び上がった。

  「なんなのよいったい!?」

  　莉花さんが訳がわからないといった表情で、帆鳥ちゃんを呼んだ。

  「帆鳥！　なにしてんの!?　なんの冗談よ!?」

  　リーフレットガードは頭上を飛び交い、そして、

  「うふふ」

  　拝殿の陰から女の子がふたり、姿を見せた。

  「帆鳥ちゃん、月夏ちゃん？」

  　それぞれの中学と高校の制服を着た帆鳥ちゃんと月夏ちゃん。帆鳥ちゃんは一輪の花のような杖じよう花かを握っている。

  「なんのマネよ、帆鳥？　ていうか、あんたも学校早退したの？」

  　莉花さんの問いかけに、帆鳥ちゃんは可か憐れんな笑顔で応こたえ、月夏ちゃんは無表情。

  　ん？

  　胸がざわついた。なにかおかしい。

  　目の前のふたりは、たしかに帆鳥ちゃんと月夏ちゃん。だけどどことなく違和感を覚える。

  　なんだかもやもや、ざわざわする中、帆鳥ちゃんが切り出した。

  「洋ひろさんは、莉花さんのことが好きですか？」

  「「へ？」」

  　すっとんきょうな声を上げたのは、僕と莉花さんで同時。呆あつ気けにとられながら、莉花さんをチラリと窺うかがう。

  　莉花さんは目を真ん丸にして、固まっていた。耳まで真っ赤。

  「ちょっ、ほ、帆鳥っ、あんたなに言ってんの!?」

  　うろたえる莉り花かさんを見て、僕もどぎまぎした。

  〝莉花さんのことが好きですか？〟

  　帆ほ鳥とりちゃんの言葉が頭をぐるぐると駆け巡る。顔が熱い。狼ろう狽ばいするだけで声が出ない。

  　そんな僕を見て、帆鳥ちゃんは盛大にため息をついた。

  「答えられなかったので、お仕置きです」

  　帆鳥ちゃんはそう言って杖じよう花かを掲かかげた。すると僕たちの頭上にあったリーフレットガードが再び葉は群ぐんの塊かたまりとなる。さっきよりも大きい。まるで岩。

  「ほ、帆鳥ちゃん？」

  「帆鳥、あんたいったい？」

  　帆鳥ちゃんは笑みを浮かべ、問答無用とばかりに杖花を振り下ろした。

  　ごおっ。

  　風を切り、葉群の岩が僕たちに落ちてきた。その巨大さと勢いに思わず身がすくんだとき、

  「リーフレットガード!!」

  　また帆鳥ちゃんの声が聞こえた。

  　でもその声は目の前の帆鳥ちゃんとは別方向、僕らの背後からのもの。そしてそれに応こたえるように、葉群の岩とは別のリーフレットガードが、頭上に壁となって広がった。

  　どおんっ。

  　間かん一いつ髪ぱつ、葉群の壁は葉群の岩を受け止め、力強くはね返した。葉群の岩は空中でばらけ、おびただしい葉をまき散らしながら消失する。

  「うふふ」

  　帆鳥ちゃんの笑い声。やっぱりそれは目の前の帆鳥ちゃんではなく、境けい内だいの入り口から聞こえた。見ると鳥とり居いの下に、遠くの太陽を背に佇たたずむふたつのシルエットがあった。

  「なに……よ、これ」

  　莉花さんが目をぱちくりさせる。僕は言葉を失った。

  　そこにはもうひとりの帆鳥ちゃんと月つき夏なちゃんがいた。服装は先にいたふたり同様、制服姿だ。

  　帆鳥ちゃんがふたり……？　月夏ちゃんもふたり……？

  　鳥居の下の帆鳥ちゃんは、にこやかに笑った。

  「なんだか面白いことになっているみたいですね」

  　その物もの腰ごしというか雰囲気にハッとする。何度も〝視みた〟帆鳥ちゃんの密みつ花ばなネモフィラを思い出し、それが頭の中でフィットした。まるでパズルのピースがはまったよう。

  　ああ、こっちの帆鳥ちゃんがホンモノの帆鳥ちゃんだ。

  　根拠はないけど直感する。莉花さんもそれを察知したのか、声を上げた。

  「こっちがホンモノ！　社やしろのそばにいるのがニセモノね！」

  　帆ほ鳥とりちゃん（たぶんホンモノ）は鳥とり居いの下で杖じよう花かを振り、葉は群ぐんの壁を分散させた。それは臨りん戦せん態勢を取るように、周囲を旋せん回かいする。

  「うふふ、残念ですね」と言ったのは、拝殿近くの帆鳥ちゃん（たぶんニセモノ）。

  「吊り橋効果で、身の危険のドキドキを、恋のドキドキにしてあげようと思ったのですけど」

  　よくわからない発言に、ホンモノ帆鳥ちゃんが応じた。

  「そういうおせっかいは私はしませんよ。ニセモノさん？」

  　ふたりの帆鳥ちゃんがやりとりする中、月つき夏なちゃん（たぶんホンモノ）がいつの間にか僕と莉り花かさんのそばにいた。

  「洋ひろ、莉花、大丈夫？」

  　ちょっぴり戸と惑まどい気味に瞳を揺らし、それでも冷静な口ぶりで訊きいてくる。ホンモノ帆鳥ちゃんと同じく、なんの違和感もないホンモノ月夏ちゃんだ。

  　そんな月夏ちゃんに、莉花さんは今までの経緯を、鳥居の下の帆鳥ちゃんにも聞こえるように説明した。

  「そういうことですか」と、ホンモノ帆鳥ちゃんはうなずき、ホンモノ月夏ちゃんは首をかしげた。

  「通信、してない」

  　ということは、通信してきたのもニセ月夏ちゃん？

  　ホンモノ帆鳥ちゃんがニセ帆鳥ちゃんを警戒しつつ言う。

  「私と月夏さんは、洋さんに通信で呼ばれました。ここに至急来るようにと」

  　もちろん僕には身に覚えがない。

  「つまり」

  　莉花さんが右手首の拳銃型キーホルダーを銃じゆう花かに変へん化げさせる。

  「全部ニセモノが仕組んだってことね」

  　そう言って、拝殿近くの帆鳥ちゃんと月夏ちゃんに銃じゆう口こうを向けたとき、

  「さすが莉花さん。鋭するどいなあ」

  　なじみのある声が響いた。ていうか、ありすぎて逆に奇妙に聞こえる。

  　ああ、やっぱり。

  　帆鳥ちゃんと月夏ちゃんのニセモノが現れた時点で、覚悟はしていた。紗さ代よちゃんたちの話もあったし。

  　でも実際そのときになってみると息が詰まり、背筋が寒くなった。

  　おそるおそる目を向けると、拝殿の陰からひとりの男が姿を見せた。ひょろっとした貧ひん相そうな身体からだに、種眠たねむ北高の制服を着込んでいる。毎日、鏡を通して向き合っている顔。

  「こんにちは、莉花さん」

  　僕――葉はノの宮みや洋だった。
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  「僕は莉り花かさんが大好きですっ！」

  　詩し雨さめ神社に、僕の絶叫が木こ霊だまする。いや、僕じゃない。僕だけど僕じゃないもうひとりの僕で、いわゆるひとつの僕…………なにがなにやら。

  　僕、莉花さん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんの前に現れたニセモノ三人。僕たちと姿かたちはまったく同じだけど。

  「僕は莉花さんを愛してますっ！」

  　そこの葉はノの宮みや洋ひろ、キャラ違くない!?

  　ニセ洋は、なぜか莉花さんへ愛の告白をはじめ、僕たちの目を点にさせた。

  「な、なななななに言ってんのよ!?」

  　銃じゆう花かの銃じゆう口こうをニセモノたちに向けつつ、莉花さんは湯ゆ気げが出そうなほど赤せき面めんしている。

  　その隣では帆鳥ちゃんが杖じよう花かを構え、月夏ちゃんはニセモノを不思議そうに見つめている。

  　そして僕は莉花さんのそばで、ニセ洋の愛の叫びに気け圧おされていた。

  「出会った瞬間、一ひと目め惚ぼれ～！」

  　きっついなあ。はずかしい自分を映像に撮とられ、それを晒さらされているみたいだ。ていうか、僕の心を捏ねつ造ぞうされてるようで腹も立ってくる。

  「か、勝手なこと言うなよ！」

  　声を荒らげたら、ニセ洋はふふんと鼻で笑った。うっわ～、むかつく、葉ノ宮洋。

  「本当に勝手なことかな？」

  　ニセ洋のセリフにドキッとした。

  　勝手なこと？　ニセ洋の言ってることは勝手なこと……だよね？

  　さっきの、ニセ洋の叫びが頭に浮かぶ。

  〝僕は莉花さんが大好きですっ！〟

  　それが今になって、心にストンッと入ってきた。まるで抵抗なく、とても自然に気持ちよく。

  　あれ？　あれれ？

  　その感覚に戸と惑まどう。

  　もしかしてこれって勝手なことじゃなくて…………捏造でもなくて……。

  　僕の…………僕の本当の…………。

  　決定的な結論にたどり着きそうだったのに、ニセ洋の大声が邪魔をした。

  「葉ノ宮洋！　莉花さんを賭かけて勝負を申し込む！　負けた洋は莉花さんの前から去ること！　いいかい!?」

  　突然の宣言に、僕たち〝ホンモノメンバー〟は言葉を失った。

  　そしてその静せい寂じやくを待っていたかのように、

  「くすくすっ、それはとても面白いことじゃないかしら」

  　まるで清流のように澱よどみなく、冴え冴えとした声が聞こえてきた。

  「オズガ!?」

  　声の主ぬしは拝殿の上の空中にいた。ライトグリーンの蔓つるや葉で造られた植物ゴンドラを青空に浮かべ、縁へりに腰掛けて微ほほ笑えむオズガ。

  　その服装は夏の海で会ったときの、白を基調としたワンピース。裾すそから伸びる足をぷらぷらさせ、ツインテールを風にそよがせている。

  「久しぶりね、ヒロ。わたしに会えなくて寂しかったんじゃないかしら？　毎晩涙で枕を濡らしていたんじゃないかしら？」

  　さすがにそれは……。

  　と、言いかけたけれど、オズガに「わたしは寂しかったわ」と潤うるんだ瞳を向けられ、言葉が引っ込んだ。聖せい花か女学園での別れ際のキスを思い出し、顔があっつくなる。

  　そんな僕とは対照的に、莉り花かさんは憤ふん慨がいした。

  「オズガ、やっぱりあんたの仕し業わざだったのね!?　こんなニセモノ作って、なんのマネよ!?」

  　オズガは植物ゴンドラから莉花さんを見下ろし、呆あきれ気味に息を吐いた。

  「昔の人は言いました――〝目を瞑つぶって真実を語れば、事実という落とし穴にはまる〟」

  「な、なによ、それ!?」

  「わたしの目的はひとつ。フローラの祭壇を創り、そこでヒロになめてもらうこと。そうすれば〝葬送おくり花ばなの大だい淘とう汰た〟が起きて人間は駆く逐ちくされる。この世界は骸がい念ねんによるフローラの花園へ変へん革かくされるんだわ」

  　悠然と語る姿は、陽を浴びて神こう々ごうしく輝きだす。

  「だからそうね、今度のことも利用させてもらっているわ。あなたたちが言うニセモノの三人は使い勝手がいいから。ああ、でも勘違いしないで。彼らの心をすべてコントロールしているわけではないわ。彼らは彼らなりに頑張ってるんじゃないかしら」

  　ん？

  　煙けむに巻かれたっぽい。けどなんだか歯切れが悪い感じが……などと思いつつ、オズガに呼びかけた。

  「葬送花の大淘汰なんて……人を駆逐だなんてやめてよ、オズガ」

  　オズガが僕を見つめる。そのかすかに翳かげった瞳の奥、そこに秘められた心に語りかける。

  「ね、ねえ、オズガ。人が切り捨てた心も滅ほろぼした草花も…………それはたしかに僕たち、人の傲ごう慢まんかもしれない。過あやまちかもしれない。でも、でも……」

  　考えがまとまらない。けれど必死に言葉を紡つむいだ。

  「でもその過ちを償つぐなえるのもやっぱり人の心でしょ？　だからもう少し……もう少しだけ、その可能性を信じて、待っていてくれないかな？」

  「ヒロ……」

  「〝調和〟の花束をあげるって約束。僕たちに守らせてほしいんだ」

  　僕が懇こん願がんすると、オズガは切なげな表情を浮かべて睫まつ毛げを震わせた。

  「ヒロ…………わたしだって――っ!?」

  　なにかを言いかけたオズガは、不意に胸を押さえて苦しげに顔をゆがめた。

  「オズガ!?」

  「…………くすっ、な、なんでもないわ」

  　オズガは無理矢理といった感じで微ほほ笑えむと、グイッと胸をそらした。

  「骸がい念ねんが命じているわ」

  　わずかに息は乱れているけど、顔つきは余裕と気け高だかさを取り戻している。

  「我らの宿願を達せよ。もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもならぬ…………か」

  　諦あきらめるように息を吐き、でもすぐに僕たちに鋭するどい眼まな差ざしを向けた。一瞬にして、威い厳げんあふれる女王が、この場を支配する。

  「ヒロとヒロの勝負は二日後。負けたほうのヒロは、わたしがもらうことにするわ」

  「!?」

  　ルビー色の瞳を不ふ穏おんに煌きらめかせ、オズガは告げた。

  「葉はノの宮みやヒロ争そう奪だつ戦せん――最終章をはじめるわ」

  

  「ペロペロ修しゆ行ぎようが必要だと思います」

  　帆ほ鳥とりちゃんがパインジュースのグラスをテーブルに置き、僕たちを見渡した。

  　漣れん芽が町の莉り花かさんと帆鳥ちゃんのマンションのリビング。僕と月つき夏なちゃんを交え、〝ニセモノ対策会議〟が開かれている。

  　ニセ洋ひろから突きつけられた勝負は、オズガによって〝葉ノ宮ヒロ争奪戦・最終章〟と銘めい打うたれ、二日後に行なわれることになった。

  　ちなみにその日は敬老の日で学校は休み。ちょうどいい。

  　いやいやいや、莉花さんのそばにいられるかを賭かけた勝負にいいもなにもない。だいたいこれじゃ〝莉花さん争奪戦〟だ…………まあ〝葉ノ宮ヒロ争奪戦〟よりやる気は出るけど。

  　などと思いながら、心で呟つぶやく。

  　負けられない。

  　帆鳥ちゃんの隣でジュースをコクコク飲んでいる莉花さんを見つめ、拳こぶしを握った。

  　これからも莉花さんのそばにいたいから。

  　そんな決意を秘めた僕に、帆鳥ちゃんが言いにくそうに話す。

  「あくまで私の推測ですけど。ニセ洋さんの精神力、花か族ぞくとしての能力は今の洋さんを上回っている気がしました」

  　それに同意するように、月つき夏なちゃんがこっくりとうなずく。

  「おそらく、ニセ洋ひろさんが紗さ代よさんたちをなめたのは、自分の力を高めるためでしょう。花はな視み能力者にとっては、花視をすることが能力向上へのいちばんの近道ですから。でもそれなら、洋さんだってなめまくれば、ニセ洋さんに追いつき追い越すことだって可能です」

  　それでペロペロ修しゆ行ぎようか。

  「でもそんなになめれるかな……」

  　過去の経験から、僕が頼んだからといって、なめさせてくれる人がいるとは思えない。

  　でも帆ほ鳥とりちゃんは「それなら大丈夫ですよ」と、請うけあった。

  「洋さんは〝ペロペロ病〟なんですから」

  「あ」

  　そうだ。ニセ洋のせいで僕の〝ペロペロ病〟設定が浸しん透とうしている。たぶんオズガの精神操そう作さだろうけど、みんなが僕を心配し、いつでもなめていいとさえ言っている。騙だますようで心苦しいけど、この状況を利用させてもらえれば、予想以上の人数をなめられるかもしれない。

  「うん、それなら僕、頑張ってなめるよ」

  　見通しが立ったことで、やる気倍増。けれど、ふと、莉り花かさんの浮かない表情が目に留まった。うつむき加減で、グラスの縁ふちを指でなぞっている。

  「莉花さん？」

  「オズガはなんのつもりであたしたちのニセモノを作ったのかしら？　それになんであたしだけいないの？」

  　莉花さんの疑問はもっともだ。

  〝葉はノの宮みやヒロ争そう奪だつ戦せん〟に利用するためだとは思うけど、なぜ僕たちのニセモノなのか？　そしてなんで莉花さんだけいないのか？　オズガはなにも言ってなかった。

  「そういえば……」

  　帆鳥ちゃんが思い出したように言う。

  「あのニセモノさんたちは、密みつ鬼おにではないように感じたのですが」

  　月夏ちゃんがそれにうなずく。

  　密鬼じゃないならいったい……。

  　謎だらけの状況に全員が押し黙る。得え体たいの知れない不安と薄うす気き味み悪さが募つのり、雰囲気は重くなる。莉花さんたちの憂うれい顔を見るのは、なんだかつらい。

  　こんなときこそ、気の利きいた一言でみんなを元気づけなきゃ――。

  「よ～し、みんなをペロペロしちゃおっかな！」

  「……」

  　ドン引き。場の空気をかえって悪くさせたことに反省したとき、

  「ぷっ」

  　莉り花かさんが噴きだした。

  「なによそれ。君、いつか捕まるわよ」

  　あはは、と笑い、それにつられて帆ほ鳥とりちゃんの顔もほころぶ。月つき夏なちゃんは「洋ひろ、ヘン」と言って、瞳を柔らかく細めた。

  　結果的に場が和なごんだことに一安心。すると莉花さんが、すっくと立ち上がった。

  「くよくよ考えててもしょうがないわ。フラワー協会がなにかつかむかもしれないし。あたしたちはあたしたちにできることをしましょ！」

  　莉花さんが僕をまっすぐに見つめる。

  「だから、君……まずはあたしをなめなさい！」

  　体中の細胞がいやっほーっ、と身震いし、僕も腰を上げた。

  「うん！　絶対に勝負に勝つよ！　だから僕に莉花さんをなめ――」

  　トゥルルルルル。

  　最後まで言う前に、リビングの電話が鳴った。気き勢せいを削そがれて拍子抜け。莉花さんがテーブルから離れて電話を取る。

  　僕はコホンッと咳せき払ばらいをし、もう一度腰を下ろそうとしたけど、

  「……お父さん」

  　莉花さんの話し声が聞こえて、動きを止めた。

  　莉花さんのお父さんからの電話？

  　それが意味することを想像し、奮ふるい立っていた気持ちが、シュンッと萎しぼんだ。

  　転校のことかな。

  　ニセ洋のことで、心の隅すみに追いやっていたけど、莉花さんの転校話も僕にとって重大だ。ニセ洋との勝負に勝っても、莉花さんが転校したらそばにいられない。

  「……うん……転校のことはもう少し……うん……そう、わかってる…………あたしだって、一緒がいいとは思ってるから…………でも、花はな狩かりとして対処しなくちゃいけないことが起きて…………うん、大丈夫。ありがと。それが済んだら返事するから……もう少しだけ待って」

  　莉花さんの声は戸と惑まどいに沈む。

  「洋さん？」

  　立ち尽くす僕に、帆鳥ちゃんの気遣う声。僕は曖あい昧まいに笑い返した。

  　莉花さんの電話は長引きそう。かといって、莉花さんの電話中に、帆鳥ちゃんをなめているのもヘンに思えたし、正直、そういう気にはなれなかった。

  　ニセ洋との勝負まで時間がないのはわかっているけど……。

  「ごめん、今日は帰るね」

  　まるで逃げ出すように、僕は莉花さんたちのマンションをあとにした。



  


  ４

  

  　電気を消し、ドサッとベッドに寝ね転ころんだ。

  〝ニセモノ対策会議〟をした莉り花かさんたちのマンションから帰宅し、夕食後に入浴。そのあと部屋で授業の予習をはじめたけど、気が乗らなかった。

  　疲れもあったし、いつもより少し早いけど寝ることに。

  　九月の夜はまだじんわり暑く、窓は開あけっ放しで、ときおりカーテンが夜風に揺れる。

  「莉花さん……」

  　ただなんとなく名を呟つぶやいたことに、気はずかしくて、目を瞑つぶった。

  　けれど、莉花さんの転校のことやニセ洋ひろとの勝負が頭を巡り、眠くならない。寝返りを打って目を開けると、机の上のイヤリング通信機が見えた。

  　莉花さんの声が聞きたいな。

  　でもこんな時間に用もないのに通信したら怒られそう。

  　なにか用事…………そうだ、今日の授業でわからなかったところを訊きくってのは――……ダメだ。莉花さん、ほとんど居眠りしてたし。

  　などと考えだしたら、さらに目が冴えてしまった。

  「あ」

  　ふと、机に掛けた学生カバンが目に留まり、あることを思い出した。身体からだを起こし、ベッドに腰掛け、カバンから綴とじた紙の束たばを出した。枕元の蛍けい光こう灯とうをつける。

  　明かりの中に浮かび上がった文字は『いばら姫』。

  　莉花さんがヒロインを務める舞台の台本だ。

  　台本は今日、クラス委員長の戸と越ごしさんから、出演者と出演候補者に配られた。候補が殺到した王子役オーディションは、三日後に行なわれる。

  　セリフの練習をしよう。

  　やらなくちゃならないこと、考えなくちゃいけないことがたくさんあって、途と方ほうに暮れそうになる。けど今の僕は、そのすべてをおろそかにできない。

  　焦あせりを覚えつつも、台本を捲めくった。

  『いばら姫』――悪い魔法使いのせいで、いばらの城で百年の眠りにつくお姫さまの話。やっぱり最後は王子さまのキスで目覚めることになっている。

  　もちろん高校の文化祭で上演されるお芝居だから、ホントにキスするわけじゃないはず。

  　でも、やっぱり……ほかの誰にも、莉花さんの相手役を譲りたくなかった。

  「え～と……」

  　練習をはじめる。王子が夢の中でお姫さまと言葉を交わすシーンだ。

  「……〝ヒメ、アナタハドコニ、イルノデス……カ？〟」

  　なんだこの棒読み！

  　自分でもわかる下へ手たっぷりに、がっくり。

  　演技なんてしたことない。いや一度だけ。小学三年のときに「道みち端ばたに咲くチューリップ」役をやったっけ。セリフはなかったけど、花の役をやれてサイコーだった……。

  「て、思い出に浸ひたってる場合じゃない！」

  　すぐに台本に目を戻した。

  「……〝ユメノ……ナカデ……モ、アナタハ……ウツクシ〟」

  　片かた言こと王子だ！

  　自分を突っ込み、むなしくなりながら続ける。なるべく滑なめらかに、感情を込めてセリフを話すよう努める。

  「……〝わ、わたしはあなたを……愛してしまったようです〟」

  「ええ、わたしもよ」

  「!?」

  　僕の拙つたないセリフに女の子の声が応こたえ、ぎょっとした。顔を向けると、

  「オ……オズガ!?」

  　窓の桟さんに座り、こっちを興味深そうに見つめるオズガの姿があった。

  　服装は詩し雨さめ神社であったときと同じ、白のワンピース。その後こう方ほう、遠くの夜空に小さく浮かぶ満月を背にしている。

  「くすっ、ヒロのほうから愛の告白をされるなんて思わなかったわ」

  「あ、いや、これは――」

  「昔の人は言いました――〝恋愛とは、自分と相手を観客にした芝居である〟」

  　ふわり。

  　まるで重力がないかのようにオズガは窓辺を離れ、ベッドの僕に身体からだを預けてきた。

  「――!?」

  　そのまま押し倒され、台本が床ゆかに落ちる。

  「力を高めたいのでしょう、ヒロ？」

  　蛍けい光こう灯とうの明かりを横から受けたオズガの顔は、妖あやしくも美しい。

  「なんで……そのことを？」

  　僕に馬乗りになったオズガを見上げる。

  「愛するヒロのことはなんだって知ってるわ」

  　ちょっと誇らしげに胸を張るオズガ。それからＶ字に開いた襟えり元もとに手を当てると――スルスルスル――それをずらし、胸むな元もとをはだけていった。

  「え、ちょ、オズガ!?」

  　身を起こそうとしたけど、オズガにキュッと両りよう膝ひざで締しめつけられただけで動けなかった。まるで身体からだの芯しんから痺しびれていくみたい。

  「なめれば、ヒロの力が向上するのはたしかよ。おおかたホトリの提案で、ひとりでも多くの人間をなめることにしたのでしょ？」

  　図ず星ぼしだ。

  「ヒロがニセヒロに勝つのはまずいわ。だってわたしがヒロをもらえなくなってしまうもの。でも……」

  　オズガは胸を半分ほど露あらわにして、手を止めた。華きや奢しやな肩と、白くきめ細かい肌、そして小さな胸のふくらみ。そんな魅み惑わく的てきな光景に頭が茹ゆだってくる。

  「ヒロになめてもらえれば、わたしの力だって高まる。それなら骸がい念ねんだって目を瞑つぶるわ」

  　オズガは笑顔のまま、僕の頭を抱きしめた。はだけた胸がムギュッと押しつけられ、意識が飛びそうになる。

  「!?～～～～っ」

  　バラの香りが鼻をくすぐり、絹のような肌はだ触ざわりが、顔を覆おおう。

  　温かく、柔らかい。すべすべしていて、僕の顔とオズガの胸が溶け合うよう。その心ここ地ちいい感触をもっと、もっと求めて、オズガを抱きしめたくなった。けど、すんでのところで莉り花かさんの顔が脳裏に浮かぶ。

  　まずいまずいまずい。

  　なんとか自分を押し留とどめたけど、心も身体もふわふわして、夢の中みたいだ。

  「ヒロ」

  　オズガの囁ささやきに「ん？」と息を吐くように答える。オズガは「ヒロの息がくすぐったいわ」と言って笑う。

  「いいのよ、なめて。わたしの大きな精神力は、きっとヒロによい影響を及ぼすわ」

  「オズガ……」

  「くすっ、わたしをなめたら、ニセヒロに勝てるかもしれないわよ」

  　ニセ洋ひろに勝てる？

  　その一言はとても魅力的だった。

  　そうだ……僕は力を高めるために…………ニセ洋に勝つために……。

  　勝って莉花さんのそばにいるために……。

  　僕は…………なめなくちゃ。

  　そんな思いで頭がいっぱいになり、オズガの胸の下でもごもごと口を動かした。

  「なめて……いい？」

  「もちろんだわ」

  　オズガは僕の頭にキスをした。そこから体温が伝わり、頭も顔もとろけるように熱くなる。

  　視界にはオズガの白い肌。そして胸むな元もとに輝く花弁の蜜みつ口ぐちが視みえる。

  　僕は深呼吸をした。オズガがまたくすぐったそうに身じろぎ、そして――ぴちゃ――僕は舌でその胸に触ふれた。

  「……ぁ」

  　吐と息いきを洩もらすオズガ。僕の頭を抱く力が強まる。それを快く感じつつ、オズガの蜜みつ口ぐちに舌を這はわせた。

  　ぺろ、ぺろり。

  「……ん……っ」

  　舌の動きに反応するように、オズガは僕の頭に頬ほおずりをする。なまめかしく身をくねらせる。

  「は……ゃ……」

  　オズガの胸は羽う毛もうのように柔らかく、舌が吸いつくみたい。唇も顎あごも、オズガに埋うもれていく。

  「ヒ……ヒロ……」

  　オズガのか細い声と荒い息が、ぺちゃぺちゃとなめる音に混ざりあう。

  　れろん、んちゅ。

  「……い……いゃ……ぁ」

  　僕の上でオズガが震える。密着した身体からだはどこも熱く、オズガの太もも、おなか、胸、頬が僕とこすれ、そのたびにオズガの口から嬌きよう声せいが零こぼれる。

  「あ……はあ……はあ……んっ」

  　ぺろ、ぺろ、ぺろ。

  「はあ、はあ……んあ、はふっ」

  　オズガは口元に手を当てながら身もだえ、喉のどの奥で小さく呻うめく。

  「大丈夫、オズガ？」

  　舌を動かすのを止やめ、オズガの顔を見る。熱にうなされたような表情だ。

  「え……ええ、心配……ないわ。ヒロをとても感じているから。だから――」

  　オズガが切なげに瞳を細める。

  「だからもう一回……なめて」

  　それにうながされ、再びオズガの蜜口をなめた。

  　れろん。

  「あ……あふ」

  　オズガの密みつ花ばなの蜜が舌から口こう内ないへ、そして体内を巡り、脳へと達する。

  　純白のバラがそこに鮮あざやかに描かれるのを確信し、最後に――ぺろりっ。

  「ひぁっ」

  　オズガはひときわ高く囀さえずり、くたっと僕に突っ伏した。その背後には、光り輝くような白バラが、瑞みず々みずしく、毅き然ぜんと咲き誇っている。

  　やっぱり、綺き麗れいだ。

  　オズガの白バラに見み惚とれていると、ようやく呼吸の落ち着いたオズガが身を起こした。自分の密みつ花ばなを見るように、こっちへ横顔を向ける。

  「わたしの白バラ…………骸がい念ねんの宿命の鎖くさりにつながれた花」

  　ふっと、寂しそうに笑うオズガ。

  「そんな花でも、ヒロは綺き麗れいだと思う？」

  　それに僕が答えるより早く、オズガは白バラの花はな吹雪ふぶきに覆おおわれた。その周囲だけを渦うず巻く、おびただしい白の花。

  「ヒロ」

  　オズガは花吹雪の中で、手をすうっと動かした。それは風のように僕の身体からだの上をなでる。

  「ひぅ」

  　くすぐったくて、思わずヘンな声が出たとき、

  「なめてくれたお返しだわ」

  　オズガは僕の下腹部、へそのすぐ下で指を止めた。

  「え？　あ？　そ、そこは……」

  　僕の蜜みつ口ぐち。と同時に、夏の海で瀬せ々せ良らさんに蜜口を弄いじられた記憶が甦よみがえる。あの灼しやく熱ねつの苦痛。

  「あ、あの、オズガ、やめ――」

  　でもオズガは僕の制止を無視して、その細い指で蜜口をこねるように触さわった。

  「っ」

  　……。

  　…………あれ？　気持ちいい。

  　瀬々良さんに触られたときの、あの焼けつく熱さが来ない。ただオズガの愛あい撫ぶにゾクッとしただけ。快感に震えただけ。それ以上の変化がなく、ホッとする。

  「苦痛がないのは、ヒロが成長したってことだわ」

  　オズガは僕の蜜口から、名残なごり惜おしそうに指を離した。

  「今のヒロなら視みえるはず。ヒロの支えとなり、力となって咲くわたしの白バラが」

  　そう言って僕の後方に眼まな差ざしを向ける。僕もつられて自分の背後を見み遣やると、

  「!?」

  　自分の背に、密花のように咲く白バラが視えた。

  「え？　こ、これって？」

  　オズガと同じ白バラがあることに唖あ然ぜん。目をぱちくりさせてると、オズガは楽しそうに告げた。

  「花はな視みで心通わせた密花は、きっとヒロの力になってくれるわ」

  「僕の……力に？」

  　よくわからないけど、オズガをなめたことで、その密花の力を得たってことだろうか。つまり能力の向上？　僕、パワーアップ？

  　そういえば、さっきまであった心身の疲労がなくなってる気がする。ていうか、植物事典を丸ごと暗記できそうなくらい（？）気力が充実してるのも、オズガをなめたおかげか？

  「ニセヒロとの勝負まで、ひとつでも多くの花を咲かせることね」

  　心身の変化に戸と惑まどう僕に、オズガが小悪魔っぽく笑う。

  「そろそろ帰るわ。中継もうまくいったんじゃないかしら？」

  　中継？

  　首をかしげると、オズガは花はな吹雪ふぶきの向こうで、右耳を隠していた髪をかき上げた。

  「あ」

  　そこには桜の花びらを象かたどったイヤリング通信機があった。

  「それ、もしかして僕の？」

  　僕は聖せい花か女学園でイヤリング通信機をなくしている。今使っているのは、この前フラワー協会に送ってもらったもの。なくした通信機は、オズガが持っていたようだ。

  　ということは、今日、ニセ月つき夏なちゃんの通信を僕へつなげたり、ニセ洋ひろの通信を帆ほ鳥とりちゃんや月夏ちゃんに届かせたのは、オズガなのかもしれない。通信機を手に入れたオズガなら、そのくらいの〝混線〟はラクにできそうだし。

  「せっかくだから、あっちの音声を遮しや断だんして、こっちの音声を強制的に送信していたのだけど。楽しんでくれたかしら？」

  「？」

  　オズガはよくわからないことを言うと、

  「またね、ヒロ」

  　手をひらひら振りながら、花吹雪とともに消失した。

  　イリュージョンのように、花吹雪のひとひらさえ残さずに去ったオズガ。その一瞬の光景にポカンとしていると、

  〝うううう～〟

  　地の底から響いてくるような唸うなり声が聞こえてきた。

  　地底人か!?

  　などと思うわけもなく、声のするほうへ視線を向けた。机の上のイヤリング通信機だ。

  〝な、な、なにしてんのよおおおお〟

  「莉り花かさん!?」

  　通信機からの声は、間違いなく莉花さん。そしてそれに気づいた瞬間、オズガの言ってたことが不吉に甦よみがえった。

  『中継もうまくいったんじゃないかしら？』

  『あっちの音声を遮断して、こっちの音声を強制的に送信していたのだけど』

  　まさかまさかまさかまさか。

  「り、莉り花かさん…………もしかして、ずっと聞いてた？」

  「勝手に聞こえてきたのよ！　ぺろぺろ、ねちゃねちゃ、やらしい音が!!」

  　オズガ、なんてことを!!

  　思わず、オズガが消えた辺りを睨にらんだものの、意味がない。

  　莉花さんに聞かれた！　オズガとのペロペロ秘め事（？）を！

  〝そんなものを！……聞かされる！……あたしの気持ちも！……知らないで！〟

  　莉花さんの怒りの形ぎよう相そうがありありと浮かび、僕はそれだけで白旗を上げた。『ヘタレ』とだけ書かれた白旗を。

  　その場で正座する。

  〝まずはその場で正座しなさい！〟

  　はい、もうしてます。

  　机の上のイヤリング通信機に向かって土下座する。

  〝そして土下座しなさい！〟

  　はい、もうしてます。

  「ごめんなさい!!」

  　莉花さんの通信機越しの説教は、そのあと三時間、続いた。
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  　なめなくちゃ。

  　ニセ洋ひろから勝負を告げられた翌朝。明日に迫った決戦の日に焦あせりつつ、いつもより早い時間に登校した。

  　ひとりでも多くの人をなめなくちゃ。

  　それだけを考え、種眠たねむ北高の温室と花壇の花に手早く水をあげ、音楽室へ向かった。

  　昨夜ゆうべはオズガをなめ、莉花さんにこっぴどく叱しかられた。でもニセ洋に勝つためには今日一日でどれだけなめられるかにかかっている。

  「今日はなめまくるぞ」

  　生徒がまばらな廊下を歩きつつ気合いを入れる。音楽室が見えてくる。かすかなピアノの調べが耳に届き、彼女がいることを確信。

  　前も早朝にピアノを弾いてたので、もしかしたらと思ったけど、予想は当たったみたい。これは幸さい先さきがいいぞ、と思いながら音楽室のドアを開けた。

  「亜あ里り沙ささん！　なめさせて！」

  「……」

  　室内でひとり、ピアノを弾いてた鴻こう野の亜里沙さんが凍こおりつく。

  　しまった。いくらなんでも突然、なめさせては非常識。まずは挨あい拶さつだ。

  「亜あ里り沙ささん、おはよう！　なめさせて！」

  　それでも非常識。

  　フランス人形のようなふわふわヘアーの亜里沙さん。その強こわ張ばった表情を見て、自分の気合いが空から回まわりしていたことに気づく。

  「……あ、いや、ごめん、その……」

  　とたんに気まずくなり、一度出直そうかと思ったとき、

  「葉はノの宮みやさん」

  　亜里沙さんが口を開いた。

  「ペロペロ病の発ほつ作さですか？」

  　心配げな様子に罪悪感を覚える。

  　勝負が終わったら、オズガに言ってみんなの精神操そう作さを解かないと。

  　そう誓ちかいつつ、今だけはペロペロ病を最大限、活用しようと決めた。

  「……うん、だから、その、亜里沙さんをなめさせてくれる、かな？」

  　普通なら「ヘンタイがここに！」と叫ばれそう。だけど亜里沙さんはもじもじしながら、こくっとうなずいた。

  「葉ノ宮さんのお身体からだのためなら、わたくしはもちろん――」

  　イスに座ったまま、室内の奥へ視線を向ける。

  「姉さんも協力いたしますわ、ね？」

  　その声に「う～ん」と唸うなりつつ、机の陰から鴻こう野の亜あ子こさんがむっくりと起き上がった。

  「亜子さん!?」

  　今まで気づかなかったけど、亜子さんは音楽室のイスをくっつけ、そこに横になっていたようだ。亜里沙さんの朝あさ練れんに付き合っていたのだろう。

  　ふたりの密みつ鬼おにがらみの事件を知っている僕にとって、それはうれしい光景だった。

  「ふわわわ～」

  　欠伸あくびをしながら伸びをした亜子さんは、ショートボブの髪を揺らしてこっちを見た。亜里沙さんにそっくりの瞳を眩まぶしそうに細める。

  「あたしもなめていいよ」

  「なめさせてくれるんですね？」

  「ああ、あたしたち姉妹をなめな。なめちゃいな」

  　ヘンタイチックなやりとりだけど、今は深く考えない。とにかくなめさせてもらおう。

  「お願いします！」

  　ピアノの脇で頭を下げると、亜里沙さんはイスから立ち上がり、亜子さんは僕たちのそばへひょこひょこやってきた。

  「たしか……」

  　亜あ子こさんが思い出すように言う。

  「一昨日おとといはあたしが背中。亜あ里り沙さが……みぞおち？　をなめられたけど、今日もそこでいいの？」

  　ふたりの蜜みつ口ぐちの場所だ。ニセ洋ひろもしっかりなめたのだろう。く～、忌いま々いましい。

  　僕がうなずくと、亜子さんはくるりと背中を向け、ブラウスの裾すそをスカートから出した。

  「じゃあ、ほら」

  　なんのためらいもなく、両手でブラウスを捲めくった。すらりとした背中が腰に向かって綺麗にくびれている。

  　そのあだっぽさに、思わず唾つばを呑のみこむ。

  　隣では亜里沙さんが急せき立てられたように、自分のブラウスを胸の下まで捲りあげた。

  　うわ……。

  　亜里沙さんのおへそにドキリとし、陶磁器のような白い肌に目が眩くらむ。しかもブラウスの裾を持った手で押し上げられた胸が、さらに大きく強調されている。

  　すごい…………もう、すごい。

  　目の前には、背中を露あらわにした女の子と、おなかを露わにした女の子。

  　視線が泳いで、喉のどがゴクリと鳴る。鼓動が早はや鐘がねのように打つ。

  「す～は～」

  　落ち着こうと深呼吸をしていると、亜子さんが横顔を向けた。

  「ほら、葉はノの宮みやくん」

  　裸の背をズイッと僕に近づける。それを見た亜里沙さんははずかしそうに目を瞑つぶり、

  「ど、どうぞ、なめてくださいっ」

  　朱しゆに染まったおなかを出しながら、僕に歩み寄る。

  「は、はひ！」と、返事は裏返り、頭はくらくら。視界いっぱいに女の子の背中、おなか、背中、おなか……。

  　ああ、僕、朝の学校でなにしてんの…………と、気が遠とお退のきそうになるのを必死に堪こらえる。

  　しっかりしろ。これもニセ洋に勝つためだ。なめるんだ。

  　気合いを入れなおして前屈かがみになり、左手を亜子さんの背に、右手を亜里沙さんのおなかについた。

  　ぴと。

  「「きゃん」」

  　姉妹そろって上げた短い悲鳴に、身体からだが沸ふつ騰とうしそうになる。

  　負けるな平常心！

  　心で唱となえ、まずは亜里沙さんのおなかに顔を近づける。そのみぞおちに灯る、ひとつ葉の蜜口を視みつつ――。

  　くちゅっ。

  　柔らかい肌に舌をつけた。

  「ひゃ」

  　亜あ里り沙ささんはビクッと奮ふるえ、その拍子に足元をふらつかせた。片手がピアノの鍵盤に触ふれる。

  　ぽろろん。

  　ピアノは一瞬、思いのほか素敵な音ね色いろを奏かなで、そしてその余よ韻いんに重なるように――。

  　ぺちゃぺちゃ。

  　僕が亜里沙さんをなめる音が聞こえだす。

  

  　無事、亜里沙さんと亜あ子こさんの花はな視みに成功。ふたりに礼を言って音楽室をあとにした。

  　廊下の窓ガラスに映る自分の背後を視ると、昨夜のオズガの白バラに加えてバーベナと四つ葉のクローバーが咲いている。亜里沙さんと亜子さんの密みつ花ばなだ。

  　オズガが言ってたように、今の僕は花視をすることで、その人たちの密花の力を間違いなく得ることができるようだ。たしかに内から漲みなぎる力を感じるし、目的に向かって突き進む、心の推進力がふつふつと湧いてくる。うん、いい傾向だ。

  　このまま頑張ってなめ続けよう。

  　そう思いつつ、二年Ｃ組に急いだ。朝のホームルームにはまだ時間がある。莉り花かさんが登校していたら、なめさせてもらえるかもしれない。

  　教室の前まで来ると、席に座っている莉花さんが見えた。今日も見み目め麗うるわしい。

  　よし、なめさせてもらおう！

  「莉花さん、なめさせて！」

  「!?」

  　またやった！

  　焦あせってるからか、音楽室のときと同じ失敗で、クラスメイトたちをぎょっとさせた。ざわざわとみんなが僕と莉花さんに注目する中、莉花さんは眉まゆをピクピクさせて席を立ち、ダダダダッとこっちに迫ってきた。

  「バカッ」

  　首根っこを引っつかまれ、そのまま教室の外へ連れ出された。

  「ちょっとは空気読みなさいよ！　みんなの前でなめさせてはないでしょーが！　ていうか、みんなの前であたしをなめるつもり!?　罰ゲーム!?　仕打ち!?　羞しゆう恥ち!?」

  　上り階段の踊り場まで来ると、莉花さんはドンッと壁に投げ出す感じで、僕を離した。

  「ご、ごめん。気持ちばっかり急せいて、つい……」

  　明日のニセ洋ひろとの勝負まで、時間がなさすぎる。

  「たくっ、もうっ」

  　両手を腰に当て、ジトッと睨にらんでた莉り花かさんは、やれやれと肩をすくめた。

  「まあ、それだけニセモノに勝ちたいってことなんだろうけど」

  「うん、勝ちたい、ていうか絶対に勝つ」

  　きっぱり告げると、莉花さんは僕から顔を背そむけ、ボソッと呟つぶやいた。

  「それって、あたしといたいってこと？」

  「へ？」

  「と、とにかく！　あんなニセモノは野の放ばなしにできないんだから、君に協力してあげるわ！　感謝しなさいよ！」

  「じゃあ、なめさせてくれるんだね？」

  「そ、そういうことよっ」

  　莉花さんのお許しがでたことに一安心。でも莉花さんは不機嫌そうに付け加えた。

  「最初にオズガをなめたのは、気に食わないけど」

  　たしかにニセモノを使って勝負を仕掛けてきたオズガは敵サイドだ。その彼女をなめるなんて軽率だったかもしれない。反省。

  　うな垂だれた僕に、莉花さんがため息をつく。

  「まあ、昨夜ゆうべのオズガとのことは――」

  　ぶっきらぼうに、でもちょっとうれしそうな口ぶり。

  「あ、朝一で、あたしをなめに来たことで、チャラにしてあげてもいいけどっ」

  　そんな莉花さんに、僕はペロペロ修しゆ行ぎようを頑張ってることをアピールしようと思った。

  「ううん、じつはさっき亜あ里り沙ささんと亜あ子こさんをなめたんだ」

  「は？」

  　莉花さん、ハトが豆鉄砲をくらったような顔。僕は得意げに胸を張る。

  「だからオズガと合わせると、もう三人もなめたんだよ。莉花さんは四番目」

  「よ、四番目……？」

  　莉花さんは僕の奮ふん闘とうによっぽど驚いたのか、カクッと頭を下げると、低く唸うなった。

  「な、なんで……あたしより先に……なめるのよ」

  　あれ？　なにか様子がおかしい。

  『見直したわ！　ヘタレ卒業ね！』とか言ってくれると思ったのに、莉花さんは無言で拳こぶしを握り、わなわなと震えだす。

  　え？　ええ？　もしかして怒ってる!?

  　予想外の反応にあたふたしていると、莉花さんは顔を上げた。眉まゆがつりあがり、目はめらめら燃えている。こ、怖っ。

  「あたしをなめるなんて百年早いわ！」

  　莉り花かさんはぴしゃりと言うと、踵きびすを返しズンズンと階段を下りていく。

  「り、莉花さん!?」

  「うっさい、万年ヘタレ!!」

  　ヘタレ卒業は遠い。

  　莉花さんは一度も振り返らないまま、大またで去っていった。
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  　教室に戻ってからも莉花さんはかなり不機嫌で、目つきが怖い。

  　授業中、先生を「じゃあ、つぎの問題を尊みことさ――ひっ!?……じゃ、じゃなくて、葉はノの宮みやくん、やってちょうだいっ」と、怯おびえさせるほど。

  　そのまま昼休み。

  　莉花さんと話をしようと思ったけど、チャイムと同時に莉花さんはツーンッと口を尖とがらせ、教室から出ていってしまった。

  　うう、僕、なんかとんでもないことしたかなあ。

  　肩を落としつつ、購こう買ばいに行こうと教室を出たときだった。

  「あ、葉ノ宮、聞いたよ、聞いたよ」

  　山やま瀬せ霞かすみさんに呼び止められた。山瀬さんはサイドで留めた髪を弾はずませ近づいてくると、ガシッと肩をつかんできた。

  「亜あ里り沙さから聞いた。またペロペロ発ほつ作さが起きたんだって？」

  　そういえば、亜里沙さんと山瀬さんは仲がいいんだった。今日の朝、僕がなめたことをさっそく耳にしたのだろう。

  「それってペロペロ病のステージ４？　ていうかすでにベロベロ病!?」

  　そんな設定まであったなんて……。

  「あ、いや、その……」

  　戸と惑まどってると、山やま瀬せさんは真剣な目で僕を覗のぞきこんできた。

  「なめていいよ、葉はノの宮みや」

  

  　ぺろ、ぺろろ、ぺろん。

  　薄暗く、ほかに誰もいない体育用具室。丸めて横倒しになった体操マット。そこに腰掛けている山瀬さんの、左手の甲こうをなめる僕。

  　ぺろり。

  「あ、あふ……、なんかこのまえなめられたときより……」

  　山瀬さんが「へへっ」と笑いながら言う。額ひたいの端はしに汗の粒が光っている。

  「……ヘンな気分になりそ」

  　そんな山瀬さんにどぎまぎしつつも、花はな視みに集中する。

  　もちろん怒ってる莉り花かさんのことは頭から離れない。けど、ペロペロ修しゆ行ぎようも怠おこたるわけにはいかない。決戦は明日なのだから。

  　というわけで体育用具室。なぜ体育用具室なのかは、人目を気にしたのと、日直の山瀬さんが、昼休み明けの体育の準備で、ここに来る用があったからだ。

  　ぺろん、ぬちゃ。

  　跳とび箱や平均台、点数板、バレーやバスケットのボールケージが置かれた狭せまい中。山瀬さんの前にひざまずいた僕は、その左手をつかみ、甲に舌を這はわす。

  「は……ふはあ……ふ～……」

  　息いき遣づかいを乱した山瀬さんが、唇を噛かむ。

  「あんっ…………あは、エロい声出ちゃった」

  　照れ顔の山瀬さん。ひとつ葉の蜜みつ口ぐちは、僕の唾だ液えきでとろとろになっている。

  　なめはじめてから、たぶん一分近く。

  　ようやく花が――山瀬さんの密みつ花ばなヒルガオが、心に浮かんでくる。

  　これでいける。

  　最後にひとなめし、山瀬さんの甲から舌を離した。

  「ふ～、はあ～、は～…………も、もう、いいんだ？」

  「うん、ありがとう、山瀬さん」

  　山瀬さんの背後には、小さなラッパ型の花が、薄い赤色をたたえて咲いている。〝優しい情愛〟や〝絆きずな〟を花言葉に持つ、蔓つる性せい植物のヒルガオ。

  　首を曲げて自分のうしろを視みると、そこにもヒルガオが、白バラやバーベナ、クローバーと戯たわむれるように咲いている。それが僕の力の証あかしのように視みえ、心強さが増した。

  　ガララッ。

  　不意に体育用具室のドアが開き、

  「あれ？」と、女の子の驚いた声が聞こえた。

  「霞かすみと…………葉はノの宮みやくん？」

  　クラスメイトの谷たに野の綾あや子こさんだった。莉り花かさんとも仲のいい谷野さんは、眼鏡めがねのブリッジを指で上げ、目をぱちくり、口はぽっか～ん。明らかに驚いている。

  　まずい。

  　体育用具室で男女ふたりっきり。しかも荒い息を吐いている山やま瀬せさんと、その前にひざまずいている僕。

  　怪あやしすぎる。

  「いや、これは、その」

  　懸命に言い訳を考える中、山瀬さんはなんのためらいもなく、口を開いた。

  「あっれ～、綾、どったの？　なんでここに？」

  　谷野さんは、僕に幽霊でも見たような表情を向けたまま答えた。

  「だって、私も今日、日直……」

  「あ、そだったね。じゃあオーケーじゃん」

  　いや全然オーケーじゃない。僕が代わりに口を開く。

  「あ、あの、谷野さん、これはやましいとか、やらしいとか、そういうことじゃなくって――」

  「葉ノ宮くん、ずっとここにいた？」

  　谷野さんは僕の言葉を遮さえぎると、薄気味悪そうに自分の肩を抱いた。

  「私の見間違いかな。ここに来る途中で、屋おく上じようへ向かう葉ノ宮くんを見た気がしたの」

  　もちろん僕は屋上なんか行ってない。ここで山瀬さんをなめていたのだから、谷野さんの見間違いだろう。

  　普段ならそう考える。でも……、でもどうしようもなく胸騒ぎがした。

  　まさか……。

  　昨日僕たちの前に現れたニセ洋ひろが頭をよぎる。

  　まさか……。

  　そして谷野さんのつぎの一言で、確信した。

  「尊みことさんと一緒だったし、葉ノ宮くんに見えたんだけどなあ」

  　ニセ洋だ！

  　頭で考えるより先に、僕の足は体育用具室のドアへ向かった。

  「葉ノ宮？」「葉ノ宮くん？」

  　山瀬さんと谷野さんの怪け訝げんそうな声を背に、僕は廊下へ飛び出した。

  

  　廊下の掲示板の【走らない！】の貼り紙を無視し、全速力で駆けていく。

  　行き先はもちろん屋おく上じよう。

  　谷たに野のさんの見間違いじゃなければ、ニセ洋ひろが莉り花かさんに接触している。たとえ戦闘になっても莉花さんがニセ洋に負けるとは考えられない。しょせん葉はノの宮みや洋だし。けれど、

  〝僕は莉花さんが大好きですっ！〟〝僕は莉花さんを愛してますっ！〟

  　神社でのニセ洋の発言を思い出すと、べつの意味で心配になる。

  　なにしに来たんだ、ニセ洋！

  　不安でいっぱいになりながら、階段を上のぼっていく。屋上の昇降口の扉は開いていて、真昼の陽光が突き刺すように差し込んでいる。

  　莉花さん、今行くから！

  　心で叫びながら、昇降口の扉をくぐろうとした、そのとき、

  「――ふふっ」「ははっ」

  　莉花さんと僕の……じゃなくてニセ洋の笑い声が聞こえ、足が止まった。

  　笑ってる？　莉花さんがニセ洋と？

  　扉の陰からそっと屋上を窺うかがう。

  　いた。莉花さんとニセ洋は屋上のフェンスの脇に立っていた。ほかに生徒は見当たらず、フェンスにもたれたニセ洋が、莉花さんに明るく語りかける。莉花さんは少し呆あきれ気味に、でも笑みを零こぼす。

  　まさか莉花さん、あの洋がニセモノだと気づいてない？

  　気づいていてもいなくても、僕にとってはショックだけれど。

  　ふたりがなにを話しているのかは聞こえない。でも朝から不機嫌だった莉花さんが、ニセ洋に笑顔を向けるのは、とてもイヤだった。

  　まるで僕のほうがニセモノになったみたい。

  　そんな心こころ許もとなさに唇を噛かみ、屋上へ足を踏み出した。が、段差でこけた。

  「ふぎゃっ」

  　べちゃっと倒れた僕に、ふたりは当然、気がついた。

  「あ」

  　莉花さんは目を丸くし、それから気まずそうに視線を逸そらす。ニセ洋は舌打ちした。

  「邪魔が入っちゃったね、莉花さん」

  　邪魔はそっちじゃないか、と言いかけたけど、さっきの莉花さんの笑顔を見たあとでは、言葉が引っ込んでしまう。

  　なにも言えずにいると、莉花さんから横目で睨にらまれた。

  「あたしはこいつの正体を探さぐろうとしただけよっ」

  　つまり莉り花かさんは、あの洋ひろがニセモノだと気づいていたんだ。

  　それならニセ洋と笑い合っていたのは、正体を暴あばくための演技だったんじゃ？　うん、そうだ、そうに決まってる。

  　無理矢理自分を納なつ得とくさせていると、ニセ洋がはっきりと告げた。

  「僕は莉花さんをなめにきた」

  「!?」

  　ドキリとする僕の見つめる先で、莉花さんはニセ洋からあとずさって身構えた。

  「もちろん、そんなことさせるつもりはないわ」

  　よかった。まだなめられていないようだし、莉花さんにそのつもりがないことがわかり、ほっとした。

  　ニセ洋は少し寂しげに頭を振り、僕は拳こぶしを握って立ち上がった。

  　莉花さんをなめていいのは僕だけ。

  　なんてことを思いながら、ニセ洋を睨にらむ。すると僕と同じ顔の持ち主は、穏おだやかに笑った。

  「僕は莉花さんをなめることを諦あきらめないよ」

  　ニセ洋はすぐに生き真ま面じ目めそうに顔を引き締しめる。

  「だって僕は、世界中の誰より、莉花さんを愛しているから」

  　ニセ洋の愛の告白に、莉花さんは頬ほおを染めた。その仕し草ぐさが無性に悔くやしい。

  「じゃあまたね、莉花さん」

  　ニセ洋は満足げな表情を浮かべ、その直後、すうっと背景に溶けるように消えだした。

  「ま、待てよ！」

  　とっさに呼び止め、手をニセ洋のほうへ突き出すような格好をしたときだった。

  「くっ」

  　消えかかっていたニセ洋が、無理矢理引きとめられたように身体からだをつっぱらせた。視みると、僕の背後からニセ洋へ密みつ花ばなヒルガオの蔓つるが伸び、それがニセ洋のおなかに巻きついている。さっき花はな視みをした山やま瀬せさんの密花。

  　え？　そ、それが動いた？

  　ニセ洋は埃ほこりでも払うように手を動かし、ヒルガオの蔓をやすやすと断ち切った。蔓はそれ以上、僕が動けと念じても反応せず、地面に落ちる前に消しよう滅めつした。

  　いったいなんだったんだ？

  「ふん、君は僕に勝てないよ」

  　投げゼリフを吐いたニセ洋の背後に、一瞬花の群ぐん落らくが視えた。そこには白バラやバーベナ、クローバーやヒルガオに加え、たくさんの花々が咲き誇っていた気がした。けどそれを確認する前に、ニセ洋自身の姿が消えてしまった。

  　背後の密みつ花ばなが力の強さなら、僕とニセ洋ひろの差はまだある。

  　残ったのは、悔くやしさ、苛いら立だち、不安、焦しよう燥そう……。

  　そんなざらついた想いに顔をしかめつつ、莉り花かさんを窺うかがう。

  　莉花さんには、僕のヒルガオもニセ洋の密花群も見えなかったのか、ただぼんやりとニセ洋が消えたあたりに目を留めていた。

  「……君……」

  　莉花さんがこっちを向いた。その眼まな差ざしはなにかを請こうように、まっすぐだ。

  「ホントに勝てるの？」

  　もちろんと答えようとした。なのにニセ洋の密花群と、さっきのニセ洋と莉花さんの楽しそうなシーンが思い浮かび、言葉に詰まる。

  「!?」

  　莉花さんがムッとしたのがわかり、慌あわてて口を開いた。

  「…………ぼ、僕は、もひろん――」

  　噛かんだ。しかもタイミング悪く、昼休み終了を告げるチャイムが高らかに鳴りだした。

  「……」

  　莉花さんはこっちへ歩いてくると、無言で僕の脇を通り過ぎた。その頬ほおがぷく～っと膨ふくらんでいる。

  「莉花さん！　僕、絶対に勝つよ！」

  「遅いわよ！　ノロヘタ！」

  　ノロヘタ？

  　ああ、ノロマでヘタレのことか。

  　そんなどうでもいいことに気づいたときには、莉花さんの姿は昇降口の向こうへ消えていた。



  


  ７

  

  　まともに莉り花かさんと会話できないまま、放課後。

  　今度こそ莉花さんと話して、僕が悪かったところは謝ろうと思った。が、帰りのホームルーム終了後、莉花さんは委員長の戸と越ごしさんと『いばら姫』の打ち合わせに行ってしまった。

  　莉花さんのことで、テンションは落ち気味。だけどペロペロ修しゆ行ぎようは続けなきゃいけない。

  　僕は中庭の花壇へ行き、部活に来るはずの紗さ代よちゃんを待つことにした。紗代ちゃんになめさせてと頼むつもりだ。

  　花壇には夏のメランポディウムやホウセンカに混じり、ネリネやヘリアンサスなどの秋の花が咲きはじめている。

  　もう、秋か……。

  　春に莉花さんと出会い、また新たな季節を迎えようとしてることに感傷的な気分になる。と同時に、これからも莉花さんと一緒に季節を繰り返していきたいという想いが湧いた。

  　なのに、ニセ洋ひろとの勝負や転校のことが心に重くのしかかる。

  「はあ～」

  　如雨露じようろで花に水をあげてると、突然目の前が暗くなった。

  「葉はノの宮みや先輩。だ～れだ？」

  　背後の誰かに手で目隠しをされた。ていうか、僕を葉ノ宮先輩と呼ぶ知り合いは、ひとりしか思いつかないし、

  「にはは～、見事当ててください。紗代、わっくわくです～」

  　もう自分の名前、言っちゃってるし。

  「紗代ちゃんだよね？」

  「ぬが～ん！　大正解！　葉ノ宮先輩、エスパー説!?　びっくりしすぎて震えが！」

  「いたたたた！　紗代ちゃん、指、指が僕の目に食い込んでる！」

  　涙目になりつつ手を解ほどくと、紗代ちゃんは心配そうに見つめてきた。

  「先輩、ペロペロ病のほうは大丈夫ですか？」

  「あ、うん、そのことなんだけど……さ」

  　紗代ちゃんの善意を利用することに心を痛めつつ、なめさせてほしいとお願いした。

  　紗代ちゃんは僕の非常識な頼みを「花丸了解です！」と、気持ちいいくらいの笑顔でオーケーしてくれた。

  「あ、でも……」

  　不意に紗代ちゃんは目を逸そらし、胸の前で指をもじもじさせた。

  「さ、紗代をなめたあと、お話を聞いてほしいんですけど」

  「話？」

  「は、ははははいっ。はいせつな」

  「排はい泄せつ？」

  「じゃなかったです！　大切！　大切なお話なのです！」

  　紗さ代よちゃんは緊張いっぱい、身体からだをピンッとさせつつ言うと、不安げに僕を見つめた。

  「ダメですか、先輩？」

  　僕になめさせてくれる紗代ちゃんの願いだし、そんなのお安い御用だ。

  「うん、いいよ」

  　紗代ちゃんは安心したように息を吐き、紅潮した顔をほころばせた。

  

  「ん……せ、せんぱ……い」

  　紗代ちゃんがむずがるように呟つぶやき、校舎の壁に背をもたれさせた。僕は紗代ちゃんの前に屈かがみ、その左ひだり膝ひざに舌を這はわせる。

  　ぺろん。

  　花壇の花々と校舎の壁にはさまれて死角になった場所。

  　紗代ちゃんの蜜みつ口ぐちは左膝の四つ葉模様。彼女の心の強さが、花か族ぞくの莉り花かさんや帆ほ鳥とりちゃんと同じことに、あらためて驚きながら、そこに吸いついた。

  「ふひぁ」

  　紗代ちゃんが身体を強こわ張ばらせる。僕は紗代ちゃんの膝を抱き、舌を上下させた。その太ももに鳥肌が立つ。

  「せ、先輩……んぁ……紗代は……」

  　チラリと視線を上げると、紗代ちゃんははずかしそうに顔を横に向けている。

  「紗代は……うれしいんですよ」

  「え？」

  　舌を離すと、紗代ちゃんは「や、やめないでください」と、か細い声で僕をうながした。僕は言われるままに、再び紗代ちゃんの左膝に口付けた。

  　んちゅ。

  「ゃ………紗代は……先輩の役に立てて、とってもうれ……うれしいんです」

  　うれしい？

  　紗代ちゃんは僕になめられ、そのたびに身じろぎながらポツリポツリと呟いた。

  「さ、紗代……先輩と会えて変われたから……あん……自分でもよくわかんないけど……でも……先輩のおかげで……紗代、今はとっても幸せな……っ……そんな気がするんです」

  　以前の紗代ちゃんは密みつ鬼おににとり憑つかれ、心を蝕むしばまれていた。その記憶はないはずだけど、心の変化は感じているのだろう。もちろんそれは僕じゃなく、密鬼を倒した莉花さんと帆鳥ちゃんのおかげだけど。

  　でも紗さ代よちゃんから〝幸せ〟という言葉が聞けたことに、胸が熱くなった。

  　れろれろ、くちゅ。

  　密みつ花ばなの蜜を舌に絡からませるようになめていく。紗代ちゃんの心に咲く花が、しだいに視界に投影される。

  　もう少し。

  　ぺちゃ、ぺちゃん。

  「はあ……くっ……だから……だから紗代、先輩にずっと言いたかったんです……くふん」

  　紗代ちゃんの太ももを、汗がつつーっと垂たれ落ちた。

  　いつしかその背に、花が咲く。

  　校舎の灰色の壁と重なるように。壁をキャンバスにして花の絵を描くように。

  　紗代ちゃんの密花が生き生きと広がっていく。

  　この花は……。

  　以前の紗代ちゃんの密花は、花言葉〝夢での恋〟のニゲラや〝偽いつわり〟のホオズキ、そして〝妄もう想そう〟のカンナだった。

  　でも今、紗代ちゃんに咲くのは、そのどれでもない。

  　アイリス。

  　大きく広がった外側の花弁と、立ち上がった内側の花弁は、美しい珊さん瑚ごのよう。色は鮮あざやかな黄色で、いっぺんの濁にごりもない。本当に紗代ちゃんの明るさを象しよう徴ちようするようなアイリス。その花言葉は――〝恋のメッセージ〟だ。

  「先輩」

  　僕は花はな視みの成功を確信し、紗代ちゃんの膝ひざから口を離した。見上げると、紗代ちゃんが熱い視線を注そそいでいる。

  「聞いてくれますか？……さっき言った、紗代のお話」

  　紗代ちゃんは、ずるずるぺたり、と腰を下ろし、僕と目線の高さを合わせると言った。

  「紗代…………先輩のことが好きです」

  「？」

  　一瞬なにを言われたのかわからなかった。

  　先輩のことが？……好き？…………あれ？　先輩って僕だよね？

  「え？」

  　ええええっ!?　好き!?　こ、これって……この〝好き〟って、つまりその……!?

  　なにかの間違いかと思った。けれど紗代ちゃんの真剣な眼まな差ざしと、その身体からだの震えを見て理解した。

  　紗代ちゃんが僕に告白した。

  　そのことが胸に焼きついてくる。身体からだは熱く、鼓こ動どうは高鳴った。なにか言わなくちゃ、考えなくちゃ、と思うのになにもできない。

  　タタタタタッ。

  　不意に遠ざかる足音が聞こえた。いや空そら耳みみだったかもしれない。

  　とっさに視線を動かしたけれど、誰もいなかった。ただ中庭を横切る渡り廊下の角に、長い髪がなびいて消えたような……。

  　そんな気がしただけだった。

  

  　ぼ～っとしたまま帰路につき、気がついたらすでに果か彩さい町の自宅近くの住宅路。

  　放課後、紗さ代よちゃんをなめたら、そのあとに告白された。紗代ちゃんは、返事はすぐじゃなくていい、と言い残して走り去り、僕は放心状態。ようやく落ち着きを取り戻しても、ペロペロ修しゆ行ぎようのことは頭から抜け落ちていた。

  　紗代ちゃんが僕のことを……。

  　住宅路をとぼとぼ歩く。ちらりと自分の背を視みると、紗代ちゃんのアイリスがオズガや亜あ里り沙ささんたちの密みつ花ばなと一緒に咲いている。

  〝恋のメッセージ〟のアイリス。
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  　同じ園芸部員として過ごした日々を思い返すたびに、驚きは増した。

  　まったく予想してなかった。

  　それは自分が鈍にぶいだけかもしれない。けどとくにとりえのない僕が、女の子から好きと言われたのが信じられなくて、不思議で、そして……。

  　やっぱり、うれしかった……かな？

  　そのうれしさが淡あわい自信へ変わっていく。

  　誰かから求められたことの自信。

  　でもそれは紗さ代よちゃんの〝好き〟という気持ちと、結びつくようには思えなかった。

  　紗代ちゃんのことは好き。けどそれは友達として、同じ園芸部員として、かわいい後輩としての〝好き〟だから。紗代ちゃんの求める〝好き〟とは…………たぶん違う。

  　ぼんやりした頭で、ようやくそこまで考えてハッとした。

  　これは？　この気持ちは？

  　紗代ちゃんから告白され、自分の紗代ちゃんへの〝好き〟の気持ちが見えたとたん、もうひとつの〝好き〟がぽっかりと浮かんできた。

  　まるで花はな視みで密みつ花ばなを視みたように、自分の〝好き〟がとてもはっきりとした形を持つ。

  　その〝好き〟は紗代ちゃんへの〝好き〟とはまったくべつで。特別で。

  　そしてその〝好き〟な気持ちが向かう先は――。

  　ドンッ。

  　車に轢ひかれた！

  　と思ったけど、僕が勝手に停車中の車にぶつかったみたいで、しりもちだけですんだ。でもぶつけたおなかとおしりが〝好き好き〟……じゃなくてズキズキ痛む。

  「いった～っ」

  　腰をさすっていると、運転席のドアが開いた。車は流線形の車体がかっこいい黒のスポーツカー。あれ？　どっかで見た覚えが……。

  「ん～、大丈夫、葉はノの宮みやくん？　でも君、止まった車にぶつかってくるなんて。それって、ドライバーが美女だったときの、恋のノウハウ？　勉強になるね。メモメモ」

  「違いますから、メモしないでください」

  　車から降りてきたのは、呆あきれたような、感心したような表情を浮かべたイケメン。

  　花はな狩かりの秀しゆう慶けい三ざぶ郎ろうさんだった。

  

  　鴻こう野のさん姉妹を襲った密みつ鬼おにがらみの事件で知り合った秀さん。飄ひよう々ひようとして調子がよく、いつも燕えん尾びジャケットにスラックスという執しつ事じ風な服装だ。

  　そんな秀さんになかば強ごう引いんに車に乗せられ、夕焼けの美しい海岸に連れてこられた。ただのドライブじゃなくて、なにか話があるんだと思う。けど運転中の秀しゆうさんは「年上女性とのエロライフ万歳」などと熱く語るだけだった。どうでもいい。

  「さて、と」

  　車を止めた秀さんは車窓の向こうに広がる夕焼けと、それを照り返す海に目を細めた。

  　種眠たねむ市の埠ふ頭とう。横づけされた客船や貨物船が佇たたずみ、その上をカモメが飛び交っている。

  　なかなか綺麗でロマンチックな光景だけど、男ふたりで見るのは微妙だ。

  「葉はノの宮みやくん」

  　秀さんは肩をほぐすように回し、それから助手席の僕をじ～っと見つめてきた。いよいよ本題だろうか？

  　ちょっと緊張する僕に向かって、秀さんは笑みを絶やさずに身を乗り出してきた。

  　ん？

  　ズズイッと近づいてくる。

  　な、なに？

  　秀さんの顔が迫ってくる。爽さわやかな眼まな差ざしを向け、口元から覗のぞく白い歯がキラッ。

  「なめて」

  「ひ!?」

  　バチッと叩たたくように秀さんの顔を押し返した。

  「ひ、ひどいなあ、葉ノ宮くん」

  「な、ななななななんのつもりですか!?」

  　焦あせりまくる僕とは裏腹に、秀さんは鷹おう揚ように笑った。

  「なんのつもりって、帆ほ鳥とりくんに君のペロペロ修しゆ行ぎようのことを頼まれたから、来てあげたのに」

  「へ？」

  「ん～、明日の勝負までに、できるだけ花はな視みをしたいんだよね？　なめたいんだよね？」

  　あ、ああ、そういうことか。秀さんは僕のペロペロ修行に協力してくれようとしたんだ。

  「ご、ごめんなさい。叩いたりして」

  　手を上げたことを謝ると、秀さんは「ん～、気にしない気にしない」と髪をかき上げた。

  「フラワー協会があてにならない今、このくらいは力になってあげないとね」

  　秀さんは申し訳なさそうに肩をすくめた。

  「オズガというイレギュラーが現れてから、フラワー協会日本支部は後ご手て後ご手てでねえ。今度の君たちのニセモノの件もそうだけど、矢や継つぎ早ばやの異変にパニックになってると言っていい。今もお偉えら方がたが延々と対策会議をしているだけさ」

  　呆あきれ気味に息を吐く秀さん。

  「ん～、やっぱり俺が協会のトップに上り詰めて、組織改革するしかないかな」

  　秀さんが協会のトップ？

  「そして花はな狩かりトップレス美女軍団を創る」

  「……」

  　協会の将来に不安を覚える僕の前で、秀しゆうさんは思案顔で言った。

  「だから今、オズガやニセモノたちに立ち向かえるのは莉り花かや帆ほ鳥とりくん、月つき夏なしかいない」

  　さりげなく僕は外はずされた。

  「あ、もちろん葉はノの宮みやくんも」

  　とってつけられた。

  「いや、ホントホント。だから俺は、葉ノ宮くんになめられに来たんだから」

  　そう言いながら、秀さんは自分の顎あごをつるりと撫なであげた。その顎に四つ葉模様の蜜みつ口ぐちがほんのり光っている。

  　顎か……顎ですか……。

  　なめる場所としては、ぎりぎりセーフな気がしないでもない。でも海岸に停めた車の中で、イケメンの顎をなめる男子高校生を想像すると…………胃がイタタタタ。

  　だけど明日の勝負に勝つには……自分の力を高めるには、そんなこと言ってられない。

  　ひとりでも多くの人をなめるしかない。それが今、僕がしなくちゃならないこと。

  「な、なめさせてください……」

  　言っちゃった。

  　秀さんはうんうんとうなずいた。

  「それじゃあ思う存分、なめてくれ」

  　そう言いながら、再び顔を寄せてくる。「んふふふ」

  　なんで笑うんですか!?

  　秀さんの顔はすでに息の掛かる距離。細い顎の蜜口が迫ってくる。そしてちょっとヒゲも見える。なめたら、ザリッとしそう。

  「さあ、葉ノ宮くん」

  　追い詰められた。も、もう腹をくくるしかない。

  「なめます！」

  　口の奥に引っ込んでた舌をぺろりと出し、秀さんの顎へ突撃～！

  　ぴちゃ。

  「あん」

  「ヘンな声出さないでください！」

  

  「俺はまた協会に戻らなくてはいけないから。くれぐれも明日は気をつけてね」

  　僕を家の前で降ろすと、秀さんはカーウインドウから顔を覗のぞかせた。

  　種眠たねむ市の埠ふ頭とうで秀しゆうさんの花はな視みに成功。そのあと秀さんは僕を家まで送ってくれた。

  　あ、ちなみに秀さんの密みつ花ばなはストレリチア。花言葉は〝恋の伊だ達て者もの〟…………ぴったりすぎて怖い。

  　そんなストレリチアも、今は僕の背に咲いている。またひとつ花が増えたおかげか、ニセ洋ひろとの勝負に勝てる、勝つんだという意気込みがどんどん増していく。心が強くなっていく。

  　すでに日は沈み、住宅路の街灯が辺りを照らしている。

  「葉はノの宮みやくん」

  　秀さんは車のエンジンをふかしながら、真ま面じ目めな顔で告げた。

  「みんなのことを頼むよ」

  「秀さん？」

  「以前の葉ノ宮くんには、こんなこと言っても無意味だと思っていた。でも今の君になら……、この数か月で成長した君になら頼めると思う」

  　秀さんは不意に頭を下げた。

  「花はな視みの君がみんなを守ってくれ」

  「!?」

  　秀さんはそれだけを言うと頭を上げ、あとはなにも言わず車を走らせた。あっという間に遠ざかっていくスポーツカー。

  　それを呆あつ気けにとられたまま見送った。耳には秀さんの言葉が残っている。

  〝みんなのことを頼むよ〟〝君がみんなを守ってくれ〟

  　ヘタレで、いつもみんなに守られてきた僕なのに。迷惑かけっぱなしの僕なのに。

  　でも秀さんは僕にみんなを頼むと言ってくれた。それは本当に驚いたけど、自分が認められたようでうれしい。でも認められたら、そこには責任が生まれる。

  　紗さ代よちゃんに告白されたことも、秀さんに認められたことも、すべてが自信になり、責任へとつながっていく。

  　そしてそれを感じ、知ることができた僕は、今までのヘタレとは違う自分になれそうな気がした。

  　頑張ろう。しっかりやって責任を果たすんだ。

  　そう心で呟つぶやいたときだった。

  　〝――こんばんは、葉ノ宮洋〟

  　イヤリング通信機から僕の声が聞こえてきた。いや、もちろん本当の僕じゃない。

  「ニセ洋!?」

  　思わずその場で身構えた。ニセ洋はそんな僕が見えてるかのように、ふふんっと鼻で笑った。

  〝ニセ洋……か。そう言ってられるのも、きっと明日の勝負が終わるまでだよ〟

  　ニセ洋の挑ちよう発はつするような口ぶりが、僕を逆さか撫なでする。

  〝勝負のあと、愛する莉り花かさんのそばにいられるのは僕なんだから〟

  「ぼ、僕は負けない」

  〝ううん、僕が勝つ。僕の莉花さんへの想いはキショウブだから〟

  　キショウブ？

  　水辺に咲くアヤメ科の多年草。花言葉は……。

  「〝燃えている〟か。じゃあ、僕はキンレンカを咲かせる」

  〝…………〝勝利〟ねえ。君はまったくキンギョソウだね〟

  「〝ずうずうしい〟だって!?　それは君だろ？　今すぐハマユウしてほしいよ」

  〝ハマユウ？…………〝どこか遠くへ〟だなんて。それは君のほうだよ。オダマキ洋ひろ〟

  「〝愚おろか者〟!?　僕のことを愚か者って言った君こそ〝オダマキ〟！」

  〝オダマキ！〟

  「オダマキ！」

  　などとオダマキを連れん呼こしてるうちに、近所の犬が「おだまり！」と言わんばかりに吠ほえ出したので口をつぐんだ。

  　そんな僕に、ニセ洋の声が忍び寄る。

  〝これから僕は莉花さんをなめる〟

  「え？」

  〝すぐ近くにいるんだ。あんな公園で、莉花さん、ひとりぼっちで元気がなさそうだし」

  　公園？

  〝だからこそ僕は莉花さんをなめる。莉花さんになめさせてもらう〟

  「そ、そんなの嘘うそだ……」

  〝そう思うなら、家で黙って植物図鑑でも見ていなよ。僕はその間に莉花さんをなめるから〟

  「莉花さんは……君になめられたりしない」

  　ただのでまかせだと思いつつ、いても立ってもいられない気分になる。

  〝そうかな？　屋おく上じようでおしゃべりしたとき、莉花さんは楽しそうだったけど」

  　その言葉にドキリとし、唇を噛かんだ。

  　本当にニセ洋は莉花さんの近くにいるのか？　本当に莉花さんをなめるのか？

  　莉花さんがニセ洋になめられる光景を想像し、身の毛がよだった。

  「どこ!?　莉花さんがいるのはどこの公園なんだよ!?」

  〝そんなこと、莉花さんを本当に想っているならわかるはずじゃないか〟

  　ニセ洋の通信は、そこでプツリと切れてしまった。

  「くっ」

  　僕はすぐに莉花さんへ通信をつなげようとした。が、つながらない。莉花さんが通信を拒否しているのか、それともニセ洋の仕し業わざなのか。昼間の莉花さんの様子を思うと、前者かもしれない。

  　そうだ、帆ほ鳥とりちゃん！

  　帆鳥ちゃんなら、莉り花かさんの居場所がわかるかもしれない。そう思って今度は帆鳥ちゃんに通信しかけたとき、

  「あ」

  　ある場所がフラッシュバックのように浮かんだ。

  　莉花さんと出会って間もないころ、僕と口喧げん嘩かをした莉花さんが向かったところ。莉花さんがお気に入りだと言っていた――公園。

  　あそこだ！

  　そこに莉花さんがいると感じた。信じた。それは『莉花さんを本当に想っているならわかるはずじゃないか』と、ニセ洋ひろに言われたことへの意地かもしれない。

  　ああ、わかるよ。

  　僕は莉花さんを想っているんだから。こんなにも。

  　僕は莉花さんを見つけられる。ニセ洋になめさせたりしない。

  　そんな決意を胸に、玄関脇に止めてあった自転車に飛び乗った。

  「待ってて、莉花さん！」



  


  ８

  

  　全力で自転車を漕こぎ、汗びっしょりになってたどり着いたのは、雫しずく菜な河の河か川せん敷じき。

  　日が暮れた河川は闇やみが濃いけれど、その河川敷の小さな公園は、ふたつの園えん灯とうのおかげでほのかに明るい。

  　ベンチ、すべり台、ブランコは奇妙なオブジェのよう。そしてようやくそのブランコに座っている人影を見つけ、僕は自転車を放り出すようにして飛び降りた。

  　ガシャンッと自転車が倒れ、人影がこっちを向いた。園灯に照らされた驚いた顔。公園にはほかに誰もいない。ニセ洋は見当たらない。でももうなめ終えていなくなった可能性だってある。

  「莉花さん！」

  　制服姿の莉花さんは、目をぱちくりさせている。僕はぜいぜいと肩で息をしながら、莉花さんのそばへ向かった。

  　雫菜河の河川敷公園。莉花さんのお気に入りの場所。

  　ブランコにポツンと座った莉花さんは、以前、口喧嘩をした莉花さんを捜しに来たときの光景と重なった。

  『莉花さんはひとりぼっちの女の子でした』

  　そのときに帆鳥ちゃんに言われたことを思い出す。そして今また、夜の公園にひとり佇たたずむ莉花さんを見て、胸が詰まった。

  　もう莉り花かさんをひとりぼっちにさせたくない。

  「なによ、いったい？」

  　膝ひざに手をついて息を整える僕を、莉花さんが怪け訝げんそうに見る。

  「ぜい、ぜえ、そ、それは、ぶはっ、ふはっ、さ、さっき、はあ、ぜは、つつ通信、ごほっ、げほっ」

  「あ～、もう、落ち着いてからでいいっ」

  　じれったそうな莉花さんの前で、深呼吸を繰り返す。膝がガクガクなので、莉花さんの隣のブランコに腰かけた。三十分以上もめいっぱい自転車を漕こいできたのだから、しかたない。

  「で、なんで君がここに？」

  「それは――」

  　莉花さんの緊張気味の顔と向かいつつ、ニセ洋ひろの通信のことを話した。

  「そう言われても、ここには誰も来なかったけど」

  　話を聞き終えると莉花さんは眉まゆをひそめ、いちおうといった感じで周囲に視線を巡らした。

  　ニセ洋の言っていたことはでまかせ？　からかわれただけ？

  「じゃあ莉花さんは、ニセ洋になめられてないってことだよね？」

  　念のため確認すると、莉花さんは心しん外がいと言わんばかりに、こっちをジロリと睨にらんだ。

  「あたりまえでしょーが。なに企たくらんでんのか知らないけど、ヤツらは敵。あたしがそんなことさせるわけないじゃない」

  　莉花さんは憤ふん慨がいしてから、ふと意地悪っぽく笑った。

  「ま、ニセモノの君のほうが男らしいし。うれしいことも言ってくれるけど」

  「うう」

  　悔くやしいけど、それは自分でもちょっぴり感じていたので、ぐうの音も出ない。

  　ん？　うれしいことってなんだろ？

  　ちょっと引っ掛かったけど、莉花さんが話を続けたので訊ききそびれた。

  「でもこんなに汗かいて……あたしを捜しに来てくれたことは…………うれしい……けど」

  　莉花さんは途切れ途切れに言って、スカートのポケットからハンカチを取り出した。バラの刺し繍しゆうがかわいらしいそれを、莉花さんは僕の額ひたいに当てた。

  「莉花、さん？」

  　さわさわと汗を拭ふいてくれる。

  「あたしを見つけてくれたことも、ね」

  　ふきふき、ふきふき。

  　気持ちいい。でも小さな子供になったみたいではずかしくなった。

  「ありがと、莉花さん。でも、自分で、その、やれるから」

  　一瞬、莉り花かさんの瞳が寂しく翳かげったのは気のせいだろうか？

  　莉花さんは、ハンカチを僕の顔にパシッと叩たたきつけ、手を引っ込めた。

  「あったりまえでしょ！　下げ僕ぼくのくせに！」

  　ぷんぷんと怒り出す。ハンカチは顔からハラリと落ち、僕の手の中へ。きちんと洗って返そう。

  　などと考えながら、あらためて莉花さんを窺うかがうと、

  「……」

  　なにか言いたげな表情で僕を見ていた。でも目が合うと、プイッと視線を逸そらす。

  「莉花……さん？」

  　莉花さんは軽く唇を噛かんでうつむいた。その姿は風に吹かれる木の葉のように儚はかなく、不意にニセ洋ひろの発言を思い出す。

  〝莉花さん、ひとりぼっちで元気がなさそうだし〟

  　たしかに莉花さんはしょんぼりしていて、思いつめた感じにも見える。いや、転校話があってから、時々莉花さんはこんなふうだ。

  「ねえ、莉花さん」

  　心配になって声をかけようとしたけど、莉花さんはそれを遮さえぎって切り出した。

  「あたしをっ」

  　顔を上げた莉花さんが、強い眼まな差ざしで僕を射い抜ぬく。

  「なめていいわっ」

  　怒鳴るように言うと、ギシッとブランコのチェーンを揺らし、わずかに身を乗り出した。その顔が、みるみるうちに赤くなる。

  　え？……ええっと……？

  　突然のことにびっくりして、莉花さんをまじまじと見てしまう。莉花さんは眉まゆを吊り上げた。

  「なによなによ!?　あたしのことは……な、なななめたくないっていうの!?」

  「そんなことないない！　莉花さんがなめさせてくれるなら心強い！」

  　莉花さんにどんな心変わりがあったかはわからない。けど莉花さんがなめていいと言ってくれただけで、力が漲みなぎった。

  　だから僕もブランコに腰掛けたまま、莉花さんに近づく。

  「莉花さんをなめたい」

  　言葉がするりと出た。莉花さんは喉のどが詰まったような表情をしたけど、しばらくすると目をトロンとさせた。

  「……うん」

  　莉花さんはうなずき、それから綿毛が飛ぶように軽く、僕の肩に顎あごを載せた。

  「あ、え？　莉花さん？」

  　心臓が跳はね上がり、莉花さんの匂いを感じる。

  「勝負に勝つためだから。だからしかたなくなんだからねっ」

  　僕の耳元で早口で言う莉り花かさん。そして――。

  「君……あたしをなめなさい」

  　何度か聞いたその言葉は、今まででいちばん優しくて。

  　そんなうれしい響きに誘われ、僕は莉花さんの首筋、そこに浮かぶ四つ葉模様の蜜みつ口ぐちに舌をくっつけた。

  　ぴちゃ。

  「っ」

  　僕の肩に頭をもたれさせた莉花さんが吐と息いきを洩もらす。

  「莉花……さん」

  　蜜口に唇を当てながら囁ささやく。それに応こたえ、莉花さんが小さくあえいだ。

  　ぺろ。れろろ。

  　莉花さんの肌はマシュマロみたいに柔らかく、甘い。本当に蜜口から密みつ花ばなの蜜がこぽこぽとあふれるように、舌に莉花さんの心が絡からみついてくる。

  「……ゃ…………あ」

  　莉花さんが僕の腕にしがみつく。莉花さんの首筋に舌を這はわせるたびに、ぎゅうっと締めつけてくる。痛いくらいに、でもそれが心ここ地ち好く僕を高こう揚ようさせる。

  「……ひゃ…………はあ……はあ」

  　乱れていく莉花さんの息いき遣づかい。まるで蒸気のような吐息は僕の頬ほおにかかり、その熱さになにも考えられなくなっていく。ただ莉花さんを溶とかすようになめ、心を求めるだけ。

  　んちゅ。れろん。ねちゃ。

  「……あ…………」

  　莉花さんが身体からだをよじり、かすれた声を上げた。

  「…………うれしくないわけ……ない」

  「？」

  「両親と…………あんっ……暮らすこと」

  　転校のこと。

  　それは僕の心をちくりと刺し、その痛みを消し去りたくて、さらに激しく舌を動かした。

  　ぺろっ、つつー。

  「……きゃん……あ……ふ……」

  　身体をビクンッ、ビクンッとさせながら、莉花さんは話を続ける。

  「……ずっと離れ離れ……はあ、はあ……だったんだから……っ……あたしのせいでつらい思いさせたのに…………やっ…………そ、それでも一緒に暮らそうって言って……言ってくれたんだから……あっ」

  　やっぱり莉り花かさんは転校する……？

  　その事実に打ちのめされながら、なめ続けた。蜜みつ口ぐちに舌を押しつけた。ただ莉花さんを感じたい。それだけの激しく、乱暴な花はな視み。

  　これからも莉花さんと一緒にいたい。

  　でもそれは莉花さんと莉花さんの両親を離れ離れにさせることだから。莉花さんに寂しい思いをさせることだから。

  　そう、莉花さんがきっと望まないことだから。

  　なにも言えない。言えば莉花さんを悲しませてしまうから。

  　ギシャッ、ガシャッとふたりのブランコのチェーンは軋きしみ、夜の公園に零こぼれる僕たちの吐と息いきと、ぺちゃぺちゃという音を隠してくれる。

  　でも莉花さんは、その中で必死に言葉を紡つむいでいく。

  　苦しげに悶もだえながら。

  「っ……は」

  　僕の首元に顔を埋うめながら。

  「ふぁ」

  　パクパクと口を動かし、その唇で僕の肌を甘あま噛がみしながら、なにかを伝えようとする。

  　僕は莉花さんの声を……転校という言葉を掻かき消したくて、なめ続けているというのに。

  　れろ。ちゅう。ぺちゃ。

  「お……お父さんたちと……く、暮らした……いっ……でも……でも……」

  　莉花さんはうなされたように「でも」を繰り返し、僕の肩の上で頭を振った。

  「わかんない……っ」

  　莉花さんの悲痛な声に、僕はハッとして舌を動かすのをやめた。莉花さんがぐすっと鼻をすする。

  「それに……それに転校したら……種眠たねむ市を離れたら……花はな狩かりの仕事を放り出すことになるじゃない……」

  　莉花さんの背後にはすでに満開の赤バラが咲いていた。僕はなめるのに夢中で、花視が済んでいたことに気づいてなかった。自分勝手な花視。

  　自己嫌けん悪おを覚える僕を、莉花さんのバラが見み据すえてくる。

  　僕と莉花さんを出会わせてくれた〝愛〟と〝美〟の真っ赤なバラ。でも心なしかその紅べにはいつもより元気がなく、縮ちぢこまっている気さえする。

  　……咲かせたい……莉花さんを元気にしてあげたい……。

  　そんな想いがふつふつと湧わいてくる。

  　なら僕はなんて言えばいい？　花にどんな栄養を与えられる？

  　莉花さんの蜜口に、最後にもう一度口付けして顔を離した。莉花さんも顔を上げ、僕をまっすぐに見つめた。潤うるんだ瞳はいつもより弱々しい。

  「言ったでしょ？……あたし、ここが……この街が気に入ってるって。花はな狩かりとしてここに来たけど……大変な目にもあったけど……。でもここに来てからのことは……楽しかったから。うん、楽しかった……。そんなかけがえのない思い出をくれた…………大切な人たちが住む場所だから…………好き…………なんだから」

  　つっかえつっかえ話す莉り花かさんは、子供が親に怒られてシュンッとしているように見えた。

  「そ、それに……帆ほ鳥とりや月つき夏なのことだってそう……。帆鳥はあたしよりずっとしっかりしてるけど……月夏だって芯しんの強い子だけど……でも……でも、あたしがいない中で密みつ鬼おにと戦っていくなんて……そんなの…………そんなの心配でたまらない」

  　莉花さんの口ぶりは赦ゆるしを乞こうように、同意を求めるように痛切だ。

  「だからダメよ、ね？　大好きな居場所を見捨てて…………花狩の仕事を放り出して……。帆鳥や月夏に…………」

  　莉花さんがすがるように僕を見る。

  「君にも……迷惑掛けることしたら……ダメよ……ね？　ね？　そうよ……ね？」

  　そんな心配が莉花さんの憂うれいになり、苦しめ、密みつ花ばなの赤バラを曇らせているのなら。

  　莉花さんにつらい想いをさせているのなら。

  　こんなにも…………こんなにも追い詰めているのなら。
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  　僕は……。

  　僕は…………それを取り除いてあげなくちゃ……ならない。

  「――だ、大丈夫だよ、莉り花かさん。僕たちだけで頑張るから。だから莉花さんは安心してご両親のところに……イギリスに行って」

  　自分の言葉に自分が切り刻きざまれた感じがした。苦しくて顔をゆがめそうになったけど、莉花さんに心配させてはいけないと、必死に笑顔を浮かべた。

  　でも莉花さんは、

  「…………」

  　焦しよう点てんの合っていない目をいっぱいに広げ、絶句していた。顔からは血の気が引き、今にも背中の赤バラがハラリと散りそうな雰囲気にぎょっとする。

  「り、莉花さん？」

  　取り返しのつかないことをしたように思え、鼓こ動どうが不ふ穏おんに高鳴った。

  　なにか言わなくちゃ。

  　そう思ったけど、すぐに莉花さんは諦あきらめたように笑い、小さく小さく、呟つぶやいた。

  「そうね。あたしがいなくなったら、君はオズガや紗さ代よと……」

  「え？」

  　うまく聞き取れなくて首をかしげた。莉花さんは「なんでもないわよ、ヘタレ」と、虚うつろに言って、ブランコを漕こぎだした。

  　ひとこぎ……ふたこぎ……。

  　莉花さんが僕の前を行ったり来たり。

  　そしてひときわ高く上がったときに、莉花さんは星空を見上げながら言った。

  「あたし、転校するわ」

  

  　翌日。

  　決戦の日は、どこまでも澄み切った青空が広がった。
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  　朝陽が降り注そそぐ詩し雨さめ神社の境けい内だい。

  　くるっぽー、くるっぽーとエサをついばむハトを横目に、僕たちは対たい峙じした。

  「逃げずに来たことは褒ほめてあきゃっ――あげるよっ」

  　ニセの帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんを従えたニセ洋ひろが言い放はなつ。セリフを噛かんだのが僕っぽい。

  　などと思いながら、僕は莉り花かさん、帆鳥ちゃん、月夏ちゃんとともに身構えた。

  　ニセ洋が僕をぐっと睨にらみつける。僕はそれに負けないように胸を張った。

  　ニセ洋との力の差が埋うまったかどうかはわからない。でも二日間でオズガ、鴻こう野のさん姉妹、山やま瀬せさん、紗さ代よちゃん、秀しゆうさん、そして莉花さんをなめたことで、僕の精神力は間違いなく高まっている。その証あかしのように、僕には自分の背に咲く、みんなの密みつ花ばなが視みえる。莉花さんの赤バラだってある。

  　それに加えて、秀さんに〝みんなを守ってくれ〟と言われたことが、僕を力強く後押しする。弱気なんてない。目の前の困難を乗り越えるんだという、熱い気持ちで満たされ、折れない心を感じる。

  　うん、今までのヘタレの僕じゃない。

  「ふ～ん、ん～んん～」

  　拝殿の上では、植物ゴンドラに腰掛けたオズガが、鼻歌まじりにこっちを見下ろしている。

  「ヒロ」

  　僕に手をパタパタ振るオズガ。リアクションに困り、曖あい昧まいに笑い返す。

  　勝負の開始場所として告げられていた詩雨神社。そこに集まった総勢八名。

  　オズガはこのまえと同じワンピースを着け、ニセモノの三人は学校の制服姿。僕たちは私服だから今日はすぐに区別がつく。けどあらためて見ても、ニセモノたちは僕らにそっくりだ。

  　そんな薄気味悪い状況の中、ニセ洋に尋たずねた。

  「勝負方法は？」

  　それをまだ聞かされていない。ていうか、この間僕たちが訊きいてもニセ洋は答えなかった。ぎりぎりまで隠して優位に立とうというつもりだろう。

  「それはさっき考えた」

  　ぎりぎりまで考えてなかっただけだった。

  「バトルなら受けて立つわよ」

  　そう言って、手の中の拳銃型キーホルダーを銃じゆう花かに変へん化げさせる莉花さん。そのままオズガを睨んだけど、オズガはただニッコニコ。自分は傍ぼう観かん者しやというような態度に、莉花さんが眉まゆをひそめる。

  　昨日のことがあったから気がかりだったけど、莉花さんの様子は普段と変わらない。

  　でもその密みつ花ばなをこっそり視みると、赤バラは日に当たっていないように勢いがなかった。

  　なんだか莉り花かさんの態度も空から元げん気きに思えてしまう。

  　大丈夫かな、莉花さん……。

  　そういう心配をする僕も、昨夜ゆうべは〝あたし、転校するわ〟のショックで一睡もできず、体調が万ばん全ぜんとは言えないのだけれど。

  　そんな僕たちの前で、ニセ洋ひろが「勝負方法は――」と、張りのある声を響かせる。

  　ごくり。

  　みんなが固かた唾ずを呑のんで見守る中、ニセ洋は、わあっと叫ぶように告げた。

  「なめマラソン！」

  　大声に驚いたハトが、ばさばさっと飛ぶ。

  「名付けて――『走れ！　なめろす!!』」

  　……。

  　…………。

  　………………。

  　ダジャレ!?

  　まさかまさかのネーミングに、唖あ然ぜんとする僕たちホンモノチーム。

  　莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんは、やれやれといった表情で顔を見合わせるし、月つき夏なちゃんは僕を哀あわれむように見て、

  「ドン引き」

  　僕がスベッたみたいになってる！

  　ニセ洋に非難の目を向けたけど、ニセ洋はかまわず『走れ！　なめろす!!』の説明をはじめた。

  「ルールは簡単。この町のふたつのチェックポイントまで走り、そこにいる対象者の花はな視みをすること。そして最後に、種眠たねむ北高で待つ莉花さんの元へ先にたどり着いたほうが勝ち」

  　ニセ洋が話す間に、ニセ月夏ちゃんから一枚の紙を渡された。そこにはふたつのチェックポイントの場所が書かれてあるけど、肝かん心じんの対象者については触れられていない。

  「心配ないわ、ヒロ」

  　上空のオズガが、僕の考えを見み透すかしたように口を挟はさんだ。

  「対象者はヒロの知り合いを用意したわ。彼女たちの心を弄いじって、この状況を受容、協力させたから。ふたりのヒロに驚くこともないし、花視を拒こばまれることもないんじゃないかしら」

  　紗さ代よちゃんたちにペロペロ病を信じさせたような精神操そう作さをしたわけだ。

  「あの、オズガ？」

  『走れ！　なめろす!!』のことはともかく、これだけは言っとかなきゃ。

  「これが終わったら、みんなを元通りにしてね」

  　オズガは一瞬きょとんとしたけど、すぐに「ああ、そうね」とうなずいた。

  「ヒロがそう言うなら、約束するわ」

  　笑顔で答えるオズガとは対照的に、莉り花かさんは不服そうに顔をしかめた。

  「あたしは北高で待ってるだけなの？」

  「もちろんだわ、リカ」

  　オズガはさも当然のように言う。

  「ホトリとツキナはヒロに協力していいけど、リカはダメ。この勝負の賞品でもあるのだから」

  〝賞品〟と言われたことにムッとして、莉花さんは口を開いた。

  「ひとついい？」

  「どうぞ」

  「ホントにこんなことする必要あるの？　『走れ！　なめろす!!』なんてしなきゃいけないの？　あたしは今ここであんたたちと戦っても、全然かまわないんだけど！」

  　苛いら立だちと闘志を露あらわにする莉花さん。でもオズガはそれを受け流し、屈くつ託たくなく笑った。

  「言ったはずだわ、リカ？　これはヒロとヒロの勝負だけれど、わたしにとっては、葉はノの宮みやヒロ争そう奪だつ戦せんの最終戦だって」

  　オズガのルビー色の瞳が妖あやしく光り、周りの空気がわずかに冷える。

  「だからリカ、この勝負がやりたくないならそれでもかまわないわ。ただ――」

  　オズガは植物ゴンドラから身を躍おどらせ、そのままストンッと僕の目の前に降り立った。

  「そのときは、わたしが無条件でヒロをわたしのものにするだけじゃないかしら」

  　そう言って僕に抱きついてくる。

  「ちょ、オズガ？」

  　うろたえる僕の胸の中で、オズガは莉花さんを冷然と見つめた。

  「前にも言ったはずだわ。闘争は当事者を高め、勝ち取った未来にこそ価値が生まれると。だからわたしはリカたちにも闘争の機会を与えてあげてるのに。それを拒こばむのかしら、リカ？」

  「うぐぐ」

  　莉花さんは握った拳こぶしを震わせ、しばらくしてから「ふんっ」と、こっちに背中を向けた。

  「わかったわよ！　北高に行ってればいいんでしょ!?」

  　そのまま境けい内だいの入り口へ歩き出す。

  　あ……。

  　莉花さんの後うしろ姿すがたを見て、聖せい花か女学園でのことを思い出した。オズガの誘いを断ことわれずに莉花さんをひとりにさせ、その結果莉花さんが吸心鬼に襲われたこと。

  　苦にがくて痛い記憶。

  　とっさにオズガから離れ、莉花さんのほうへ一歩、二歩と足を踏み出した。

  「莉花さん！」

  　莉花さんは立ち止まり、ゆっくりと顔だけを向けた。その心細そうな表情に、僕が言うべきことはひとつしかない。

  「絶対に勝つ！　先に莉り花かさんのところへ行くから！」

  　ニセ洋ひろとの勝負に勝っても、莉花さんが転校したらそばにはいられない。でもだからといって負けるわけにはいかない。絶対に負けたくない。

  　僕は莉花さんに安心してもらおうと、ぎこちなくガッツポーズをして見せた。

  「腕、つったの？」

  　伝わらなかった。

  　莉花さんはためらうように瞳を逸そらし、それからもう一度僕に視線を向けた。淡あわい希望のこもった眼まな差ざしに見えた。

  「いつものところで待ってるから、死んでも先に来なさいよ。こ、来なかったら百万回ヘタレ宣告するわ！」

  　そう言い残し、莉花さんは足あし早ばやに詩し雨さめ神社を去った。

  　そして再び、境けい内だいでハトがのんびりとエサをついばみだしたころ。

  「昔の人は言いました――〝左足に絶望の靴くつを、右足に希望の靴を履はいた人よ。最後の一歩を踏みしめるのはどちらの足か〟」

  　オズガが、『走れ！　なめろす!!』の開始を告げた。
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  「ぜい、ぜは、げほ……ご、ごめんみんな、僕が遅いばっかりに」

  　息も絶え絶えたどり着いたのは、種眠たねむ市民総合運動場。陸上競技場や体育館、武道館などが集つどう敷地の一角にある、室内プール館の前だった。

  「いえ、ニセ洋さんが洋さんとは思えないほど足が速かったのが誤算でしたね。ホント、洋さんらしくなく生き生きしてましたし」

  　僕って普段、死んでるみたいなのか……？

  　ついそんなことを思いつつ、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんとともに、プール館の入り口をくぐった。

  　詩雨神社から走って十五分。ここが『走れ！　なめろす!!』の第一チェックポイントだった。

  　もちろん詩雨神社から走り通し。でもニセモノチームはスタート直後から僕たちの前を行き、まもなく視界に捉とらえられなくなった。僕とニセ洋の、走力の差のせいだ。

  　くそっ、だいぶ離されたかな。

  　焦しよう燥そうに駆かられつつロビーを抜け、塩素が匂う廊下を進んでいく。三人できょろきょろと辺りを窺うかがい、見知った顔を探すけどそれらしき人はいない。

  　やっぱりプールの中？　ていうか、ホントに僕の知っている人がいるのか？

  　などと思いながら、水音と歓声が響くプール場に足を踏み入れた。

  　バシャバシャ、キャッキャッ。

  　室内プールは賑にぎやかだった。

  　広々としたプールは、イベントのないときは市民に開放されている。残暑厳しい九月の祝日。夏休みほどではないと思うけど、人はかなり多い。

  　花はな視み対象者はどこ？

  　すぐにプールサイドから身を乗り出し、目を凝こらす。横では帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんも視線を巡らしている。服を着たまま、水着の人たちを凝ぎよう視しする三人は怪あやしい。プールスタッフに怒られてもおかしくない。でもオズガの精神操そう作さのせいか、こっちを警戒する動きはなかった。

  「洋ひろさん、あそこ、あそこのふたりを見てください」

  　帆鳥ちゃんがプールの真ん中を指差した。見ると、人の流れの中、抱き合ったまま動かない、ふたりの女の子の姿があった。

  　ん？　あれは……。

  　胸のあたりから水に浸つかりつつ、うっとりと水中抱ほう擁ようするふたりには見覚えが。

  「真ま樹きさん!?　和のどかさん!?」

  　宮みや部べ真樹さんと吉よし住ずみ和さんだった。もちろんふたりとも水着姿。

  　真樹さんと和さんとは聖せい花か女学園でヒロコとして出会った。和さんの真樹さんへの想いを利用した吸心鬼を倒し、ふたりには穏おだやかな日常が戻ったはず。

  　もしかして、彼女たちが花視対象者？

  　ふと、和さんがこっちに気がついた。

  　やばい！　今の僕、ヒロコじゃないし！

  　とっさにそのへんに落ちてるウィッグを被かぶろうとしたけど、あるわけない。あったら怖い。

  「ヒロコちゃ～ん！」

  「は、はい！…………て、あれ？」

  　僕のパニックをよそに、和さんはえくぼをつくり、ブンブンと手を振っている。

  「和さんたちには、この格かつ好こうでも洋さんがヒロコさんに見えているみたいですね」

  　帆鳥ちゃんが少し恐れるように自分の腕をさすり、月夏ちゃんは「精神コントロール」と付け加えた。

  　すべてはオズガの力。『走れ！　なめろす!!』に協力させるために、それを軽々とやれるところが、能力的にも性格的にも並なみ外はずれている。

  　でも今はそれよりも、『走れ！　なめろす!!』に勝つことを考えるべきだ。

  「こ、こんにちはふたりとも」

  　いちおうヒロコのときのように、声をソプラノっぽくした。

  「ふたりが対象者なの？」

  　首を横に振ったのは、黒ビキニをつけた美少年風の女の子、真ま樹きさんだった。

  「ボクは違うよ、子猫ちゃん。対象者は和のどかだけさ」

  「そ～ゆ～こと、ヒロコちゃん。和を早くペロペロしちゃお～」

  　和さんがプールの中でぴょ～んぴょ～んと飛び跳はねる。

  「さっき、もうひとりのヒロコちゃんがなめてったよん」

  「!?」

  　覚悟はしていたけど、やっぱりニセ洋ひろのほうが先を行っている。のんびりしてはいられない。

  「じゃ、じゃあ、なめさせてくれる、和さん？」

  　大声で言っても誰も気にしないシュールな状況の中、和さんはおいでおいでと手招きした。

  「？」

  「それがさ、ヒロコちゃん。プールの中でなめるのが条件なのよん。もっちろん、もうひとりのヒロコちゃんも、水中ペロペロしてったしね～」

  　水中ペロペロ？　だって和さんの蜜みつ口ぐちは右足のくるぶしだよね？　それを水中で？　潜せん水すいして？

  　あまりのでたらめさに唖あ然ぜんとしたけど、ニセ洋がそれをクリアしたなら、ためらってる暇ひまはない。

  　僕は意を決して、着ていたワイシャツをバサッと脱ぎ捨てた。下のジーンズは…………このままでいいや！

  「行ってくる！」

  　帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんを残し、えいやっと、プールに飛び込んだ。

  　幸いにも泳ぎは苦手じゃない。水中でなめることもなんとかなるはず。

  　そう思いながら、クロールで真樹さんと和さんの元へ近づいていく。

  　真樹さんが「あ～あ、和をなめることができるのは、ボクだけなのに」と不満を言って、和さんが「てへへ」と照れ笑いをしたあたりで、僕は潜水した。

  　ぶくぶくぶく。

  　透明に近い青の視界の中。和さんの太もも、膝ひざ、足首を捉とらえ、そのくるぶしに灯ともる三枚葉の蜜口も視みえた。

  　グイッと腕に力をこめて、もうひと掻かき、ふた掻き。浮かびそうになるのを堪こらえながら、プールの底に這はいつくばる。

  　いける。

  　すぐそこに和さんのくるぶし。ゆっくりと蜜口に顔を近づけ、びゅっと舌を突き出した。

  「ごぼごぼごぼごぼごぼ!!」

  　溺おぼれた。

  　口に盛大に水が入り、命からがら水面から顔を出す。

  「し、死ぬかと思った！」

  　結局そのあと四度目のチャレンジで、和のどかさんの水中ペロペロは成功した。

  

  「大丈夫ですか、洋ひろさん？」

  「へ、平気。少しおなかがたぷたぷするくらいだから」

  　髪とジーンズから水滴を垂たらしながら、帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんに遅れないよう、足を速めた。

  　水をたらふく呑のみつつも、和さんの花はな視みに成功。すでに室内プール館をあとにし、総合運動場の出口を目指して、武道館の裏手を走っている。

  　陽射しが強く、気温もだいぶ上がってるから、ジーンズもいくらか乾きそう。だけど暑さは容よう赦しやなく体力を削けずっていく。

  　それでも立ち止まれない。早くニセ洋に追いつかなきゃ。

  「洋さん、危ない！」

  　突然帆鳥ちゃんと月夏ちゃんから、タックルされるように押しのけられた。僕は二人とともに横おう転てん。と同時に、僕が今まで立っていた地面から葉は群ぐんが隆起し、なにかを捕ほ食しよくするみたいに丸くなった。

  「うふふ、もう少しで洋さんをラッピングできたのに」

  　葉群がばらけ、ザザザッと戻った先に立っていたのは帆鳥ちゃん――のニセモノだ。

  「必要ないとは思いますけど」

  　立ち上がった僕たちの前で、ニセ帆鳥ちゃんはかわいらしく首を傾かたむける。

  「オズガさんの指示もありますから、いちおう邪魔をさせてもらいますね」

  　ニセ帆鳥ちゃんは笑みを浮かべたまま、杖じよう花かを掲かかげた。それを見た帆鳥ちゃんが銀のステッキを取り出し、

  「ステッキ・ブロッサム」

  　杖花を発動させる。ニセ帆鳥ちゃんは頭上で渦うず巻くリーフレット・ガードに杖花の先を向けつつ、帆鳥ちゃんを見つめた。

  「戦いますか、もうひとりの私さん？」

  　帆鳥ちゃんが一歩前に出て、自分の左右に葉群を出現させる。

  「洋さんの邪魔をするなら容よう赦しやしませんよ、ニセモノの私さん？」

  「やせ我慢ですね、もうひとりの私さん」

  「？」

  「もしそちらの洋さんが負けたら、莉り花かさんとそちらの洋さんは一緒にいられなくなるんですよ。そのほうが貴き島しま帆鳥にとって都つ合ごうがいいとは考えませんか？」

  　その言葉に、帆ほ鳥とりちゃんは眉まゆをピクリとさせた。表情がかすかに強こわ張ばる。

  　都つ合ごうがいい？……なんで？

  　首をかしげる僕に、帆鳥ちゃんはきっぱりと告げた。心なしか怒っているみたい。

  「洋ひろさん、ここは私が引き受けます。月つき夏なさんと第二チェックポイントへ急いでください」

  「え？」

  「洋さんには絶対に勝ってもらわなくてはなりません。莉り花かさんのために、洋さん自身のために、そして私と――」

  　帆鳥ちゃんが月夏ちゃんを見る。月夏ちゃんは無表情のまま、ゆっくりと瞬まばたきをした。

  「月夏さんのためにも」

  　帆鳥ちゃんは小さな棘とげが刺さったみたいに顔をしかめた。でもすぐに気を取り直すように微ほほ笑えむ。

  「みんなの想いにけじめをつけるために、勝ってくれなくては困るんです」

  「みんなの想い？」

  「さあ、早く」

  　帆鳥ちゃんが僕をうながす。その口ぶりは有う無むを言わさぬくらい力強い。

  　そしてそれを受けて、月夏ちゃんが僕のワイシャツの袖そでを引っ張った。帆鳥ちゃんは早くも僕たちが攻撃されないよう、葉は群ぐんの壁を展開している。その横顔は年下の女の子とは思えないほど、堂々としていて頼もしい。

  「行ってください！　洋さん！」

  　そんな毅き然ぜんとした態度を見せられたら、グズグズしているわけにはいかない。

  「わかった、先に行ってる！　帆鳥ちゃんも気をつけて！」

  　帆鳥ちゃんを……仲間を信じるんだ。

  　僕は踵きびすを返すと、あとは振り向かずに走り出した。

  

  　第二チェックポイントは、総合運動公園からそれほど離れていない。

  　詩し雨さめ神社で渡された、チェックポイントを記しるした紙にはこうあった。

  　【第二チェックポイント――詩雨文化センター前バス停留所】

  　総合運動公園と詩雨駅の途中にあるバス停。運動公園から走って十分くらい。でも紙にはこんなことが付け加えられていた。

  　【尚なお、午前十時までに到達できない場合、対象者はバスに乗ってテキトーに移動】

  　テキトーって……。

  　とにかく対象者に動かれたら厄やつ介かいだ。その前になめないと。

  　走りながら腕時計を確認する。九時五十六分。リミット寸前だ。

  　駅前通りにつながる街路は車も人も多い。祝日だからなおさらだ。そこの歩道を、僕と月つき夏なちゃんは歩行者をよけつつ駆けていく。

  　あの交差点を曲がれば、バス停はすぐそこだ。

  　間まに合ってと祈りながら角を曲がると、隣の月夏ちゃんが車道に視線を向けた。

  「洋ひろ、バス」

  　反対車線のななめ前方にバスが一台、信号待ちで停まっている。詩し雨さめ文化センター前停留所は、そこからさらに百メートルほど向こう。屋根つきの待合室が設もうけられたそこに、人影がちらほらと。

  　腕時計を見ると九時五十八分。

  　バスを停めた信号がまだ赤なのが救いだけど、一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

  「急いで」

  　月夏ちゃんに言われ、慌あわてて車道を横断しようとした。そのときだった。

  　にゃお―――ん。

  　雑踏の中に、嘘うそみたいな大きさで猫の鳴き声が響いた。一瞬どこかのスピーカーから流れてきたのかと思ったけれど――にゃおおん、にゃああ――臨場感たっぷりなことに気づき振り返った。

  「猫がいっぱい!?」

  　猫パラダイス！

  　いや、ホント、そうとしか言いようがない猫の群れ。歩道を足の踏み場もないほどに埋うめつくした猫、猫、猫。

  　ざっと見た感じ、百匹近くはいるかもしれない。いやもしかしたらそれ以上。

  　猫たちは瞳をギラリと光らせ、こっちを睨にらんでいる。ていうか、身を屈かがめて今にも飛びかかってきそう。いくら猫でも、これだけの群れに襲われたらと思うと、ぞっとする。

  　なんなんだこれ!?

  　異様な光景に、道行く人たちもぎょっとし、遠巻きにこっちを窺うかがっている。

  　そしてその人ひと垣がきの間から、ひとりの少女が現れた。静せい謐ひつな雰囲気に、泰たい然ぜんとした無表情。月夏ちゃんが隣で呟つぶやく。

  「私の、ニセ」

  　現れたのはニセ月夏ちゃん。手にはネコジャラシ、別名エノコログサを持っている。

  「妨ぼう害がい、執しつ行こう」

  　ニセ月夏ちゃんは事務的な口調で言うと、僕たちを威い嚇かくする猫群の間で、ネコジャラシを揺らした。

  　ふりふり、ゆらゆら。

  　それに反応するように、猫たちがシャーッと牙きばを剥むく。

  「ま、まさかニセ月つき夏なちゃんが猫たちを、なんてことは……？」

  　月夏ちゃんにおそるおそる訊きいてみる。

  　いくら猫好きだからって、そんな突とつ飛ぴなことができるとは……。

  「正解」

  　できちゃうの!?

  「猫マニアだから」

  　すごすぎるよ猫マニア！

  　唖あ然ぜんとする僕の前で、月夏ちゃんは車道を指差した。

  「バス」

  　横断歩道の青信号が点てん滅めつをはじめている。

  「行って」

  　月夏ちゃんは僕と猫群の間に進み出て、ポケットからネコジャラシを取り出した。

  　やっぱり持ってたんだと思ったけれど、それだけで猫群と渡り合えるとは思えない。

  「ダメだ、月夏ちゃん！　一緒に行こう！　バス停まで逃げれば――」

  「平気」

  　僕の声を遮さえぎった月夏ちゃんが、弧こを描くようにネコジャラシを掲かかげた。

  　にゃんっ。



  [image: ]


  　そこではじめて気がついた。いつの間にか、月つき夏なちゃんの足元には二匹の猫が寄り添っていた。トラ毛と、もう一匹はグレーの毛並み。身体からだは猫群の猫たちより一回りほど大きく、強そうだ。なんていうか風格がある。

  　二匹は月夏ちゃんを守るように猫群と向かい合い、低く太く唸うなりだす。

  「月夏ちゃん？」

  「友だち。コテツとジュニア」

  「…………」

  　名前はともかく、二匹の味方を得たからって百匹近くの猫と戦うのはムチャだ。なのに月夏ちゃんはまったく動じず、少し誇らしげに顎あごを上げた。

  「私は、猫マスター」

  　もうなにがなんだか。

  　けど〝花はな跳とび猫マスター〟に応こたえるように、コテツとジュニアは前傾姿勢を取った。二匹の身体の毛が闘とう気きに逆さか立だち、それを見た猫群が、ざざっとあとずさる。

  　すごい…………なにがすごいのかよくわかんないけど。

  「洋ひろ、行って」

  「で、でもっ」

  　月夏ちゃんは頭を横に振り、車道に視線を向けた。見ると、ついに信号が青に変わり、バスがゆっくりと進みだす。

  「問題、ない」

  　月夏ちゃんが珍しく微ほほ笑えんだ。まるで僕を安心させるような優しい笑み。

  「莉り花か、待ってる」

  「!?」

  　その言葉で、今、自分がしなければならないことを思い出す。

  　そうだ。この勝負に勝たなくちゃ。

  　そのために帆ほ鳥とりちゃんも月夏ちゃんも協力してくれてるのに、僕がその思いを踏みにじってどうする。

  　月夏ちゃんをあらためて見つめる。月夏ちゃんはパチリと瞬まばたきで答えた。

  「わかった！　ここはお願い、月夏ちゃん！　僕はチェックポイントへ向かう！」

  「了解」

  　月夏ちゃんがうなずくのを見て、僕は車道に踏み出した。

  　にゃうううんっ。

  　背後で猫たちの唸うなり声が響いたけど、ただ前を見続ける。

  　大丈夫！　月夏ちゃんは大丈夫！

  　僕は車にクラクションをバンバン鳴らされながら、車道を横断した。

  　バスは!?

  　歩道を走りつつ目を凝こらすと、停留所にバスが停まったところだった。時間はすでに十時。でも乗客はまだ全員乗っていない。

  　あきらめるもんか！

  　必死に走る。ドック、ドックと心臓が破は裂れつしそう。でもかまわず、足を前へ前へ運ぶ。しだいに停留所が近づいてくる。

  　続々とバスに乗り込む人たち。ひとり……ふたり…………残りは三人。

  「そのバス、待って！」

  　叫んだつもりなのに、声が嗄かれて響かなかった。最後のひとりが乗り込んでいく。僕は走る。前のめりになって、腕を伸ばす。

  　間に合って！

  　その願いが通じたのか、ドアが閉まる前に、僕は乗車口にたどり着いた。

  「ま、待ってくださいっ」

  　乗車口の段差に手をつき、車内へ呼びかける。と同時に乗客の中から手が伸び、僕の腕をつかむと引き上げてくれた。背後でドアが閉まる。

  　突然のことに惚ほうけていると、聞き覚えのある声が響いた。

  「やあ、少年！」

  　小お此この木ぎ薫かおる子こさんだった。

  

  「こっちの画廊に誘われて、個展を開くことになってな。今日はその打ち合わせってわけだぞ」

  　バスに揺られながら、ノースリーブシャツにジーンズ姿の薫子さんは快かい活かつに言った。

  　小此木薫子さん。

  　僕たちが夏に行った花か季きヶが浜はまに住む画家。そこに封じられていた厄やく堕だ鬼おにに操あやつられていたけれど、莉り花かさんたちによって解放された。

  「でさあ、初の個展、うれしはずかし初体験。やっぱインパクトが重要だろ。で、考えたんだけど、エロエロ裸婦画祭りってのはどう？　ピンクインパクト！　ねっとりからんでる絵をズラッと。うれしいだろ少年？」

  　僕に訊きかれても。ていうか、車内で立って話す僕たちへの、周りの視線がとても痛い。オズガの精神操そう作さが、ここでは薫子さんにしか及んでいないみたい。

  「薫子さん、そんなことより――」

  「おおっと言うねえ、少年。おねえさんの個展を〝そんなこと〟呼ばわり!?」

  「あ、ごめんなさいっ。そういうつもりじゃ」

  「うわ、やば。えらく傷ついたぞ」

  「すいません……」

  「よし！　少年と莉り花かちんのカラミを描かせてくれたら許す！」

  「ぶふぉっ」

  　ピンクインパクト（？）な想像が浮かびそうになり、慌あわてて話題を変えた。

  「薫かおる子こさん、教えてください。薫子さんは、その、僕が今やっている勝負の――」

  　最後まで言う前に、薫子さんは自分の胸をポンッと叩いた。

  「ああ。わたしが『走れ！　なめろす!!』対象者だぞ」

  「ニセ洋ひろはもう来ましたか!?」

  「うん？　ニセ……かどうかはわからんけど、ついさっきもうひとりの少年が来て、なめてったぞ」

  　相変わらずリードを許してることに焦あせりが募つのる。でもまだ勝負は決まったわけじゃない。ここで薫子さんをなめて、つぎの停留所で降りて学校へ向かえば……。

  「お願いします！　僕に薫子さんをなめさせてください！」

  　大声で頼むと、薫子さんは切れ長の瞳を細め、ニヤニヤ笑った。

  「大胆だな少年。ギャラリーもびっくりだ」

  「あ」

  　しまったと思ったときには、乗客たちの好奇と軽けい蔑べつの視線の集中砲ほう火か。中にはこっちを指さし「ヘンタイね」「ヘンタイだ」と話してる人もいる。

  「うう……」

  　顔から火が出そう。

  「むふっ、なめるのやめるかい、少年？」

  　正直、はずかしい。けど僕になめないという選せん択たく肢しはない。

  　莉花さんのところへ行くために。仲間の帆ほ鳥とりちゃんや月つき夏なちゃんのために。僕のために。

  「やめません！　なめさせてください薫子さん！」

  　薫子さんはこっちをまじまじと見つめ、それから僕の頭に手を置いた。

  「へえ～、はじめて会ったときより、いい顔してるぞ」

  　そう言って、くしゃくしゃっと頭を撫なでてくれた。照れ臭いけど、悪い気はしない。

  「なめな――洋くん」

  　薫子さんに名前で呼ばれたのって、はじめてかもしれない。

  　薫子さんは両手でつり革をつかみ、脇の下を露あらわにした。左脇に、二葉模様の蜜みつ口ぐちが淡あわく輝いている。

  「薫子さん」

  「ん？」

  「来年の夏も、みんなで花か季きヶが浜はまに遊びに行きますからね」

  「ああ、莉り花かちんと洋ひろくんのラブラブな絵を描かせてくれるんだろ？」

  　その問いかけに、僕は――す～は～――深呼吸をしてから答えた。

  「はいっ」

  　嘘うそをついたわけじゃない。『走れ！　なめろす!!』勝負の行ゆく方えや、莉花さんの転校を忘れたわけでもない。

  　ただ薫かおる子こさんと約束したら、必ず実現できる気がしたから。

  「なめます！」

  　揺れる車内にふらつきつつ、薫子さんの脇に顔を埋うずめた。周囲がどよめき、「ヤダ」とか「なんて非常識っ」とか「ハレンチボーイ」とか聞こえた。

  　ハレンチボーイって……。

  　でも薫子さんは気にした様子もなく、清すが々すがしく笑う。

  「いいねえ、非常識！　人が人を想うってのは、非常識くらいがちょうどいいぞ！」

  　薫子さんの言葉にじ～んっとしながら、すべすべの脇の下に舌をくっつけた。

  　ぺろっ。

  　密みつ花ばなは、夏の海で視みた〝悪意〟のロベリアじゃなくて、サクラソウだった。その花言葉は〝絵画〟。

  　薫子さんの個展がうまくいきますようにと、僕は祈った。

  

  　走る。走る。走る。

  　薫子さんをなめ終え、バスから降りた僕は種眠たねむ北高目指して駆けていく。

  　バスに乗ったことでタイムロスしたと思ったけれど、降りたところが詩し雨さめ駅。かえって時間を短縮できたかもしれない。

  　まあ、マラソンという趣しゆ旨しからは外はずれるけど、これはもう対象者がバスに乗るとか考えたニセ洋が悪いと開き直った。

  　あとは莉花さんの待つ種眠北高へ行くだけだ。ニセ洋よりも早く。

  　その一心で、いつもの通学路をひたすら突っ走った。

  「ぜえ、ぜえ、ぜはっ」

  　間違いなく、今までの十七年の人生で一番必死に走ってる。すでに体力は限界を超えてる気がするけど、まだ動けることに自分がびっくりだ。

  　ああ、そっか。

  　種眠北高の校舎が見え出したあたりで、胸の中で呟つぶやいた。

  　体力じゃなく、心の力で走ってるんだ。

  　ゴールで待っている莉花さんを想うだけで、こんなにも頑張れる。

  　心は無限だから。莉り花かさんへの想いに限りはないから。だから走れる。莉花さんというゴールにたどり着けるまで、いくらでも。

  　走りながら、僕の莉花さんへの想いが明確になっていく。

  「ぜはっ、ぜはっ」

  　でもその莉花さんが転校してしまう。離れ離れになる。

  　なのになんで……なんで僕はこの想いを、莉花さんにこれっぽっちも伝えてないんだろう？

  　莉花さんを困らせるから？

  「ぜえ、ぜえ、ぜは…………違うっ」

  　肺はいが焼けるような呼吸を繰り返しつつ「ヘタレッ」と、自分をなじった。

  　困らせるからなんて、言い訳だ。僕はただ……ただ……。

  「……怖い……だけ」

  　そう、怖いんだ。こんなぎりぎりになってもまだ、自分の正直な想いを伝えることを怖がっているヘタレ。ただのヘタレ。とことんヘタレ。

  　花は愛情を注そそげば注ぐだけ美しく咲いてくれる。

  　でも人の想いは違うから。花をつけることなく枯れてしまうかもしれないから。

  　だから怖い。

  　それなら胸の奥でひっそりと、想いの花を咲かせていたほうがラク。誰にも見られることのない花を、自分だけで愛めでていればいい。いつまでも……。

  　ふと思い出した。放課後の教室で、はじめて莉花さんをなめたときに言われた言葉。

  『花は見られることで美しく力強く咲くの！』

  　それを胸に、僕はみんなの密みつ花ばなを視みてきた。かけがえのない美しさと尊とうとさに圧倒されてきた。

  　なのに……。

  「……ぜえっ……ぜえっ……ゆ、許されるか？」

  　自分の心に咲く花だけ、一番見てほしいひとにさえ見せないなんて。

  　そんなの……、そんなの……。

  「許されないっ」

  　卑ひ怯きようで情けない自分に吐き気がした。汗か涙かわからないけど、種眠たねむ北高の校門を映していた視界がぼやけてしまう。

  　しっかりしろ。これから莉花さんを捜すんだぞ。

  　鉛なまりのように重い腕を上げ、ごしごしと目元を拭ぬぐった。視界がクリアになり、校門はもう目と鼻の先。

  「り、莉花さんに……ぜえ、ぜえっ……会って、伝えよう」

  　この想いを。

  　心に咲く花を。

  「莉り花かさん！」

  　ついに校門にたどり着き、校舎に向かって叫んだ。部活や委員会で登校していた生徒が数名、こっちを見たけど気にしない。

  　莉花さん、どこ!?

  　周囲に視線を巡らしつつ、校庭を横切る。

  　詩し雨さめ神社で、莉花さんは去り際ぎわに言っていた。

  『いつものところで待ってるから、死んでも先に来なさいよ』

  　きっとあれは僕へのメッセージ。自分の居場所のヒントだ。

  「いつものところ……いつものところ……」

  　呪じゆ文もんのように呟つぶやきながら校内に飛び込み、二年Ｃ組へ向かった。ストレートに考えれば、もっとも過ごす時間の多い教室が〝いつものところ〟っぽかった。

  　なのに二年Ｃ組には誰もいなくて、しんとしていた。その静せい寂じやくが重く、不吉に感じる。

  　立ち止まってはいられない。ほかの場所を捜そう。

  〝いつものところ〟っていったい？

  　廊下を走りながら、校内の場所を次々に思い浮かべていく。

  「いつものところ……いつものところ……いつもの――!?」

  　不意に一昨日おとといの朝、莉花さんと温室で話したことを思い出した。

  「温室！」

  　口に出してみると、間違いない気がした。僕にとってこれほど〝いつものところ〟に相応ふさわしい場所はないし、夏休み中、補習を受けに来た莉花さんは、毎日温室に顔を出していた。

  　莉花さんは温室だ！

  　廊下を走り、階段を駆け下り、また廊下を走って、校舎西側の避難口から外に出た。

  　運動場のほうへ視線を向ける。その手前のガラス張りのドームが陽に輝いている。照り返しのせいで中は見えない。でも温室の花に囲まれた莉花さんがありありと想像できた。

  　莉花さん。

  　はやる気持ちに身体からだがついてこない。ノロマな足をもどかしく思いながら温室に駆け寄っていく。透明な壁の向こうに花々が見えはじめる。

  　莉花さんの姿は…………まだ見当たらない。

  　そのまま温室のドアにたどり着き、一気にそれを開あけた。

  　もわっとした室内の空気が押し寄せ、僕の脇を通り過ぎていった。そして――。

  「莉花……さん？」

  　莉花さんはいなかった。

  　僕を迎えたのは長閑のどかに咲く花たちだけ。中央のベンチにも、鉢植えが並んだ棚の陰にも莉花さんの姿はない。

  　うそ……。

  　頭がまっしろになりかけたとき――ザッ――背後で足音が聞こえた。

  「莉り花かさん!?」

  　とっさに振り向き、温室の外へ身を乗り出すと、

  「先輩？」

  　制服姿の紗さ代よちゃんが立っていた。

  「さ、紗代ちゃん？」

  　紗代ちゃんは僕がいるとは思ってなかったのか、あわあわとうろたえた。

  「さ、さささ紗代、お水たちにお花をあげに……じゃなくてお花にお水をあげに来ただけで、決して、先輩と会えないかなあとか、おおお思ったわぐっ…………舌を噛かみまひた……」

  　温室の前で顔を赤らめる紗代ちゃんの声は、頭に入ってこない。

  「ごめん、紗代ちゃん……今はちょっと……」

  　莉花さんがいなかったことはショックだけど、落ち込んではいられない。ほかの場所に行こうと足を踏み出した。が、

  「あ……れ？」

  　クラッとして力が抜けた。温室がゴールだと思って気を張ってきたけど、それがハズレたことで疲労が一気に噴きだした。

  「は、葉はノの宮みや先輩!?」

  　ふらついた僕は紗代ちゃんに抱きとめられた。

  「だ、大丈夫ですか!?　はっ!?　ペ、ペロペロ病ですか!?　悪化ですか!?」

  　このまま休みたい。一瞬そう思ったけど、それは許されない。

  　莉花さんを見つけなきゃ。

  「ごめん、紗代ちゃん。ありがと」

  　そう言って、紗代ちゃんから離れようとしたときだった。

  「!?」

  　視線を感じ、その気配に引き寄せられるように顔を向けた。そこは裏庭の向こう、温室から遠く離れた校舎一階の端はし。

  　莉花……さん……!?

  　莉花さんがいた。

  　やっと見つけた莉花さんは廊下に立ちすくみ、窓の向こうからこっちを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

  　顔はここからでもわかるくらい蒼白。瞬まばたきひとつしないで目を見開いている。

  　そしてそのときになって、ようやく僕は気がついた。

  　莉花さんの立っている場所が資料室の前だということに。

  〝いつものところ〟――資料室。

  　種眠たねむ北高に転入してきた莉り花かさんが、よく訪おとずれていた場所。花か族ぞくに関することを話すときに使ってる場所。莉花さんのお気に入りの場所。ふたりでペロペロ占いをした場所。

  〝いつものところ〟。

  　言われてみれば、たしかにそのとおりで。それに気づけなかった自分を呪のろったとき、

  「!?」

  　莉花さんの背後に忽こつ然ぜんとニセ洋ひろが現れた。

  　ニセ洋はなぜか寂しく笑ったまま、そっと莉花さんの肩を抱く。莉花さんはなにも反応しない。放心したみたいに、ただ僕に虚うつろな眼まな差ざしを向けている。

  　そんな莉花さんの首筋に、ニセ洋は顔を、唇を、舌を近づけていく。

  　莉花さんの蜜みつ口ぐちが蛍ほたるの光のように視みえた。

  　や、やめろ。

  　ニセ洋がなにをしようしているのかがわかり、パニックになりそうになった。

  　いやだ……やめて……。

  　でも願いもむなしく、ついにニセ洋の舌は莉花さんの蜜口に重なった。

  　ぺろり。

  　莉花さんの目から涙が零こぼれ、頬ほおを伝い、そして僕は絶叫した。

  「莉花さん!!」
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  　ゆさ、ゆさ。ゆさ、ゆさ。

  　身体からだが揺れ……いや、誰かに揺さぶられてるような気がしたら、意識が急速に戻ってきた。

  　ゆさ、ゆさ。ゆさ、ゆさ。

  　心ここ地ちいい揺れ。

  「ほら……起きなさいよ」

  　女の子の囁ささやきが耳をくすぐる。

  　ゆさ、ゆさ。ゆさ、ゆさ。

  「先生に見つかるわよ」

  　そこでようやく今が授業中、たしか三時限目の数学だと思い出し、バッと目を開あけた。

  　視界には見慣れた机、見慣れた教室、いつものクラスメイトと、教壇で板書している先生の姿。窓そう外がいの青空からは、柔らかい陽射しが降り注そそいでいる。

  　ぽかぽかとした陽気。

  　そのせいで居眠りをしていたみたい。でも先生に見つからなくてよかった。

  　胸を撫なで下ろし、隣の席に顔を向けた。起こしてくれた女の子に小声で礼を言う。

  「ありがと――オズガ」

  「くすっ、どういたしまして」

  　種眠たねむ北高の制服姿のオズガは、先生から顔を隠すように教科書をかざし、僕にウィンクをした。そのキュートな仕し草ぐさにドキッとして、思わず視線を逸そらした。

  　オズガ・ロスミタール。

  　この春に転入してきた海外留学生。明るく好奇心旺おう盛せいな彼女とは、隣の席ということもあってよく話すようになった。しかもオズガは花のことにかなり詳くわしい草花ガール（？）。園芸オタクの僕がディープな花トークのできる、唯ゆい一いつのクラスメイトにもなった。

  「ヒロ」

  　そっと呼びかけられ――ぱさっ――僕の机の上に二つ折りの紙切れが置かれた。オズガは教壇を見つめたまま、机の下で手をヒラヒラ振っている。

  　紙切れを開くと、女の子らしい丸っこい字でメッセージが書かれてあった。

  〝放課後、教室に残ること。逃げたら殺すわよ♡　グシャッ〟

  　グ、グシャッてなに？　潰つぶされる？

  　思わず苦笑を浮かべる。そんなことあるわけない。

  　たぶん授業でわからないところを教えてほしいのだろう。実際今までも、放課後に勉強会をしたことがあった。オズガの成績はクラス平均を超えてるけど、やっぱりまだ日本の授業に戸と惑まどうことは多いみたい。

  　そのへんはクラスメイトがフォローしてあげないとね。

  　うんうんとうなずきながら、そんなことを思ったとき、

  「っ」

  　頭がズキッと痛んだ。それは感じた瞬間に消えるような痛みだったけれど、代わりに胸がざわついた。

  「？」

  　なんだろう？　なんていうか、宿題を忘れたような気分。

  　首をかしげたら、こっちを見つめるオズガと目が合った。クラスの女子から素敵と言われているルビー色の瞳が、僕の胸の内を探さぐるように細まっていく。

  　オズガ？

  　オズガはチラリと微ほほ笑えむと、教壇へ顔を向けた。ツインテールがふわっと揺れ、彼女の肩口に垂たれる。

  　胸むな騒さわぎはくすぶっていたけれど、

  「じゃあこの問題を……葉はノの宮みや、やってみ」

  　先生に当てられ、それどころじゃなくなった。

  

  　昼休み。

  　購こう買ばいでタマゴサンドとコーヒーを買って、いつものように温室に向かった。校舎と運動場の間にある、ガラス張りドームのドアを開あけると、花の香りに包まれる。

  　セントポーリアやペチュニア、オキザリスの花々を見つつベンチに座った。ガラスを通して差し込む陽光が、花の色を鮮あざやかに引き立たせている。

  　癒いやされる～。

  　愛情込めて世話した花が、元気いっぱい咲いている。そんな幸せな光景にうっとりしつつ、タマゴサンドの包装を剥はがそうとした。

  〝洋ひろさん〟

  　不意に名を呼ばれた気がした。

  　それはやまびこの余よ韻いんのような、はるか遠いおぼろな声。女の子っぽい気がしたけど、室内にはほかに誰もいない。ていうか、園芸部員は僕と紗さ代よちゃんだけなので、ここを訪おとずれる生徒はほとんどいない。

  　温室の向こうの運動場では、生徒たちがサッカーや野球をしている。笑い声や歓声がここまで届いてくるので、さっきの声はそれを聞き間違えたのかもしれない。

  　そう納なつ得とくして、パクッとタマゴサンドにかじり付いたとき、

  〝洋さん〟

  　また聞こえた……気がした。さっきと同じ曖あい昧まいな響き。風のそよぎのように訪れ、さっと耳を通り過ぎていった。

  　なんだ？

  　立ち上がってきょろきょろと温室の外を見渡してみる。でもやっぱりそれらしき人はいない。

  　だいいち、僕を〝洋さん〟なんて呼ぶ人に心当たりは……。

  「…………ない、よな？」

  　呟つぶやくと、頭の奥がキュッと締しめ付けられたように痛んだ。思わず右の耳たぶを押さえる。

  「あれ？」

  　なんでそこを押さえたのかわからず、頭を捻ひねる。ふにふに、ふにふにと触さわってみる。耳たぶが痛いわけでも、そこになにかがくっついているわけでもない。

  　ふにふに、ふにふに。

  　え～と、頭痛のときは耳たぶを触るんだっけ？　いやそれ熱いものに触ふれたときだ。

  　自分の行動を怪け訝げんに思いつつ、右耳に触った手に物足りなさを感じた。

  　んん？

  　微妙に寂しい。でもそれがなんなのかわからない。なにか右耳につけてたっけ？　いや、ピアスとかしたことないし。でも…………。

  　頭も胸もモヤモヤ、モヤモヤ。

  「なんなんだいったい？」

  　疲れ？　寝不足？　花不足？

  「よし、昼休みはめいっぱい花と戯たわむれよう」

  　とりあえず花不足分を補うことに決定。

  　さっさと昼食を済ませた僕は、昼休み終了まで思う存分、花の世話をした。

  　不思議な声は聞こえてこなかった。

  

  「遅いなあ、オズガ」

  　帰りのホームルームが終わってから、もう一時間近く。すでにクラスメイトは帰り、二年Ｃ組は夕焼け色に染まっている。僕は自分の席でため息をついた。

  　オズガのメッセージどおり待っている。けど、肝かん心じんのオズガがホームルーム終了後「準備をしてくるわ」と言い残して、教室から出て行ったままだ。

  　準備？　図書室に参考書でも借りに行ったのかな？

  　それにしても遅いなあと頭をかしげたら――バサアッ――突然、近くのカーテンが風にひるがえり、視界が覆おおわれた。窓から吹き込む風はちょっぴり涼しく、秋の気配。

  　そしてそれがやみ、再びカーテンが視界から取り払われると、

  「ふ～ん、んん～ん～ふ～ふん～」

  　教壇の前にオズガが鼻歌を歌いながら立っていた。

  「オ……ズガ？」

  　教室に入ってきたことに全然気づかず、少し驚きながら声をかける。

  「じゅ、準備って、図書室にでも行ってたの？」

  　それにしては、オズガは手ぶらだけど。

  「いいえ、ヒロ。花か脈みやくの調整だから、どちらかというと心の準備じゃないかしら」

  　花脈？　心の準備？

  　オズガは弾はずむ口ぶりで言って、ゆっくり近づいてきた。夕陽を浴びたオズガの瞳はキラキラ光り、陰いん影えいによって目鼻立ちはさらに際きわ立だつ。

  　その美しさはまるで妖よう精せい。つい見み惚とれそうになり、慌あわてて机の中から教科書を取り出した。

  「それでどの教科がわからないの？　現国？　政経？　日本史？」

  「ペロペロ」

  「ペロペロかあ、それは難しいよね――ってなにそれ!?」

  　顔を上げ、目をぱちくりさせる。オズガは僕に熱い眼まな差ざしを向けつつ歩いてくる。足音をたてずに、机の間をすり抜けて。

  　そして教室の真ん中あたりにきたとき、オズガはシュルルッとブラウスのタイを外はずした。

  「え？　あ、あの、オズガ？」

  　ポカンとする僕にかまわず、オズガはタイを無む造ぞう作さに落とすと、今度はブラウスのボタンを外はずしていく。

  「ちょ、オズガっ」

  　ぎょっとして立ち上がる。でもオズガは歩みを止めない。胸むな元もとをはだけ、白いブラジャーを露あらわにしてどんどん迫ってくる。

  「ヒロ」

  　艶あでやかな姿に気け圧おされ、足が勝手にあとずさる。胸の鼓こ動どうが頭にまで響き、うまく考えられない。

  　なんだなんだなんだ!?

  　うろたえる僕にオズガは肩を揺らして笑った。まるで冗談とでも言うような態度。でもオズガは僕を見み据すえると、不意にシリアスな表情を浮かべた。

  「ヒロ。わたしをなめなさい」

  「!?」

  　耳を疑うたがった瞬間、激しい頭痛に襲われた。こめかみを押さえると、霧きりに覆おおわれたような記憶の断片がよぎった。

  〝君、あたしをなめなさいっ！〟

  　あれ？　これってなんだ？

  　顔をしかめながら、目の前の光景を見続ける。

  　夕陽が差し込む二年Ｃ組の教室。僕に迫ってくる女の子。

  　なめなさい……なめなさい……なめなさい……？

  　まえに同じようなことを経験してる？

  　なにかを思い出しかけたけど、それが本当に僕の記憶なのかもわからないまま、背中が壁にぶつかった。オズガはもう目と鼻の先。追い詰められていた。

  「ヒロ」

  　甘い囁ささやきと彼女のブラジャー、それに包まれた膨ふくらみ。そのすべてに目め眩まいがし、ペタッとしりもちをついた。口の中はカラカラだ。

  「なめるのよ、ヒロ」

  　オズガが身を乗り出し、僕の顔に胸を近づける。鼻をくすぐる芳ほう香こうはバラ？……それともこれが女の子の匂い？

  　ぼんやりとした頭でそんなことを思うだけ。身体からだは金かな縛しばりにあったみたいに動かない。

  「ヒロの好きなようになめて」

  　刺激的な誘惑。わずかに残っていた理性が絡からめ取られ、僕は小さくうなずいた。

  　なめ……よう……オズガを。

  　頭を抱かれ、視界いっぱいにオズガの胸。鼻のてっぺんがその肌にくっつく。柔らかい。

  「なめて」

  　うん……なめるよ。

  　ゆっくりと口を開あけた。オズガの胸むな元もとの一点がなんだか輝いてる。そこをなめればいいんだと漠ばく然ぜんと思った。

  　なめよう。オズガを。好きなだけ。

  　そんな欲望が僕の胸に渦うず巻いたとき、

  「！」

  　突然その胸が熱くなった。左の胸。そこに激しく、でも気持ちのいい熱さが広がり、強こわ張ばった身体からだをわずかにほぐす。

  　なんだ？

  　胸の奥から沸わきあがる熱気が、オズガをなめようと出しかけた舌を引っ込ませた。

  「ヒロ？」

  　オズガの怪け訝げんそうな声を聞きつつ、制服の胸ポケットを探さぐった。熱い。その熱さに指が触ふれる。なにかある。優しい手て触ざわりになぜか心を打たれつつ、それをポケットから取り出した。

  「あ」

  　ハンカチだった。バラの刺し繍しゆうのハンカチ。それを見たら胸がドクンッと脈打ち、真っ赤な花びらがひとひら脳裏をよぎった。

  「これは……」

  　……〝――〟に返そうと持ってきていたハンカチ。

  　そう……これは……これは…………このハンカチは……。

  　……〝――〟が、貸してくれたハンカチ。

  　……〝――さん〟が、河か川せん敷じき公園で貸してくれたハンカチ。

  　……〝――花かさん〟が、昨夜ゆうべ、雫しずく菜な河の河川敷公園で貸してくれたハンカチ。

  　……――〝莉り花かさん〟が！

  　その瞬間、心の中の壁が崩くずれ、隠れていた記憶がなだれ込むように、すべてを思い出した。

  　莉花さんのこと。帆ほ鳥とりちゃんや月つき夏なちゃんのこと。密みつ鬼おにと戦ってきたこと。オズガのこと。ニセ洋ひろたちのこと。『走れ！　なめろす!!』のこと。それに負けたこと。莉花さんが……ニセ洋になめられたこと。

  「ヒロ」

  　オズガが寂しげに呟つぶやいたときには、僕の制服は『走れ！　なめろす!!』に臨のぞんだときの私服に変わっていた。

  　どういうこと？　これもオズガの精神操そう作さ？

  「ええ、そうだわ」

  　オズガは僕の心を見み透すかしたように言った。

  「ヒロの記憶と認識を弄いじり、ここに連れて来たのはわたし」

  　ゆっくりと顔を上げると、切なげに見下ろすオズガと目が合った。ルビー色の瞳は揺れ、唇を噛かむオズガ。まるで大切なものが壊こわれてしまったような、そんな哀かなしくやりきれない表情に見えた。

  「昔の人は言いました」

  　声はかすかに震えている。

  「〝幻まぼろしのごとき愛に殉じゆんずる愚ぐ者しやのみが、幻と戯たわむれる〟」

  「オズガ……？」

  　オズガは僕から身体からだを離すと、目を瞑つぶった。

  「ヒロとリカの心はいつもわたし…………ううん、骸がい念ねんの想像を超えてしまうわ」

  　オズガは目を瞑ったまま、後こう方ほうへふわりと跳ちよう躍やくした。美しいその姿が空中で弧こを描き、教壇の上に着地する。それから長い眠りから覚めるように、瞳を開あけた。

  「!?」

  　とたんに寒さむ々ざむしい威圧が押し寄せる。僕は身体を縮ちぢませ、それでもなんとか立ち上がった。オズガの双そう眸ぼうは殺さつ気きを宿やどし、爛らん々らんと輝いている。

  「殺し合うしかないのかしら、ヒロ。愛に殉ずるために」

  　オズガの背後にいばらの蔓つるが放射状に広がった。巨大なくもの巣のようなそれは、おびただしい棘とげを研とぎ澄ませ、不気味に蠢うごめきだす。

  「骸念が言ってるわ。ヒロの心を殺し、その力だけを手に入れろって」

  　その言い方が、これは自分の意思じゃないと言い訳してるみたいに聞こえた。

  「や、やめよう、オズガ。殺し合いだなんて、そんな……」

  　オズガの冷たい迫力に震えながら訴える。でもオズガは嘲ちよう笑しようで応こたえた。

  「ヒロ、そんな選せん択たく肢しはないのよ」

  　つぎの瞬間、オズガのいばらが波打つように脈みやく動どうした。

  　来る！

  　身の危険を感じ、とっさに身構えたとき――。

  「到着」

  　頭上に女の子がふたり、出現した。

  「な!?」と、目を丸くしたのも束つかの間ま、僕の上に落ちてくる女の子。

  「ぐえっぼっ」

  　押し潰つぶされる僕。

  「ようやく来れたようですね、月つき夏なさん」

  「洋ひろ、莉り花か、捜す」

  「ええ、そうしましょう……――って、え？　洋ひろさんがこんなとこに!?」

  「洋、ぼろぼろ」

  「洋さん、しっかりしてください！　いったいなにが!?」

  「いや、あの……なにって……。と、とりあえず、どけてくれるかな？」

  　テレポートのように現れたのは、帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんだった。
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  「ようやく洋さんの気配をつかんで、ここに来ることができたのですが。莉り花かさんの行ゆく方えのほうはまだ……」

  　二年Ｃ組に現れた帆鳥ちゃんは杖じよう花かを発動させ、月夏ちゃんは身構えた。ふたりとも『走れ！　なめろす!!』のときの服装だ。

  　そんなふたりの視線の先で、オズガは冷たく微ほほ笑えんでいる。彼女の背後のいばら群は獲え物ものを求めるように蠢うごめき、今にも襲いかかってきそう。帆鳥ちゃんはすぐにリーフレットガードを周囲に展開させた。

  　でも今はそんな状況よりも、莉花さんのことが心配でたまらない。

  「莉花さんが……行方不明？」

  　莉花さんがニセ洋になめられた光景を思い出し、胸が張り裂けそうになった。

  　あのあとニセ洋はなにをしたのか。莉花さんはどうなったのか。

  　僕があのとき勝っていれば……。莉花さんのところへ先にたどり着けていたら……。

  　不安と後こう悔かいの中、オズガが哀あわれむように僕を見る。

  「リカのことを考えるヒロはとても苦しそう。わたしはね、ヒロ。ヒロをそんな苦しみから解放してあげられるんじゃないかしら」

  　とたんにオズガのいばら群がゾゾゾッと動き出した。束たばとなって絡からみ合い、融ゆう合ごうと再構成を繰り返すと、あちこちで柔らかい飴あめのように引き伸ばされていく。

  　あっという間にいばらの蔓つるは、無数の細長の棒を形作った。

  　いや棒じゃない。先せん端たんが研とぎ澄まされ、銀色に塗り替えられたそれは、どれも薄く鋭するどい。

  「……つ、剣つるぎ？」

  　それは数え切れないほどの剣の集合体。まるで…………まるで――満開の剣の花。

  　いばらの〝蔓〟は〝剣〟に変へん化げし、剣けん先さきを四方に向けつつ、菊の花みたいに広がった。

  「ヒロ」

  　剣の花を背負ったオズガが口を開く。声こわ色いろは感情が削そがれた平へい板ばんなもの。ぞくっとした。

  「骸がい念ねんが命じてるわ。ヒロの心を殺せ。殺せって。意のままに動く骸むくろにして、わたしをなめさせろって」

  「オズガ……。だって僕たちは〝調和〟を――」

  　オズガはそっけなく首を横に振る。

  「骸念が痺しびれを切らしているの。わたしはこの〝フローラの祭壇〟で、〝葬送おくり花ばなの大だい淘とう汰た〟を発動させなくてはならないわ」

  　その言葉に帆ほ鳥とりちゃんが顔色を変えた。

  「オズガさん、あなたはこの花か刻こくの端は境ざかいそのものを、フローラの祭壇にしたのですか？」

  　薄く笑うオズガ。

  「膨ぼう大だいな精神力によって創られた花刻の端境。その花か脈みやくを変質させ、フローラの祭壇と同義にすることは容た易やすいんじゃないかしら。あとはそう、ここでヒロがわたしをなめれば、〝葬送花の大淘汰〟が起きる。人間は駆く逐ちくされ、フローラの花園が現れるんだわ」

  　ここが花刻の端境？　ここがフローラの祭壇？

  「このまえ言ったはずじゃないかしら。わたしは新たなフローラの祭壇を創るって」

  「ええ、フローラの祭壇を創るための〝新たな鍵〟を見つけたとも。それってまさか……」

  「くすっ、フローラの祭壇を創るには、莫ばく大だいな力の源泉が必要だもの。そして源泉は場所でも人でもかまわない。だから――」

  　オズガのツインテールが夕風に揺れた。

  「ホトリの想像どおりだわ」

  　つぎの瞬間、剣の花全体が身震いし、そこから数本の刀とう剣けんが飛び出した。

  「!?――リーフレットガード！」

  　帆鳥ちゃんが杖じよう花かを振り上げる。それに応こたえて、周囲に待機していた葉は群ぐんが壁を作った。教室の中央で、オズガの剣と帆鳥ちゃんのリーフレットガードがせめぎあう。

  「ムダよ、ホトリ。貴き島しま家の力ではわたしには勝てないわ」

  　すうっと教壇から降りるオズガ。その背から続けざまに剣を放はなちつつ、こっちへ歩いてくる。葉は群ぐんの壁は、しだいに針山のようになっていく。

  「そ、そうですね」

  　少しずつ散っていく青葉を見て、帆ほ鳥とりちゃんが顔をしかめた。

  「私もここで、オズガさんと戦う気はありませんから」

  　帆鳥ちゃんは再び杖じよう花かを振るった。とたんにオズガの周囲に葉群が吹き荒れる。

  「洋ひろさん！　月つき夏なさん！」

  　帆鳥ちゃんが僕たちへ向き直り、

  「退たい却きやくします！」

  　僕の手を取ると走り出した。月夏ちゃんもすぐに続き、僕たちは教室の外へ飛び出した。

  「莉り花かさんを捜すのが先です！」

  　三人で廊下を駆けていく。校内に残っている生徒が怪け訝げんそうにこっちを見るけど、帆鳥ちゃんも月夏ちゃんも気にしない。

  「ここのどこかにいるはずなんです」

  　帆鳥ちゃんが同意を求めるように、横を走る月夏ちゃんに目を向けた。月夏ちゃんがコクッとうなずく。

  「莉花の気配、微少、感知」

  「校内にいるんだね？」

  　僕の問いに、月夏ちゃんは言いよどみ、代わりに帆鳥ちゃんが口を開いた。

  「洋さん、ここは花か刻こくの端は境ざかい……いいえ、オズガさんが言っていたように、ここはもうフローラの祭壇なのでしょう」

  　さっきオズガはそんなことを話していた。けど意味がわからない。どう見てもここは種眠たねむ北高だ。

  　花刻の端境には二度行ったことがある。一度目は鴻こう野の亜あ子こさんのマリーゴールドの町へ。二度目はオズガの白バラの花はな吹雪ふぶき世界へ。

  　でも今いるここは、そのどちらとも様子が違う。教室も、廊下も、昼休みに行った購こう買ばいも、温室も、紛まぎれもなくリアル。だいいち……。

  「いつものクラスメイトも先生たちもいるんだし。ここが花刻の端境なわけ――」

  「おそらく種眠北高だけでなく、種眠市の街と人が、精神世界に精せい巧こうに創られたのだと思います」

  「は？」

  　種眠市の街と人が創られた？

  　訊きき返そうとしたとき――ガガガガッ――僕たちの前方の天井が崩くずれ、大小さまざまな刀とう剣けんが廊下に突き刺さった。

  　もうもうと埃ほこりが舞う中、大穴が開あいた天井から人影がゆっくりと降りてくる。重力をまったく無視した動きで現れたのは、もちろんオズガだ。

  「ヒロ、見っけ」

  　背後の剣つるぎの花はそのままに、服は種眠たねむ北高の制服から、夏の海で見たアゲハチョウのようなドレスに変わっている。窓そう外がいからの夕陽に剣の花が乱反射し、オズガのドレスは虹にじ色いろに輝く。

  　その光の競演は目が眩くらむほどに美しい。

  「フローラの祭壇を保つため、この次元の創そう造ぞう主ぬしを目覚めさせるわけにはいかないわ」

  　創造主？

  　なぜか胸むな騒さわぎがしたとき、オズガの刀とう剣けんが、こっちに剣けん先さきを向けた。

  「リーフレットガード！」

  　すぐに帆ほ鳥とりちゃんが杖じよう花かを掲かかげた。そのとき――。

  「よお、洋ひろ」

  　僕たちとオズガのちょうど真ん中辺り。上下階への階段付近から鐘かね綿わた昌しよう平へいが姿を見せた。

  「昌平、来ちゃダメ――！」

  　とっさに叫んだ。が、最後まで言い終えるまえに、

  「はれ？」

  　昌平はすでにオズガが放はなった剣によって、胸を貫かれていた。スローモーションのようにくずおれる昌平。

  「昌平!!」

  　残りの剣がリーフレットガードに突き刺さる中、僕は昌平に駆け寄った。

  「昌平！　しっかり、昌平！」

  　昌平は僕に抱き起こされると、弱々しく笑った。いつものバカ笑いとの落差にショックを受ける。

  「大丈夫だよ、昌平！　傷は……傷は浅いから！」

  　声を嗄からして励はげまし、剣が貫通した胸に視線を落とす。

  「!?」

  　そして愕がく然ぜんとした。

  　な、なにこれ……!?

  　目がおかしくなったかと思い、何度も瞬まばたきしてみたけど、見間違いじゃない。

  　花びら。

  　昌平の胸からは血ではなく、赤い花びらが噴き出していた。まるで穴のあいた布ふ団とんから羽う毛もうが飛び出してくるように、真っ赤な花びらは僕と昌平の間に舞い踊る。

  　帆鳥ちゃんがさっき言ったことを思い出す。

  〝種眠市の街と人が、精神世界に精せい巧こうに創られたのだと思います〟

  　花で創られた昌平を見て、ようやくそれを理解した。

  「洋ひろ、へへへ、これって住職……じゃなくて殉じゆん職しよくってヤツじゃね？　職業はナンパ師でお願いします」

  　ちょっとなに言ってるかわかんない。

  　とたんに昌しよう平へいの全身は真っ赤な花びらに変へん化げ。形をなくすと、バサッと周囲に散乱した。

  「洋さん！」

  　唖あ然ぜんとする間もなく、帆ほ鳥とりちゃんの声が響いた。見ると、オズガが目と鼻の先に迫っている。背後の剣つるぎの花より、オズガの殺気に満ちた瞳が鋭するどく煌きらめく。

  　その迫力に動けない僕とオズガの間に、葉は群ぐんがなだれ込んできた。

  「うっとうしいわね、ホトリ」

  　葉群の向こうでオズガが苛いら立だつ中、帆鳥ちゃんと月つき夏なちゃんに両手を引っ張られた。

  「急いで、洋さん！」

  　そのまま階段を駆け下りる。

  「ほ、本当に、ここ……せ、精神世界だったんだ……」

  　一階にたどり着き、

  「莉り花かの気配、こっち」と、月夏ちゃんの指示で再び廊下を走り出した。帆鳥ちゃんが憂うれい顔で口を開く。

  「『走れ！　なめろす!!』の最さ中なか、花はな瀑ばく布ふのような、いいえ、それの何十倍もの精神膨ぼう張ちようが起きました」

  　それはまるで大爆発のような極きよく大だいなもの。その瞬間、ニセの帆鳥ちゃんと月夏ちゃんは消失し、僕と莉花さんの行ゆく方えもわからなくなったらしい。帆鳥ちゃんと月夏ちゃんはそんな僕たちの精神気配を探さぐっていたようだ。たぶん昼休みに僕が感じた声は、物質世界から呼びかけていた帆鳥ちゃんのものだったのだろう。

  　そして僕がこの世界で記憶を取り戻したことで、帆鳥ちゃんたちとリンク。月夏ちゃんがそれを花はな跳とびポイントにして、物質世界から跳とんで来た。

  「桁けた外はずれの精神力によって、もうひとつの種眠たねむ市が創られたのです。私たちのニセモノのように」

  　赤い花びらで創られた昌平のように。

  「!?」

  　ふと、昌平を構成していた赤い花びらを思い出した。

  　赤い花びら？　あれはなんの花だった？　あのとき辺りに満ちた香りはなんだった？

  「まさか……」

  　ここはオズガが創った世界だと思っていた。けれどオズガの密みつ花ばなは白バラだ。

  　そんな単純な事実と、赤い花びらの形と香りが結びつき、ひとつの推測が生まれた。

  「あの花びらは…………赤バラ？」

  　呟つぶやいたとき、先頭を行く月つき夏なちゃんが立ち止まった。

  「莉り花かの気配、消失」

  　資料室の前だった。
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  　種眠たねむ北高、資料室の周りに人影はなく、ひっそりとしていた。まるで時が止まったみたいな深い静せい謐ひつ。

  　そのドアの前で月夏ちゃんは視線を巡らした。

  「莉花、気配、皆かい無む」

  　帆ほ鳥とりちゃんが心配そうに声を上うわ擦ずらせる。

  「ここに来るまでは、莉花さんの気配があったのですけど」

  　資料室。『走れ！　なめろす!!』で莉花さんが待っていた場所。僕がたどり着けなかった場所。

  　そこで莉花さんの気配が消えたのは偶然とは思えない。

  　莉花さんになにかあったのか？

  　不安で震えそうになるのを堪こらえ、

  「入ろう」

  　資料室のドアを一気に開あけた。が、

  「鬼ごっこはおしまいよ、ヒ・ロ」

  　室内にいたのは莉花さんじゃなく、剣つるぎの花を咲かせたオズガだった。

  「くすっ、人間ごときが、わたしから逃げられるわけないわ」

  　窓の前で嘲ちよう笑しようするオズガ。その足元には瓦が礫れきが散乱し、天井には大穴が開あいている。僕たちがここに来るのを予想して、先回りしたようだ。

  「リカのことは諦あきらめなさい、ヒロ。彼女自身が心を閉ざそうとしているのだから」

  　言い終えるや否いなや、オズガの剣つるぎの花から無数の刀とう剣けんが放はなたれた。

  「!?」

  　よけることも、帆ほ鳥とりちゃんがリーフレットガードを発動する間もなく――ズガガガガッ――削さく岩がん機きが穴を穿うがつような音がして、僕たちの周囲の壁が吹き飛んだ。もう身を隠すこともできない。

  「ホトリもおとなしくなさい」

  　飛んできた剣の一本が、帆鳥ちゃんの手から杖じよう花かを弾はじき落とした。帆鳥ちゃんはすぐに拾おうとしたけど、足元にも剣が刺さり、動きを止められる。

  「ああ、それからツキナもね。あなたが〝跳とぶ〟よりも、わたしの剣があなたを貫くほうが早いのだから」

  　どれだけ放っても数が減らない剣の花。オズガの驚異的な攻撃力の前に、僕たちにはなす術すべがない。

  「気づいたのでしょう？　あなたたちも」

  　オズガが悠然とツインテールの房ふさをなでつつ、見み据すえてくる。

  「ここが、誰の心のゆがみが生んだ世界なのか」

  　入り口側の壁が崩ほう壊かいし、資料室とは思えないほどのスペースの中。オズガはこの時間を惜おしむかのようにゆっくりと語った。

  「わたしはニセモノたちを使って、創そう造ぞう主しゆの後押しをしただけだわ。そう、それはとても些さ細さいなこと。ヒロたちのニセモノを創ったのも、この世界を生み出したのもわたしではない」

  　もったいつけるように一呼吸置き、オズガはふっと笑った。

  「すべてはリカが無意識に成したこと。ここは彼女の心が破やぶれ、暴走して生まれた精神次元だわ」

  　ああ、やっぱり…………やっぱりそうなんだ。

  　僕たちのニセモノを創ったのは予よ兆ちよう。そこからさらに莉り花かさんの心は変調を来きたし、ついにもう一つの種眠たねむ市と人々をコピーした。その理由はわからないけれど。

  　…………わからない？

  　転校の話があってからの莉花さんの様子が、次々脳裏に浮かんだ。

  　物もの憂うげな表情。僕への不機嫌な態度。なにかを言いたそうにしていた仕し草ぐさ。夜の河か川せん敷じき公園での言動。そして僕が『走れ！　なめろす!!』に負け、ニセ洋ひろになめられたときの絶望した顔。涙。

  　本当に理由がわからない？　わからないふりをしてるだけじゃないのか？

  　自問する僕の横で、帆鳥ちゃんが呟つぶやくように言った。

  「莉花さんは……莉花さんは弱い女の子です。だから……だから転校のことがきっかけになって、迷いと不安に蝕むしばまれたのだと思います…………私が想像した以上に」

  　そのことが迂う闊かつだったと、帆ほ鳥とりちゃんは悔くやしそうな顔をした。

  「種眠たねむ市で事件が起きれば、転校のことは先延ばしにできる。そう莉り花かさんの無意識が働いたのかもしれません。それともただそばにいてくれる私たちを求めたのか……いいえ、もしかしたら大好きな人へのＳＯＳだったのかもしれませんね」

  　帆鳥ちゃんは悲痛な声でニセモノが生まれた理由を語り、目を潤うるませた。

  「莉花さんの心を静めてくれる人…………その人は優しすぎて、弱すぎて……莉花さんをかえって傷つけました……」

  　帆鳥……ちゃん……。

  「その心の揺れをオズガさんに利用され、莉花さんは限界に近づいていきました……そして『走れ！　なめろす!!』の結末によって、莉花さんの心は決けつ壊かいしたのだと思います」

  　帆鳥ちゃんは僕をまっすぐに見つめ、睫まつ毛げを震わせた。

  「洋ひろさん……これは莉花さんのせいじゃないです。莉花さん自身も気づかないうちに、心が悲鳴を上げていただけ」

  　帆鳥ちゃんの瞳からついに涙が零こぼれる。

  「莉花さんの心は……、なににも煩わずらわされることも、傷つくこともない…………そんな幸せな場所を創ってしまっただけなんですよ」

  　涙で頬ほおを濡らしながら、帆鳥ちゃんは笑う。哀かなしそうに笑う。そしていつもの悪戯いたずらっぽい口調で言った。

  「全部、洋さんのせいですよ」

  　その一言に胸を抉えぐられ、さらにとどめを刺されるように告げられた。

  「莉花さんのいちばん大切な人は……――あなたなのだから」

  　それは不ふ甲が斐いない僕への、優しすぎるとどめだったけれど。

  　でもこれが……これが理由なんだね。僕が気づこうとしなかった、莉花さんの僕への想い。

  　救いようがないほど鈍にぶくてヘタレな僕だけど。そのことでいっぱい傷つけたけど。

  　今からでも間に合う？

  　ううん、間に合わせないといけない。

  　莉花さんの想いに応こたえたい。莉花さんに僕の想いを伝えたい。

  　心に咲く、こんなシンプルな想いを。

  「――僕は莉花さんが好きなんだ」

  　資料室に響く誓ちかいの言葉。

  　僕の告白に、月つき夏なちゃんは小さく「お」と声を洩もらし、帆鳥ちゃんはもう一粒涙を零しながら「うふふ」と笑った。

  　そしてオズガは、

  「ヒロ」

  　寂しそうに俯うつむいた。けどそれを否定するように、すぐに怒りで頬ほおを紅こう潮ちようさせる。

  「リカのところへ行きたいなら…………わたしを殺すことだわ、ヒロ」

  　燃えたぎる瞳とは裏うら腹はらに、口ぶりはどこまでも冷さめていく。

  「奇跡を起こさない限り、無理だと思うけど」

  　殺気が唸うなり、剣つるぎの花から凶きよう刃じんが放はなたれた。でもそれは僕たちではなく、オズガの背後の壁へ向けられたもの。窓は粉こな々ごなに割れ、壁には蜂はちの巣のように穴が開あき……数秒後、すべてが砕くだけ散った。

  　とたんに外から鮮せん烈れつな夕陽が差し、目が眩くらむ。

  「見たらいいわ。リカのゆがみを」

  　真っ赤な陽に目が慣れ、ようやくその光景が視界に描かれる。

  「な!?」

  　僕も、帆ほ鳥とりちゃんも、月つき夏なちゃんも息を呑のむ。種眠たねむ北高資料室の向こう、そこには中庭を挟はさんで東側校舎があるはずなのに。

  「……し、城!?」

  　そびえていたのは、いばらの洋城。

  　目をこすってみたけれど、見間違いじゃない。

  　資料室から外へ伸びた道は、レッドカーペットのような赤バラの咲く道。わずかに上のぼり坂となったその先には、両サイドに門もん塔とうをすえた城門が建っている。高さは校舎の二階と同じくらい。そしてその向こうには城門の三倍ほどの高さの主しゆ塔とうと、それを支ささえるどっしりとした構えの居きよ館かんが見えた。まるで中世ヨーロッパの城。

  　でも形は洋城でも、それを創っているのはいばらの蔓つるだ。その緑と赤バラの道のコントラストが際きわ立だっている。

  「あれを創ったのもリカ。あんなものの中に逃げ込み、眠っているんだわ」

  　異様な光景に唖あ然ぜんとする。でもそこに莉り花かさんがいると聞かされたら、立ち止まってはいられない。

  　僕は拳こぶしを握り締しめ、進み出た。

  「洋ひろさん!?」

  　帆鳥ちゃんに止められたけど、

  「ここは僕に任せて」と答え、オズガと対たい峙じする。

  　莉花さんのところへ行かなくちゃ。

  　想いを胸に刻きざみ、深呼吸をしてから口を開いた。

  「オズガ。僕が君に勝ったら、ここを通してくれる？」

  　オズガは意外そうに目を丸くし、それからクスッと笑った。

  「いいわ、ヒロ。これはわたしとヒロとの勝負。せいぜい楽しく殺し合いましょう」

  　それは違う。殺し合いなんてするつもりはない。

  　でも莉り花かさんのところへ行くには、ここで足止めを食うわけにもいかない。

  　不意に、聖せい花か女学園で瀬せ々せ良ら敏とし美みさんに言われたことを思い出す。

  〝すべてを守る強さを得ればいい〟

  　これはその最初の一歩。この先続く長い道を進むための大切なスタートだ。

  　ぐっとオズガに目を凝こらす。

  「うれしいわ、本気になってくれて。これでわたしも心置きなくヒロの精神を破は壊かいできるわ」

  　オズガは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

  「覚悟しなさい、ヒロッ！」

  　つぎの瞬間、背後の剣つるぎの花が蠢うごめき、先せん端たんが一いつ斉せいにこっちを向いた。

  　ヒュンッ、ヒュンッ、ヒュンッ。

  　風を切る音と足元を揺らす衝撃。気がつけば、周囲の床ゆかには何十本もの刀とう剣けんが突き刺さっていた。なにも見えなかった、と愕がく然ぜんとしたあとで、身体からだ中じゆうに痛みが走る。

  「つっ！」

  　あちこち切り裂さかれていた。服はぼろぼろで、その下から覗のぞく肌は切り傷だらけ。そこからひとすじ、ふたすじ、血が垂たれる。

  「洋ひろさん！」「洋！」

  　帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんの悲鳴に、なんとか手を上げて応こたえる。

  「かすり傷だから……もう少しそこで待ってて」

  　ホントはかすり傷ってレベルじゃないけど、深ふか手ではなさそうなのでそう言った。あとはやせ我慢少々。

  　牢の鉄てつ格ごう子しのように剣が囲む中、僕は軽い口調で言った。

  「オズガはね、僕を本気で殺すつもりなんてないから……。だよね？」

  「あら、ヒロ。骸がい念ねんにはあなたの力だけあればいいのよ。心を殺し、わたしをなめるだけの余力を残して瀕ひん死しにさせてかまわない。そう言ってるわ」

  　でも今の攻撃でそれができたはずなのに、オズガはしなかった。オズガの言動はちぐはぐだ。いや、だからこそオズガの本心は違うと、僕は信じられる。

  　僕は目の前に刺さった剣の一本に手を添えた。切れ味よさそうな両りよう刃ば。その刀とう身しんの冷たさを感じつつ、奥歯を噛かみ締しめる。

  　聖せい花か女学園でやったように一度頭を空からっぽに。そこから意思を迸ほとばしらせるように念じた。

  　枯れろ。

  　正直、半信半疑だった。けれど両刃の剣は一瞬で色いろ褪あせ、土くれみたいに崩くずれていった。

  　剣は元々はオズガのいばら。僕の力は通用するんだと、胸を撫なで下ろす。

  　これならできる。絶対にやれる。

  　ひとつの策さくを秘めた僕に、オズガが呆あきれ顔で頭を振る。

  「ヒロ、それでわたしに勝てるつもり？　そんなの奇跡でなくってただの無む謀ぼうだわ」

  　たしかにあのスピードで放はなたれる剣つるぎを枯らすなんて不可能。その前に串くし刺ざしだ。

  「でも放たれる前なら、可能性はある」

  　オズガは小首をかしげた。

  「その力は対象に触ふれなければならないんじゃないかしら？　でもヒロがわたしの剣に触れるなんて不可能――」

  　その言葉を遮さえぎって、口を開いた。

  「枯らしてあげるよ。今、君に咲くアニスの花をね」

  　アニスの花言葉は〝虚きよ偽ぎ〟。自分の意思とは違う〝虚偽〟の行動をとっているオズガに相応ふさわしい。

  　オズガはきょとんとし、それから意味がわかったのか、瞳を逸そらした。

  　そのわずかな間かん隙げきを突き、僕は走り出す。

  　失敗しないよう、できるだけ近づきたかった。けどすぐにオズガの剣の花が蠢うごめき、剣けん先さきがこっちを向いた。オズガとの距離はまだ数メートル。僕は立ち止まり、両手を前へ突き出した。

  　枯れろ!!

  　掲かかげた手の先を凝ぎよう視し。そしてまずはその指先が触れているもの――〝空気〟を枯らす。

  　それはここが莉り花かさんの赤バラの精神世界だから可能なこと。すべての本質が赤バラなら、当然そこにある空気も赤バラでできている。それなら僕は枯らせる。空気だって枯らすことができる。

  　あとは空気の赤バラを枯らしながら、力を剣の花まで伝染させるだけ。

  　届け！

  　視線を剣の花へ動かす。それに反応し、僕と剣の花の間にたくさんの赤バラが現れ、みるみるうちに枯れ落ちていく。

  　オズガが目を見張った。

  　と同時に背後の剣の花が震え、ギラリと輝く。僕に狙ねらいを定める。

  「!?」

  　が、それが放たれる寸前、剣の花が――朽ちた。

  　ぼろぼろ、ぼろぼろと。中心から全体へ伝わるように枯れ、瞬またたく間に崩くずれていく。

  　やった！

  　うまくいったことに高こう揚ようしつつ、オズガに向かって駆け出した。唖あ然ぜんとしていたオズガが慌あわてて身構えたときには、間合いは手が届くほどに詰まっていた。

  「オズガ！」

  　オズガがビクッと肩をすくませる。僕は腕を振りかざす。

  「……ヒロ」

  　でもその瞬間、オズガはなぜか構えていた腕をパタリと下ろした。息を吐き、悲しく、でも安心したように微ほほ笑えむ。

  　どことなく満足げなその顔を見て、オズガはわざと負けてくれたのかもしれない、と思った。

  「いいわ。ヒロの手で枯らして――殺して」

  　オズガの諦てい観かんした声。僕はそれを聞き流し、オズガの顔に向かってグイッと手を伸ばした。

  「うりぁああああああ！」

  　気合いの雄お叫たけび。そして――。

  　ぺしっ。

  　渾こん身しんのでこぴんを、オズガの額ひたいに炸さく裂れつさせた。手ごたえ充分。指のほうも痛いくらい。

  「ぺ、ぺしって……？」

  　必殺でこぴんを喰くらったオズガは目をぱちくりさせ、口はぽっか～ん。びっくりしすぎて理解できていない表情。こんなオズガを見られてちょっとだけ愉ゆ快かいになりつつ、笑いかけた。

  「僕の勝ち」

  「……!?」

  　とたんにオズガは額を両手で押さえ、

  「いっ…………た～～～い！」

  　ぶわっと目に涙を溜ためると、わああっと泣き出した。

  「痛い、いた～い！　ぶった！　ヒロがぶった～！」

  　聖せい花か女学園での日々で、オズガが痛みに弱いことは知っていた。泣かせるのは気が引けたけど、これで勝敗にけりがつくなら我慢してもらおう。

  「バカァ！　ヒロのバカ～！　なんで、なんでわたしを殺さないのよ!?　わたしはこの世界を創るのに散々、ヒロとリカの心を弄もてあそんだのに～！　ひどいことたくさんしたのに～」

  　火がついたように泣きながら、僕の胸をぽかぽかと叩たたき出す。切り傷があるせいでちょっと痛い、いやかなり痛い。でも我慢して答えた。

  「骸がい念ねんに従うしかなかったんだよね？　だってオズガは僕の記憶を弄いじったのに、それを取り戻させようとしてくれたから」

  　ここに僕を連れてきたことや、僕から莉り花かさんの記憶を消したことはわかる。でも僕が莉花さんをはじめてなめたときのシチュエーションを、オズガがなぞる必要はない。

  　あれはオズガが骸念に悟さとられないよう、僕の記憶を甦よみがえらせようとした。僕はそう思っていた。

  　オズガはひっく、ひっくと嗚お咽えつを繰り返し、否定も肯こう定ていもしなかった。代わりに洟はなをグスグスすする。

  「だ、だって……だってしょうが……ないじゃない……ヒロとリカを見てたら……しょ、しょうがないじゃないっ……わたしの精神コントロールを破やぶったり……フローラの祭壇を壊こわしたり……そんなありえないことするんだもん……ヒ、ヒロとリカの想いを見て…………悔くやしいけど……つらいけど……でも……でもそんなふたりを見て……そんな人間の強さを見て……――す、素敵だと思ったんだもん！　そしたらもう戦えないじゃない！　勝てないじゃない！　うええええ～ん！」

  　また激しく泣き出した。

  「こんなこと！　こんなこと骸がい念ねんが許さない！　わたしよりももっと……もっと手て強ごわい〝裁さばきの種〟を生み出すだけなのに～！」

  　相変わらず僕の胸を叩たたくオズガ。涙はあとからあとからあふれてくる。

  「オズガ」

  　そんなオズガをなだめるように語りかけた。

  「そのときはまたみんなで考えるから。みんなで力を合わせて頑張るから。もちろん……」

  　泣きじゃくるオズガをそっと抱く。

  「君も一緒に」

  　オズガはイヤイヤをするように頭を振った。

  「わたし……わたしね、ヒロ。ヒロと愛し合いたかったの…………本当に、本当に愛し合いたかったの……でも……でもね……なんなの？……この心に邪魔される…………大好きなヒロの笑顔が見たいって思う、この心に邪魔されるの……どうしようもなく邪魔されてしまうの」

  　なんでよ、なんでよ、と悔くやしそうに呟つぶやくオズガ。

  「オズガ、僕――」

  　一瞬ためらったけど、結局口にした。

  「僕もオズガのこと好きだよ」

  　オズガは僕にギュッと抱きつきながら言った。

  「でも……その〝好き〟って……リカへの〝好き〟って心とは……別なのでしょ？」

  「…………うん」

  　オズガはピクッと震え、最後にもう一度、ドンッと僕の胸を両方の拳こぶしで叩いた。僕よりもオズガのほうが痛そうな顔をする。

  「……人間の心って……わからない…………いつの時代も……イヤになるくらい……難しいんだもの……」

  　オズガは僕を軽く押すようにして、身体からだを離した。

  　涙と鼻水で顔はすごいことになってるけど、表情は落ち着きを取り戻している。目つきも穏おだやかだ。

  　オズガは濡れた顔をぐしぐしと手で拭ぬぐい、照れ臭そうに顔を背そむけた。

  「こ、こんなところにいないで、さっさと行くべきじゃないかしら、ヒロ」

  　そう言って見つめる先には、朱しゆ色いろの空の下、いばらの城が佇たたずんでいる。

  「なるべく早く……いいえ、あの夕陽が落ちる前にリカを見つけて起こすべきだわ。夜は心も深しん淵えんに眠るから。それまでに助けないと永えい遠えんに眠りから覚めず、心の迷めい宮きゆうをさまよい続けることになる。二度と戻って来れなくなるわ」

  　陽が落ちる前に、莉り花かさんの元へ。

  「うん、わかった」

  　僕はうなずくと、いばらの城をまっすぐに見み据すえた。

  「行ってくるよ。いばら姫を目覚めさせに」
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  　オズガと別れ、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんとともに資料室を飛び出し、赤バラの咲く坂道を駆け出した。目指すはその先にあるいばらの城だ。

  　あそこに行けば莉花さんがいる。

  　莉花さんに近づけてることはうれしいけど、城の中で莉花さんが今、どんな状況なのか気になる。

  　ニセ洋ひろとともに消えた莉花さん。ニセの帆鳥ちゃんや月夏ちゃんは消失したと、帆鳥ちゃんは言ってたけれど、ニセ洋がどうなったかはわからない。

  　ニセ洋も莉花さんの心から生まれた存在なら、莉花さんにひどいことをするとは思えないけど……。

  　とにかく早く莉花さんに会いたい。

  　オズガは、日が沈む前に莉花さんを起こさなくてはならないと言っていた。そうしなければ眠りから覚めなくなると。

  　見ると、太陽は空を赤々と染めつつ、城の向こうに沈もうとしている。でも日にち没ぼつまでにはあと少し時間がありそうだ。

  　大丈夫。いばらの城はもう目前。こうやって全力で走っていけば、どんどんどんどん近づいて……。

  　どんどんどんどん近づいて……。

  　近づいて…………いない。あれ？

  　資料室から見たときは、いばらの城まで三百メートルほどだと思った。なのに走っても走っても城との距離が縮ちぢまらない。まるで同じ場所で足踏みしているみたい。

  「な、なんかおかしくない!?」

  　口を開くと、一緒に走っていた帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんが足を止めた。

  「ええ、進めていないようです」

  　帆鳥ちゃんが月夏ちゃんに尋たずねる。

  「いばらの城まで花はな跳とびできそうですか？」

  　月夏ちゃんは無言で目を閉じたけど、すぐに頭を横に振った。

  「無理。邪魔、存在」

  「なにかが、私たちを城に近づけなくしているということですね？」

  「まさか、そのなにかって……」

  　言いかけた言葉を呑のみ込んだ。その〝なにか〟が莉り花かさんの意思だったら、なんて馬鹿げたことを考えてしまった。

  　莉花さんのホントの心は、僕たちが来るのを待ってるはず。

  　そう自分に言い聞かせ、足止めの原因を探そうと目を凝こらした。

  「？」

  　ふと視界に気になるものが映った。それは赤バラで埋うまった道の真ん中。赤絨じゆう毯たんに落ちたサファイアみたいな青い花。

  　あれは？

  　一輪の青い花は、赤バラが咲き集つどう中ではかなり不自然だ。

  「なんであんなとこに？」

  　すぐに駆け寄った。身を屈かがめ、周りの赤バラを掻かき分け、あらためて観察する。

  　透明感のある青い花。形は釣つり鐘がねのようで、先せん端たんが柔らかく開いている。

  「カンパニュラ？」

  　キキョウ科の二年草。愛あい嬌きようのある形が人気の花で、花言葉はたしか……。

  「……〝不変〟」

  　呟つぶやいてハッとした。いつまでもいばらの城にたどり着けない道。〝不変〟の距離。

  　まさかこのカンパニュラが原因!?

  　そう直感し、ひっそりと咲くカンパニュラに手を伸ばす。

  　ごめんなさい。

  　カンパニュラに心で詫わびながら、ぷつっとそれを引っこ抜いた。

  「洋ひろさん！」

  　帆ほ鳥とりちゃんに呼ばれ、振り返ろうとした。が、いきなり叩たたきつけられるような強きよう風ふうにあおられ、ごろごろと地面を転ころがった。

  　な、なんだ!?

  　体勢を立て直し、頭上を仰あおぎ見る。と同時に月つき夏なちゃんが叫んだ。

  「ママ!?」

  　空中には、今まで何度か遭そう遇ぐうしてきた半鳥半植物の巨きよ鳥ちよう密みつ鬼おにと、その背に跨またがった瀬せ々せ良ら敏とし美みさんの姿があった。巨鳥密鬼の大きな翼つばさがはためき、びゅうっと風を起こしている。

  「せ、瀬々良さん!?」

  　月夏ちゃんのお母さん、瀬々良敏美さん。聖せい花か女学園でのオズガの荒あら療りよう治じのおかげで、心が甦よみがえったはず。

  　なのに今、僕たちを見下ろす緑りよく眼がんは虚うつろだ。服装は最初に会ったときと同じ、ビキニに着物を羽は織おっている。でも顔はぼんやりと覇は気きがなく、いつもの「ひょーほっほっ」な笑いもない。月夏ちゃんが地上から何度呼びかけても、視線をさまよわせるだけだ。

  　瀬々良さんになにかあったのか!?

  「ほお」

  　不意に、植物と羽う毛もうが入り混じった巨鳥密鬼が鳴いた。いや鳴いたんじゃなくて、巨鳥密鬼は人の言葉で話しはじめた。

  「ほおほお、感心じゃぞ、ボウズ。そのカンパニュラを視みつけるとは、ハニの力を宿やどすだけのことはあるのう」

  　老人のようなしわがれた声で、ひっひっと笑う。

  「あなたが私たちを足止めしていたのですね？」

  　強風に足を踏ん張りながら、帆鳥ちゃんが杖じよう花かを掲かかげた。巨鳥密鬼の周りにリーフレットガードが出現し、風に散ることなくその場で渦うずを巻く。

  「ほお、ほお」

  　しかし巨鳥密鬼は気にした様子がない。ただ翼をはためかせて滞たい空くうしたまま。

  「オズガの小こ娘むすめはしくじったか」と、独り言のように言って、分ぶ厚あつい胸を張る。

  「まあ、よいわ。骸がい念ねんは言うておる。わしが〝裁さばきの種〟の意思を継つげとな」

  　巨鳥密鬼は嘴くちばしをカツカツと動かしてしゃべり、瀬々良さんと同じ緑眼で僕を見み据すえた。鋭するどい眼がん光こうにぞくりとする。

  「わしがおぬしの心を骸むくろにして、骸念に献けん上じようしてくれよう。もちろん他の者は骨の髄ずいまで食ろうてやるわい」

  　巨鳥密鬼はひときわ大きく翼を広げ、そのまま僕に飛び掛かってきた。

  「リーフレットガード！」

  　帆ほ鳥とりちゃんが巨きよ鳥ちよう密みつ鬼おにの前方に葉は群ぐんを集める。が、巨鳥密鬼はフンッと鼻で笑うと、鎌かまのような爪つめでリーフレットガードを切り裂さいた。でもそのおかげで、僕に迫るスピードがわずかに緩ゆるむ。

  　巨鳥密鬼の攻撃を飛び退のいてかわすと、ドンッと音がして地面が揺れた。見ると、巨鳥密鬼の着地の衝撃で赤バラの道が陥かん没ぼつし、真っ赤な花びらが巻きあがっていた。それが一瞬、巨鳥密鬼の視界を遮さえぎる。

  「むっ」

  　巨鳥密鬼がわずらわしそうに顔を背そむけ、その隙すきを突いて帆鳥ちゃんが杖じよう花かの先を向けた。すぐに先せん端たんには葉群が出現。ゴルフボールほどの玉になると、

  「葉は弾だん！」

  　青葉の弾たまが放はなたれた。

  「うぬっ」

  　巨鳥密鬼がよける間まもなく、葉弾は翼つばさの付け根の辺りを貫つらぬいた。ぐらりとよろめく巨鳥密鬼。しかし、

  「ほお、ほお」

  　巨鳥密鬼は悠ゆう然ぜんと体勢を立て直すと、首を揺らして笑った。

  　まったくダメージのない様子に、帆鳥ちゃんが眉まゆをひそめ、月つき夏なちゃんが息を呑のむ。

  「……マ、ママ……怪け我が」

  　青ざめた顔で目を見開く月夏ちゃん。その視線の先を追って、巨鳥密鬼の背に目を向けた。

  「!?」

  　なぜか瀬せ々せ良らさんの身体からだが血で染まっていた。右肩の辺りから出血しているのか、着物に染しみができ、ビキニを付けた胸やおなかに血が垂たれている。

  　ど、どうして？

  「ママッ」

  　月夏ちゃんが駆け寄ろうとした。が、それよりも早く、巨鳥密鬼が再び舞い上がった。

  「こやつめ、心を甦よみがえらせ、わしに反抗するでな。わしの身代わりにしてくれたわ」

  　身代わり？

  「わしとこの者の血ち肉にくを、精神変換させたのじゃよ」

  　瀬々良さんは半身を血で染め、虚うつろな視線を落としている。その顔色は蒼白で、玉のような汗が額ひたいに浮かぶ。

  「ここは精神世界。わしら密鬼にとって最適の舞台じゃ。心身の根源を作りかえることなぞ、造ぞう作さもないわい」

  　帆鳥ちゃんが「なんてことを」と忌いま々いましそうに呟つぶやく。

  「巨鳥密鬼の傷や痛みを、すべて瀬々良さんが肩代わりしてしまうようです」

  「え？　じゃ、じゃあさっきの葉は弾だんの傷も!?」

  　そんなことができるのかと驚く中、

  「ママ!?　ママ!?」

  　取り乱した月つき夏なちゃんが、瀬せ々せ良らさんに目を奪うばわれたまま進み出ようとした。

  「ダメだ、月夏ちゃん！」

  　とっさにその肩をつかんで引き止めたとき、

  「愚おろかじゃの」

  　巨きよ鳥ちよう密みつ鬼おにが嘲ちよう笑しようし、獲え物ものを捕ほ獲かくする姿勢で滑かつ空くうしてきた。

  「洋ひろさん！　月夏さん！」

  　帆ほ鳥とりちゃんが僕たちを横から突き飛ばし、自分と巨鳥密鬼の間にリーフレットガードの壁を作った。でもさっきと同じように、巨鳥密鬼の爪つめは青葉の壁を切り裂さき、そのままの勢いで帆鳥ちゃんに爪を振るった。

  「帆鳥ちゃん！」

  　巨鳥密鬼の着地によって赤バラが吹き荒れ、その花びらと同じくらい軽く、帆鳥ちゃんの身体からだが弾はじき飛ばされた。

  　ドサッ。

  　宙を舞った帆鳥ちゃんは、僕と月夏ちゃんの数メートル先に人形のように落ちた。



  [image: ]


  「帆ほ鳥とりちゃん!?」「帆鳥!?」

  　倒れた帆鳥ちゃんに駆け寄る僕と月つき夏なちゃん。肩の下に手を添えて抱き起こす。

  「帆鳥ちゃん！　帆鳥ちゃん！　しっかり！」

  　帆鳥ちゃんは苦く悶もんの表情を浮かべ、小さく呻うめいた。そのブラウスの胸むな元もとは一文字に切り裂さかれ、露あらわになった肌から血が流れている。

  「だ、大丈夫です。攻撃される寸前……リーフレットガードをまといましたから」

  　それによって巨きよ鳥ちよう密みつ鬼おにの爪の威力を緩かん和わしたようだ。でも胸元の傷は浅くはない。

  「おふたりに……怪け我がは？」

  　そんな状況なのに、帆鳥ちゃんは僕たちのほうを心配する。その優しさに胸を詰まらせながら答えた。

  「僕も月夏ちゃんも大丈夫。大丈夫だから」

  　それを聞くと、帆鳥ちゃんはホッと息を吐き、震える手で僕の頬ほおに触ふれた。

  「よかったです…………恋した人を守れて」

  「え？」

  「うふふ……とりあえず冗談です」

  　帆鳥ちゃんがいつもよりもずっと弱々しく、そんなセリフを吐いたとき、

  「ほお、ほお」

  　巨鳥密鬼がもう一度羽ばたいた。

  「守れたなどとたわ言を。おぬしらの命はここでわしに蹂じゆう躙りんされるのじゃ。どれ、ボウズ以外はひとおもいに喰くろうてやるわい」

  　頭上で翼つばさを広げる姿が、まるで死の宣せん告こくを告げてるようだ。

  　いったい……いったいどうしたら？

  　巨鳥密鬼のダメージを瀬せ々せ良らさんが請うけ負おうなら、僕の植物を枯らす力だって使えない。

  　でもこのままだと――。

  「これで最後じゃ」

  　巨鳥密鬼が首を突き出し、飛び降りてきた。その嘴くちばしと爪つめが容よう赦しやなく迫ってくる。

  　やられる！

  　とっさに、帆鳥ちゃんと月夏ちゃんを庇かばうように抱きしめたとき、

  「ダメね、ヒロ。わたしがいないとなにもできないのだもの」

  　緊張感のない声が聞こえてきた。

  「オズガ!?」

  　資料室で別れたオズガが、巨鳥密鬼の背の上、瀬々良さんのすぐうしろに立っていた。

  「オズガ、おぬしなにを!?」

  　オズガの登場に驚いたのは巨鳥密鬼も同じだ。空中で身を翻ひるがえして滑かつ空くうを止めると、そのまま首を折り曲げてオズガに言い放はなつ。

  「去いね！　裁さばきの種でなくなったおぬしの協力など、いらぬわい！」

  　オズガは巨きよ鳥ちよう密みつ鬼おにを無視し、地上の僕たちに呆あきれ顔を向けた。

  「ヒロがカンパニュラを摘つんだ時点で、花はな跳とびに支し障しようはなくなってるはずなのに」

  　ルビー色の瞳で月つき夏なちゃんを見み据すえる。

  「逃げなさいと言ってるわけじゃないわ。三人とも物質世界へ戻ったら、再びこの世界に跳とんでこれない可能性だってあるもの」

  　なにを言おうとしてるのかわからず、僕と帆ほ鳥とりちゃんは顔を見合わせる。でも月夏ちゃんだけはオズガから目を逸そらさない。懸命にその言葉を理解しようとしているみたいだ。

  　オズガはくすっと笑い、それから瀬せ々せ良らさんの肩に手を置いた。

  「わたしが言いたいことはね、ツキナ。ここが密鬼に好都合な場だから、この寄き生せい鳥ちようもトシミに好き勝手できるってこと」

  　それを聞いた巨鳥密鬼が、体たい表ひようの羽う毛もうを逆さか立だてた。

  「黙らっしゃいオズガ！」

  　叩たたき落とそうとでもいうのか、巨鳥密鬼が片方の翼つばさを振り上げる。が、オズガには届かない。

  「精神世界では寄生鳥とトシミが強制的に連れん係けいしているわ。ね？　だからツキナがするべきことはただひとつ」

  　オズガがニヤリと笑う。

  「寄生鳥とトシミを遠く、遠く、引き離すだけ」

  　月夏ちゃんが「あ」と、なにかに気づいたように目を丸くする。それを見たオズガは瀬々良さんの肩をトンッと押した。ぐらっと体勢を崩くずし、巨鳥密鬼の背から落ちる瀬々良さん。

  「洋ひろ、屈かがんで！」

  　月夏ちゃんに言われ、反射的に背中を折り曲げた。と同時に月夏ちゃんがジャンプ。思いっきり背中を踏みつけられる。

  「ぐげっ」

  　そのまま月夏ちゃんは僕を踏み台にして、さらに大ジャンプ。身軽な月夏ちゃんは高々と飛び上がり、落ちてきた瀬々良さんと空中で交こう錯さくした。

  「花跳！」

  　月夏ちゃんの声が響き、背中からオレンジ色のガーベラがあふれだす。

  　ガーベラの奔ほん流りゆうは一瞬で月夏ちゃんと瀬々良さんを包み、その直後――パッ――花火のように弾はじけ、あっという間に消失した。

  　それを見て理解した。月夏ちゃんは、瀬々良さんを巨鳥密鬼の身代わりから解放するため、物質世界まで引き離したんだ。

  「オズガ！　おぬし骸がい念ねんに背そむく気か!?　骸念に創られしおぬしにとって、それがどんな意味を持つかわからぬでもあるまい!?」

  　怨えん嗟さを響かせる巨きよ鳥ちよう密みつ鬼おにの上で、オズガは踊るように手を動かした。その手にいばらの蔓つるが生じ、シュルルッと伸びていく。

  「永えい劫ごうの宿命より、この瞬間の大切なものを守るほうが、素敵なんじゃないかしら」

  　オズガは巨鳥密鬼へ手た向むけるように、

  「わたしは彼ら…………人間と生きるわ。たとえ一瞬でも、ね」

  　そう言うと、巨鳥密鬼からヒョイッと飛び降りた。その拍子に、オズガの手から伸びるいばらの蔓が、巨鳥密鬼の首に巻きついた。

  「おごっ」

  　降こう下かするオズガに引かれた蔓はピンッと張り詰め、巨鳥密鬼の首に食い込んでいく。

  「お、愚おろか……な」

  　それが巨鳥密鬼の最さい期ごの言葉。

  　死から逃のがれるように羽ばたいた瞬間、巨鳥密鬼の首はいばらの蔓によって断だん裂れつした。

  　バササッ。

  　とたんに周囲に飛び散る、白い羽う毛もうと植物群。禍まが々まがしかった巨体は形をなくし、その名残なごりの羽毛や葉が、夕風に流されていく。

  　予想外の展開と光景に唖あ然ぜんとする中、オズガは僕と帆ほ鳥とりちゃんの前に降り立った。

  「ヒロ…………ぁっ」

  　オズガらしくなく、足元をふらつかせる。

  「オズガ!?」

  「な、なんでもないわ」

  　オズガは僕が手を貸そうとするのを断ことわり、平気だと胸を張った。

  「わたしの心配よりも、ほかにすることがあるんじゃないかしら」

  　オズガが細い顎あごで差したのは、西の空。

  　太陽はすでにいばらの城の向こうに消え、夕焼けは空の端はしににじむ程度だ。時間はない。

  「オズガ、帆鳥ちゃんをお願いできる？」

  　地面に膝ひざをつき、まだ立ち上がれない帆鳥ちゃんは悔くやしそうに唇を噛かんだ。

  「ごめんなさい……洋ひろさん。こんなときに」

  「帆鳥ちゃんは僕と月つき夏なちゃんを庇かばってくれたんだから。いっぱい助けてもらったから」

  　心から礼を言う。

  「本当にありがとう」

  「洋さん」

  「すぐに莉り花かさんと一緒に戻ってくるよ。だからここでちょっとだけ待ってて」

  　心配そうな帆鳥ちゃん。でも僕が力強くうなずくと、「はい」と、ようやく少し笑った。

  　その笑顔に安心しつつ、いばらの城へ駆け出そうとした。

  「ヒロ」

  　呼び止められて振り返ると、オズガが思し案あん顔がおでこっちを見ている。

  「――ハニの力は連れん環かんの土の力」

  　真剣な口ぶりのオズガ。

  「ヒロなら土の本質がわかるはずだわ。花を生かすも殺すも土しだいだということをね」

  　土は植物の生長に大きな影響を与える。そこに含まれる栄養分という単純な話ではなく、花それぞれに相応ふさわしい土があり、違たがえれば花の生長を止め、枯らしてしまうこともある。

  「ハニの力は本来、密みつ花ばなにとっての万ばん能のう。ヒロならもっとそれを使いこなせるはずだわ」

  　そんな身に余る力が、ホントに必要かどうかはわからない。でもオズガの言葉に自信が湧き、励はげまされたことはたしかだ。

  　僕はきっとやれる。莉り花かさんを連れ戻してこれる。

  「うん、わかった。ありがとう、オズガ」

  　オズガはポワッと頬ほおを赤らめ、それをごまかすように帆ほ鳥とりちゃんのそばに屈かがんだ。

  「早く行きなさい、ヒロ。わたしはホトリをなめて回復させておくから」

  　そういえば聖せい花か女学園で僕が怪け我がをしたとき、オズガはなめて治なおしてくれたっけ。

  　オズガはさっそく、帆鳥ちゃんの露あらわになった胸に顔を埋うずめる。帆鳥ちゃんは目をぱちくりさせた。

  「え？　あ、あの、オズガ……さん？…………ひゃんっ」

  　帆鳥ちゃんがビクッと震え、オズガはその上でもぞもぞ動く。

  　そして――ぺろり、んちゅ――オズガの帆鳥ちゃんをなめる音が聞こえだす。

  　ねちゃ、れろ、ぺろ～り。

  「あ……ぁはん……ひゃ……オズガさん……は、はげし…………き、気持ちい……いい……ん」

  　こらえきれない感じで、オズガを抱きしめる帆鳥ちゃん。オズガはさらに身体からだを密着させ、帆鳥ちゃんに赤い舌を這はわせた。

  　ぺちゃ、ぺちゃ。

  　子猫がミルクをなめるような音ともに、ふたりが絡からんでいく。

  　なまめかしく、色っぽく、なんていうか…………すごい光景だ。

  　などと思ったとき、ふたりからジトッと睨にらまれた。

  「なに見てるのかしら？」「なに見てるんですか？」

  　ホント、なに見てんだよ僕！

  　慌あわてて回れ右をして、今度こそいばらの城へ走り出した。
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  　いばらの城の門もん扉ぴは人ひとりが通れるくらいに開いていて、中は暗くジャングルのよう。

  　でも僕は迷わず城内に飛び込んだ。ここに莉り花かさんがいて、このいばらの城も莉花さんが創ったものならなにも怖くない。莉花さんの中に無断で入っていくみたいな、高こう揚ようとうしろめたさを感じただけだ。

  　城内は思った以上に鬱うつ蒼そうとしていた。エントランスホールのような広間は天井が低い。いばらの蔓つるが視界を遮さえぎるほどに垂たれ、壁や床ゆかから伸びる蔓と絡からみ合っている。

  「莉花さん！」

  　声が反響するだけで返事はない。いばらの蔓を払いながら進むと、奥の壁沿いに上のぼり階段があった。もう一度広間を見渡し、なにもないことを確認してから階段を上った。

  　二階かと思ったら、そこはいばらの城壁に囲まれた広場になっていて、頭上にぽっかりと空が覗のぞいていた。夜の色が濃くなりつつある。

  「莉花さーん！」

  　周囲に目を凝こらす。でも莉花さんの姿はない。

  「はは」

  　不意に笑い声が聞こえた。莉花さんのものじゃない。男の笑い声。目を向けると、城じよう壁へきを回りこむ階段の上に人影がよぎった。すぐに姿は見えなくなったけど、ざっざっざっと足音が聞こえる。

  　それを追って駆け出した。

  　いばらの階段は、城壁の途中の入り口につながっている。人影はすでにないけど、僕は階段を上り、入り口に飛び込んだ。

  　いばらの廊下が伸びていた。右サイドには人の背せ丈たけほどの出窓が等とう間かん隔かくで並び、左サイドは壁。廊下は緩ゆるやかに曲がっていて遠くまで見通せない。

  　ざっざっざっ。

  　足音が聞こえ、さっきの人影が廊下の先へ消えた。

  「待って！」

  　急いで追いかける。廊下はすぐに上りのスロープになり、しばらくすると出窓からの光景はずいぶん高くなった。夕陽が種眠たねむ市の街並みの向こうへ消えつつあり、焦あせりが募つのる。

  「はは」

  　再び笑い声が聞こえたのは、いばらの廊下に上り階段が現れたときだった。

  「こっちだよ、葉はノの宮みや洋ひろ」

  　淡たん々たんとした声が階段の上から降ってくる。聞き覚えがある。

  　あいつだ。

  　階段を駆け上のぼる。室内のこもった空気から涼しい外がい気きに変わった。

  「ニセ洋ひろ！」

  　出た先は屋おく外がいで、学校の屋おく上じようほどの広場。目を惹ひくものは、隅すみの細い階段くらいで、そこから十メートルほど離れたとんがり屋根の主しゆ塔とうに、橋のようにつながっている。

  　そして――。

  「ずいぶんと待たせるんだね、ヘタレの僕」

  　ニセ洋が階段の陰から姿を見せた。

  「莉り花かさんは!?　莉花さんはどこだよ!?」

  　詰め寄ろうとした僕を手を掲かかげて制し、ニセ洋は主塔を見上げた。

  「莉花さんは、あそこで幸せな夢を見てるよ」

  　とたんに主塔へかかるいばらの階段に、ぽっ、ぽっ、ぽっと白く小さな花が咲きはじめた。

  　あれは？

  　ニセ洋が花の名を口にした。

  「ヒヤシンス」

  　ヒヤシンス。花言葉は――〝悲ひ哀あい〟。

  　穂ほのように花をつけるヒヤシンスが、いばらの階段を下から上へ白く彩いろどっていく。まるで〝悲哀〟の侵しん食しよくのように、いばらの城の主塔へ向かう。

  　その光景に薄ら寒さを覚え、階段へと走り出した。

  　ヒヤシンスを莉花さんにたどり着かせちゃいけない。〝悲哀〟に埋うもれさせちゃいけない。

  　そんな衝動につき動かされ、階段を上ろうとした。が、

  「行かせない」

  　横からニセ洋の声が聞こえ、急に息が苦しくなった。

  「か……かはっ……」

  　身体からだから力が抜け、あっけなくその場に倒れる。

  　な、なんだ……？

  　肺はいが焼けるように苦しくて、いばらの……いや、ヒヤシンスの階段に変へん貌ぼうしたそれに、背をもたれさせた。

  「洋、君の周りの空気を枯らしたよ」

  　手を突き出したニセ洋と、僕たちの間に枯れ落ちる大量の赤バラを見て、理解した。

  　僕がオズガとの戦いでしたことを、ニセ洋もやったんだ。こんなに簡単に、的確に、僕を窒ちつ息そくさせるために。

  「僕は莉花さんが無意識に生み出した理想。莉花さんに愛を語り、絶対にそのそばから離れることのない葉はノの宮みや洋」

  　力を使ってるからか、ニセ洋の背に色とりどりの密みつ花ばなが咲いている。

  　オズガや鴻こう野のさん姉妹、紗さ代よちゃんたちの密みつ花ばなだけでなく、ハナビシソウやクンシランなど、僕が花はな視みしてない密花もある。その数は十種類以上。僕がペロペロ修しゆ行ぎようで得た密花より多く、おまえは勝てないんだと言われているみたいだ。

  　そんな僕にニセ洋ひろは朗ろう々ろうと語る。

  「だから莉り花かさんが望むことを叶かなえてあげたい。莉花さんがここでいばらの眠りにつきたいと言うなら、それを誰にも邪魔させない」

  　自分と同じ声を聞かせられると、それが心の声みたいでぞっとする。

  　ニセ洋は残念そうに頭を振った。

  「君が莉花さんに相応ふさわしい洋になってくれたらって、思ってたよ。オズガは莉花さんの心を暴走させるために僕たちを利用した。たまに僕たちを操あやつりもした。けどそれで君が刺激され、莉花さんの理想に近づくならかまわないと思った。君の成長は莉花さんの願いでもあったから」

  「……」

  「でも葉はノの宮みや洋が予想以上にヘタレでまいったよ。人の心を視みてるくせに、自分の心は視ようとしない卑ひ怯きよう者もの。だから僕との勝負に負け、最後のチャンスをふいにして、莉花さんの心を傷つけた」

  　ニセ洋から軽けい蔑べつの目で見られる。

  「だからもうおしまい。僕がこのまま莉花さんの理想として、一緒に永えい遠えんの眠りの中で生きようと思う。莉花さんの幸せを僕が叶えてあげるんだ」

  　僕たちの間に枯れ落ちる赤バラ。その量がさらに増した。息がほとんどできない。胸がぎりぎりと痛み、気が遠くなる。

  　でも負けられない。負けたくない。

  　唇を噛かんで、なんとか意識をつなぎとめた。

  「…………るな」

  　莉花さんの理想？

  「…………けるな」

  　莉花さんの幸せ？

  「…………ざけるな」

  　こんなのが？

  「ふざけるな！」

  　喉のどが潰つぶれそうな痛みにかまわず、ありったけの声で怒鳴った。

  「ふざけるな！　君が理想!?　そんなの認めない！　莉花さんが〝悲ひ哀あい〟に侵おかされそうなのに、なにもしない君が理想なもんか！」

  　ニセ洋が僕の剣けん幕まくにわずかに怯ひるむ。

  「ぼ、僕を否定することは、莉花さんの理想を――」

  「そんなことが莉り花かさんの理想なら僕は否定する！　いくらだって否定するよ！　否定して、否定して、それから今の僕を……これからの僕を認めてもらう！　好きだと言ってもらえるよう努力する！　理想の人じゃなく、理想の関係になりたいから！」

  　僕は負けない。ニセ洋ひろには負けない。

  　ニセ洋が莉花さんの創った理想でも、それは莉花さんの不安や恐おそれ――弱さが生み出したものだから。そしてこの数か月間、僕を見てきた莉花さんから生まれたニセ洋は、僕自身の弱さの裏返しでもあるから。

  　莉花さんと会うためには。

  　莉花さんと会って、この先も一緒に進んでいくためには。

  　どんなに僕たちの〝弱さ〟が強くても、それに負けるわけにはいかないんだ。

  「莉花さんを傷つけたのは僕……。だから……だからこれからは莉花さんの笑顔をこの手で守る！」

  　ニセ洋の背後に咲く密みつ花ばなを凝ぎよう視しする。そこにはたくさんの花が咲いているけれど、莉花さんの密花――〝愛〟と〝美〟の赤バラだけはない。

  　そう、莉花さんの赤バラは今、僕の背に咲いている。

  「莉花さんに〝悲ひ哀あい〟の花なんか咲かせない!!」

  　ドクンッ。

  　叫んだ瞬間、胸が高鳴り、血がマグマになったような灼しやく熱ねつに襲われた。

  　な、なんだ!?

  　激しい熱流が身体からだをドクドクと巡り、猛たけりくるう。

  　あ、熱い……。

  　頭の中で火花が散り、目め眩まいがし、背中が燃えあがっていくみたい。

  　ああ、あのときと同じだ。

  　この感覚は、夏の海で瀬せ々せ良らさんに蜜みつ口ぐちを弄いじられ、僕に密花が咲いたときのもの。

  　と同時に、さっきのオズガのセリフも頭に甦よみがえった。

  〝ハニの力は本来、密花にとっての万能。ヒロならもっとそれを使いこなせるはずだわ〟

  　もし…………もしこの熱流が力の証あかしなら。その兆きざしなら。

  　そんな思いに後押しされ、込み上げた言葉が飛び出した。

  「――力を僕に！」

  　熱が背から放出されるように和やわらぎ、全身がブルッと震えた。熱さは嘘うそみたいに収まり、苦しくもない。なのに背後には凝ぎよう縮しゆくした空気のような、畏い怖ふすべき存在感のような……そんな圧倒的な気配があって、思わず振り返った。

  「!?」

  　赤バラでできた女性が、僕の背から現れていた。

  「うわっ、なんか出た!?」「うわっ、なんか出した!?」

  　驚く僕とニセ洋ひろ。

  　赤バラの女性は、僕の背中に膝ひざから下を埋うもれさせて立っている。髪は莉り花かさんと同じくらいのロング。バラの花びらの凹おう凸とつだけで創られ、瞳は凜り々りしく、鼻筋が通っている。

  　端たん整せいな容よう姿し。そしてそれ以上に目を引くのが、その格かつ好こう。

  　甲かつ冑ちゆう？

  　女性は中世ヨーロッパの騎き士しのような全身鎧よろいを身につけ、両りよう刃ばの大たい剣けんを携たずさえていた。もちろんすべて赤バラの花びら集合体。

  　まえに鴻こう野の亜あ子こさんが、マリーゴールドの集合体になって現れたことがある。でもそれよりも、赤バラの花びらは精せい巧こうに女性騎士を形作っている。

  　僕の背から、密みつ花ばなのように飛び出している赤バラ騎士。ニセ洋は慌あわてて両手をかざした。

  「そ、そんなの枯らしてやる！」

  　ニセ洋と僕の間におびただしい量の赤バラが出現し、ザザッと枯れ落ちていく。

  　が、つぎの瞬間、背後の赤バラ騎士が大剣をなぎ払った。

  　その威い力りよくは空中の花びらを蹴け散ちらし、剣けん風ぷうでニセ洋をよろめかせるほど。ニセ洋のハニの力も断ち切ったのか、息苦しくならない。

  「な、なんなんだよ、それ!?」と、ニセ洋が目を見張ったとき、脳内に女性の声が響いた。

  ――さあ視みなさい、産うぶ声ごえを上げしハニを継つぐ者よ。彼かの者を静める聖なる蜜みつの口を――

  　赤バラ騎士の声だと思った。ていうか、それ以外考えられない。

  　包ほう容よう力りよくを感じる、落ち着いた女性のもの。深みがあり、力強い。

  　それにうながされるように、僕の目はニセ洋の蜜口を捉とらえた。場所は僕と同じへそとアソコの間にあり、形もひとつ葉模様。それがとても意い味み深しんに視える。目が引きつけられてしまう。

  　あれをなめろってこと……？

  　赤バラ騎士がうなずいたように思えた。

  ――冥めい府ふの神をなだめしその舌で。女め神がみを慰なぐさめ、コレーを救いしその唾つばで。さあ、彼の者に安らぎを――

  　赤バラ騎士の声が僕の意思と結びつく。でも操あやつられているという感じじゃない。僕の意思の芽め生ばえを汲くみとって、それを育ててくれる自然な導き。

  　赤バラ騎士が何者かは知らない。けれど不思議なくらいすんなりと、その存在を受け入れることができた。

  　うん、わかった。

  　赤バラ騎士に応こたえ、ニセ洋に向かって走った。うろたえたニセ洋が身構えたけど、そのまま勢いつけて押し倒す。

  「いった～っ」と唸うなるニセ洋の頭側へ背を向けて、馬乗りになった。

  「な、なんだなんだ!?」

  「君をなめる！」

  　ニセ洋ひろは「ええええ!?」と驚き、僕のおしりの下でじたばたした。

  「ほ、本当に!?」

  「本当だ」

  「男同士だぞ！」

  　そして自分同士だ。

  「僕たちの蜜みつ口ぐちってきわどいところだぞ！」

  　この体勢からしてすでにきわどい。男に馬乗りになって下半身を凝ぎよう視ししてるなんて、ビバ変態だ。

  「洋にそんな趣味があったなんて！」

  「ないよ！」

  　僕はニセ洋のベルトをカチャカチャ弄いじって、それを外はずした。

  「ひっ」と悲鳴を上げるニセ洋にかまわず、ズボンを下げる。パンツが露あらわになった。なにが悲しくてこんなことを……と、最悪な気分にもなった。

  「でも僕は……莉り花かさんを取り戻すためならなんだってする！」

  　なめやすいようにニセ洋のパンツを半分下ろした。それ以上だとヤなものを見てトラウマになりそうだから気をつけた。

  「僕はどこだってなめるんだあ～！」

  「いやああああああ！」

  　ニセ洋の絶叫の中、ガバッとその下腹部に顔をくっつけ――べろんちょ！　蜜口をなめた!!

  「なっひゅひょっ!?」

  　ニセ洋のありえない悲鳴を聞きながら顔を離す。

  　やった！　僕やった！

  　大人の階段を上のぼった気分（勘違い）の中、ニセ洋の蜜口から赤い光があふれ出す。光は見る間まに赤バラの花びらへ変わり、ニセ洋の上で舞いだした。

  　さらさらさらさら。

  　そんなささやかな音をたて、ニセ洋の身体からだが、蜜口の周囲から順に花びらへ変わっていく。それが徐じよ々じよに全身へ及ぶのを見て、ようやく勝利を確信し、ニセ洋から身体をどかした。

  　ニセ洋はさっきまでの狼ろう狽ばいした様子とは打って変わり、静かに笑っている。

  「…………やっと莉花さんの心に戻れるよ」

  　ニセ洋は息を吐き、その息もまた数枚の花びらへ変わっていく。それをぼんやり見つめながら、ニセ洋は言った。

  「……莉花さんが好きって気持ちは、ニセモノじゃなかったんだけどな」

  　僕はニセ洋ひろの手を取り、きっぱりと告げた。

  「僕はもう、そのことで誰にも負けない」

  　ニセ洋という自分の弱さに勝つことができたから。

  　自分の心に向き合おうとせず、ヘタレと言われ、ヘタレの自分に慣れ、ヘタレだからと言い訳して、ただ流されてきた僕。誰かのあとを、とぼとぼ付いてきただけの僕。

  　そんな僕とはサヨウナラ。

  　これからは、今まで僕の前を歩き、手を引っ張ってくれた人と一緒に並んで歩きたい。隣に立ちたい。その人が僕にしてくれたように、ときには背を押してあげたい。

  　ニセ洋に……弱かった自分に勝つことができた僕は、ようやくそんな心を芽め吹ぶかせることができた。これから強く立派な花へ育てていこう。

  　握ったニセ洋の手が花びらへ変わり、僕の指の間から零こぼれていく。

  　ニセ洋に頭に来たことはいっぱいあったけど、そのおかげで今、こうして大切な一歩を踏み出せる。

  　きっと……。

  　口の中で呟つぶやく。

  　きっとニセ洋は莉り花かさんから僕への、心のメッセージ。僕はそれを自分の心に刻きざみ込む。

  「誰にも負けない……か……」

  　ニセ洋は悔くやしそうに、ちぇっと舌打ちをしたけど、目は笑っていた。

  「莉花さんを……頼……む…………よ――」

  　それを最後に、ニセ洋のすべてが赤バラになった。

  　ひらひら、はらはら。

  　ニセ洋だった花びらが地面に落ち、消しよう滅めつしていく。そのはかなさに少しだけ胸が詰まった。

  ――ハニを継つぎし者――

  　そんな僕に赤バラ騎き士しの声が伝わってくる。淡たん々たんと、でも心なしか優しい声こわ色いろ。

  ――久ひさ方かたぶりに蜜みつの記憶を語らいたかったのですが、まだそのときではないようです――

  「え？」

  　不意に背中が軽くなり、赤バラ騎士の存在感が薄れた。背後に目を向けると、その姿はいつのまにか透明に近い。向こうの景色がはっきりと見えるほど。

  　赤バラ騎士とつながっている僕には、彼女が去ろうとしていることがわかった。そしてその理由も。

  　僕が未熟だから？

  　赤バラ騎士は、草原を渡る風のように涼やかに微ほほ笑えんだ。

  ――花を視みはじめ、まだいくばく。私をクローリスの庭園から召しよう喚かんしただけでも驚くべきことなのです――

  　だから自信を持つべきと、赤バラ騎き士しは言った。その姿はほとんど見えない。

  　あなたはいったい？

  　それだけは聞いておきたかった。赤バラ騎士の声は、遠とお退のきながら答えてくれた。

  ――私はハニの力の一いち翼よくであり、舌と心に刻こく印いんせし王の花。混こん沌とんの時をなめ、聖せい道どうを導く力の守しゆ護ご者しや。しかし今はまだ、白バラやアイリス、クローバー、ストレリチア……数種の花を統すべるアンダー・ザ・ローズの花フロ神ーラの可能性でしかありません――

  　意味はよくわからない。ただ赤バラ騎士が挙げた花は、僕が今まで花はな視みをした花。

  ――あなたが花を視み続け、なめ続け、心を育はぐくむ限り…………邂かい逅こうは必ずやまた――

  　最後にそう言われた。赤バラ騎士は完全に消え、その余よ韻いんさえない。

  　なんだか夢を見ていたよう。

  　でもここでぼ～っとしているわけにはいかない。両手で自分の頬ほおを叩たたいて、気合い再さい注ちゆう入にゆう。

  　莉り花かさんの元へ！

  　主しゆ塔とうへ目を向けた。そこへかかる階段を侵おかした〝悲ひ哀あい〟のヒヤシンスは、主塔にたどり着いている。どんどん塔とう壁へきに咲き広がっていく。

  　彼方かなたの空にあった夕焼けは、もうない。陽の名残なごりのような光のかけらが見えるだけ。

  　階段へ駆け寄り、猛もう然ぜんと上のぼっていく。

  　主塔へはこの階段しかつながっていない。人ひとりがかろうじて通れる幅。踏み外はずせば、はるか下の地面までまっさかさまだ。

  　でも怖くない。主塔の中で待つ莉花さんを想うだけで、胸はいっぱいだ。

  「莉花さん！」

  　ついに主塔の入り口に着く。花咲くヒヤシンスは主塔を半分以上も覆おおっている。

  　ここに莉花さんがいる！

  　ヒヤシンスの扉を、力いっぱい押し開あけた。

  　そこは種眠たねむ北高の温室くらいの広さの部屋で、形も円まるい。内部に侵入したヒヤシンスによって床ゆか、壁、天井がほとんど覆われた花の部屋だった。

  「莉花さん!?」

  　そして莉花さんはその中央、唯ゆい一いつヒヤシンスに侵されていないいばらのベッドに、横たわっていた。眠り姫のように目を閉じた顔は穏おだやか。でも壁や天井を覆うヒヤシンスの色が映りこんでいるのか、肌は白く、血の気が感じられなかった。

  「莉花さん！」

  　名を呼びながら駆けていく。莉花さんはピクリともしない。

  　無事でいて莉花さん！

  　しかしその願いを嘲あざ笑わらうかのように、ヒヤシンスがいばらのベッドにも咲きはじめた。花はみるみるうちにベッドを覆い、莉花さんの身体からだにまで取り付いていく。

  「莉り花かさん！　莉花さん起きて！」

  　ベッドにたどり着き、身体からだを揺するけど、莉花さんは反応しない。その手足はヒヤシンスに埋うもれ、ベッドに広がった髪も花に覆おおわれる。まるで全身が花の中に沈しずんでいくみたい。

  「今、助けるから！」

  　莉花さんの身体を引き上げようと、腕をヒヤシンスのベッドに突っ込んだ。が、ヒヤシンスの引いん力りよくが強いのか、莉花さんの身体が持ち上がらない。それどころか僕の腕も花の中に引き込まれていく。

  「莉花さん……目を覚ましてっ」

  　莉花さんに覆いかぶさり、抱きかかえようと踏ん張る。歯を食いしばり、〝悲ひ哀あい〟の淵ふちから引っ張り上げようとする。でもわずかに沈ちん下かが遅くなるだけで、僕の両足までヒヤシンスの中に沈みだした。

  　く、くそ、どうしたら……。

  「!?」

  　そのとき、莉花さんの首筋に光が視みえた。それは淡あわく輝く四つ葉模様の蜜みつ口ぐち。

  「そ、そうだ」

  　蜜口をなめて、心に触ふれることができたら。そしたら莉花さんを目覚めさせることができるかもしれない。

  　急いで顔を近づける。が、蜜口をなめるまえに、莉花さんの首はヒヤシンスに覆われ、蜜口も隠れてしまった。

  「そん……な……」

  　莉花さんが〝悲哀〟に埋もれていく。心の迷めい宮きゆうで永えい遠えんの眠りにつこうとしている。

  「じょ、冗談じゃないぞ」

  　このままだと、オズガが言ったように莉花さんは目覚めない。

  　僕の想いを伝えることもなく。

  　莉花さんの想いに応こたえることもなく。

  　二度と笑い合うことも、言葉をかわすこともないまま。

  　莉花さんは永遠の眠りに。

  　…………本当に…………いばら姫のように？

  「――!?」

  　ハッとした。

  　想いを伝えることは……。

  　心に触れることは……。

  　なめることだけじゃない。

  「莉花さん……」

  　なめるよりも、もっと……そしてきっと、心を通わせられる素敵なこと。

  「莉り花かさん」

  　もう一度莉花さんの名を口にする。その響きは魅み了りようの呪じゆ文もんとなって僕を虜とりこにする。いつだって莉花さんは、僕をふんわりと温かな気持ちにさせてくれる。

  　それは莉花さんと出会ったときからずっと、ずっと…………。

  　莉花さん。

  　やっとここまで来れたんだ。帆ほ鳥とりちゃんや月つき夏なちゃん、オズガ……僕が花か族ぞくになってから出会った人たち、なめた人たち、そしてニセ洋ひろ。

  　みんなが力を貸してくれて、気づかせてくれたこの心。

  　それを今から伝えます。

  

  「――僕は君が好きです」

  

  　口から出た言葉が零こぼれ落ちないように。

  　近くて遠かった距離を埋うめるように。

  　僕は莉花さんにキスをした。
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  　数秒のような、数分のような、数時間のような。

  　莉り花かさんとの永い一瞬のキスは、足元からドンッと突き上げられるような震動で終わりを告げた。

  　驚いて顔を上げると、天井や壁を覆おおっていたヒヤシンスがぱらぱらと落ちていく。いや、ヒヤシンスばかりじゃない。その下のいばら群も一緒に崩くずれ、主しゆ塔とう全体が揺れはじめる。

  　そしてそんな中、

  「!?――莉花さん！」

  　莉花さんはポカンとした表情で、僕を見上げていた。莉花さんを覆い尽くそうとしていたヒヤシンスの侵しん食しよくは止まっている。

  「莉花さん！　大丈夫!?　しっかりして！」

  　目を覚ましたのはうれしいけど、放心状態な様子に不安になる。花か刻こくの端は境ざかいの創造やヒヤシンスの侵食が心に深いダメージを与えたかもしれない。

  「莉花さん！　僕が誰かわかる!?」

  「ヘタレ」

  　だ、大丈夫そうだ。

  　でも莉花さんは目を真ん丸にしたまま、頬ほおをバラ色に染めている。

  「い、今、その、あたしに……なにかした？…………したよね？」

  「あ……う……」

  　キスしました！

  　などと改まって言うのは、なんか、こう……ものすごくはずかしい。顔がカアッと熱くなったとき、ひときわ激しく主塔が揺れた。

  「莉花さん！　行こう！」

  「ふぇ？」

  　ヒヤシンスの花の中をまさぐり、莉花さんの手を探し当てた。キュッと握り、そのままベッドから降りる。

  　莉花さんが目覚めたから、いばらの城に異変が起きたのかもしれない。崩くずれるのかもしれない。それは莉花さんにとっていいことかもしれないけど、崩ほう壊かいに巻き込まれたら大変だ。

  「さあ、莉花さん」

  　莉花さんの手を優しく引っ張る。莉花さんは僕の手を握り返して、身体からだを起こした。ヒヤシンスの花が莉花さんからほろほろと落ちていく。

  「ごまかした」

  　莉花さんが口を尖とがらせる。キスのことを言ってるんだとギクリとした。ホントは莉花さん、全部知ってて訊きいてるんじゃ？　と思ったけど、今はちょっとそれどころじゃない。

  「逃げよう、莉り花かさん！」

  　莉花さんの手を引っ張って、入り口へ走り出す。

  「え？　ちょっ？」

  　莉花さんは驚いたような、困ったような、うれしいような、そんな複雑な表情を浮かべた。

  「…………君に手を、引っ張られるなんて……」

  　ごにょごにょ呟つぶやいたけど、そのときにはもう主しゆ塔とうの入り口。外は日が暮れたのだろう、濃のう紺こんが広がっている。

  「莉花さん！　階段気をつけて！」

  　細い階段を思い出し、莉花さんに注意をうながしてから外へ飛び出した。

  　その細い階段がなかった。

  「のわああっ!?」

  　すでに階段は崩くずれ落ちたのか、踏み出した足はスカッと空から振ぶり、そのまま身体からだが落下。ヒュウンッと奈な落らくの底へさようなら――…………しかけた僕の身体は、その寸すん前ぜんで止まった。

  「バカッ、ホントッ、ドジッ」

  　莉花さんが僕の手をつかんでいた。主塔の入り口から身を乗り出し、片手で壁の縁へりを、もう一方の手で僕の手をきつく握っていた。

  「莉花さんっ」

  　でも片手で僕を引っ張り上げるなんて無理だ。ていうか、この状態だって長くは持ちそうにない。莉花さんもつらそうで、壁の縁をつかんだ手がぶるぶる震えている。

  「くっ」

  　じりじりと莉花さんの身体が下がってくる。

  　このままじゃふたりとも落ちる！

  　たまらず叫んでいた。

  「莉花さん！　これじゃふたりとも助からない！　そんなの……そんなのイヤだから！　だから…………だから手を離して！」

  「うん、そうする」

  「は？」

  　パッと莉花さんが手を離した。

  「莉っっっ花さあああああ～んっ！」

  　たしかに言ったの僕だし！　これがベストだし！　でもちょっとだけ莉花さんに逡しゆん巡じゆんしてほしかった！　なんて思うのは僕のわがままですか！　そうですか！

  　とにかく最さい期ごの言葉だけでも莉花さんに聞いてもらおうと、声を嗄からした。

  「莉っっっ花さあああああ～んっ！　僕は～！　莉花さんのことが～！――」

  　ボフッ。

  　不意に落下は止まり、顔が柔らかいものに包まれた。

  　もう地面？　地面ってこんなに柔らかかったっけ？　ていうか天国？　ああ、たしかにこのふにょふにょ感は、天国っぽい柔らかさだなあ。

  「うふふ、洋ひろさん、そろそろ離れないと、莉り花かさんに怒られちゃいますよ」

  　帆ほ鳥とりちゃんの声がして、ガバッと顔を上げた。いつもの癒いやし小悪魔系（？）の笑顔が目の前にある。ていうか、僕は帆鳥ちゃんの胸に顔を埋うずめていたみたい。

  「ご、ごめん！　え？　いや、でも、ええっ？　なんでここに帆鳥ちゃん？」

  　帆鳥ちゃんの胸むな元もとは服こそ破やぶれたままだけど、露あらわになった肌に先程の傷は見えない。痛がるそぶりもなく、顔色もいい。

  　たぶんオズガが治なおしてくれたんだな、とほっとしたけど、なぜ彼女がいるのかがよくわからない。

  　そんな僕たちのそばに、莉花さんが飛び降りてきた。その衝撃に青葉がひらりと舞う。

  　あ。

  　地面と思っていたそれは、空飛ぶ絨じゆう毯たんのように浮かぶ葉は群ぐんの集合体。そして帆鳥ちゃんの手に握られた杖じよう花かを見て、ようやく理解した。

  　僕は帆鳥ちゃんの飛行リーフレットガード――飛ひ燕えん葉は叢むらで受け止められたんだ。

  　そっか。きっと莉花さんにはこれが見えていたんだな。

  　帆鳥ちゃんが杖花をくるっと振り、飛燕葉叢をいばらの城から遠ざける。

  　僕と莉花さんがいた主しゆ塔とうはぐしゃっと折れ曲がり、大小のいばらの塊かたまりになって崩ほう壊かいをはじめていた。

  　間かん一いつ髪ぱつだった、と息をつくと、背後から誰かに抱きつかれた。

  「ヒ～ロッ」

  「え？　オ、オズガ!?」

  　ドレス姿のオズガがじゃれついてくる。

  「無事でよかったわ、ヒロ」

  　夜でも魅み惑わく的てきに輝く瞳を細め、僕の頬ほおに自分の頬をすりすりすりすり。

  「ついでにリカも無事でよかったんじゃないかしら」

  「ついでってなによっ」

  　莉花さんが肩を怒らせ、僕がさりげなくオズガから身を離したとき――。

  　それは現れた。

  　最初に気づいたのはオズガだった。

  「やっぱり来たわね」

  　見つめる先は、星が瞬またたく夜空の彼方かなた。オズガの緊迫した顔に不安を覚えつつ、僕も上空を仰あおぎ見る。

  　夜空。星。物質世界と変わらない光景。とくに気になるものはなにも……。

  　そう思いかけたとき、夜空の中に周りよりも濃い影があることに気がついた。

  「あれは？」

  　莉り花かさんが眉まゆをひそめ、帆ほ鳥とりちゃんが飛ひ燕えん葉は叢むらを空中で静止させる。ここからだと小指くらいの大きさに見えるそれは…………人と獣けもの？

  　いや、頭に一いつ角かくを宿やどしたユニコーン密みつ鬼おにと、その背に跨またがった黒ローブの怪かい人じんだ。

  「エレシュ」

  　オズガが名を口にし、みんなの間に緊張が走る。

  　虚きよ無むの顔を持つ黒ローブ姿の密鬼。聖せい花か女学園では、オズガの指示を受けて月つき夏なちゃんを呑のみ込もうとした。

  　ローブをはためかせ、滞たい空くうするエレシュ。虚無の顔はフードの下に隠れて見えない。

  「骸がい念ねんがやすやすと見過ごすとは思ってなかったけど」

  　オズガが忌いま々いましそうに吐き捨てる。

  「エレシュを使うってことは…………――〝世界吸きゆう滅めつ〟」

  　そんな不ふ穏おんな言葉が聞こえたとき、エレシュが夜空の中で両腕を開いた。まるで自みずからを誇こ示じするように、あるいは歓かん喜きするように。

  　と同時にユニコーン密鬼がいななく。夜空をつんざいて声は響き、猛たけり立つように前足を掲かかげ、首を振り上げる。

  　そして――ずぷんっ――隆りゆう々りゆうと伸びた角つのがエレシュの顔に突き刺さった。

  　ずぷずぷ。

  　遠く離れているのに不気味な水音が聞こえ、背筋が寒くなる。

  　いったいなにを!?

  　ユニコーン密鬼の角は丸ごとエレシュの虚無に沈しずみ、次ついで頭、首、胸、前足、そして胴体の順に吸い込まれていった。

  　それを見ながらオズガが口を開く。

  「エレシュは〝蝕しよくの花〟の刀かたな……その破片から生み出された密鬼なの」

  　蝕の花？

  「ヒロたちは知っているはずだわ」

  　でも僕は初耳だし、莉花さんと帆鳥ちゃんも心当たりがなさそうに顔を見合わせる。

  「星ほし音ね紗さ代よの花はな瀑ばく布ふ。そのときに倒した密鬼が持っていたはずだわ。邪じや心しんの刀を」

  「!?」

  　思い出した。

  　たしかにあのとき戦った眼鏡めがね少女の密鬼は、漆しつ黒こくの大おお太た刀ちを持っていた。莉花さんの密みつ花ばなを斬きり、銃じゆう花かの弾だん丸がんを吸収したけれど、最後は莉り花かさんの精神力がそれを打ち砕くだいた。

  「あらゆるものを呑のみこむ〝蝕しよくの花〟。エレシュはその性質を宿やどしているの。だから――」

  　上空のエレシュをにらみ、オズガは言った。

  「物質世界に〝世界吸きゆう滅めつ〟を起こすつもりだわ」

  「〝世界吸滅〟？」

  「呑みこむのよ、すべてを」

  　ユニコーン密みつ鬼おには完全に吸収され、その直後、エレシュのローブが激しくはためいた。が、それは黒ローブではなく、エレシュ自身の輪りん郭かくが変化している。

  　ぐにゃぐにゃぐにゃぐにゃ、びょーんびょーん。

  　まるでゴム人形があちこちから引っ張られるように歪ゆがみ、大きくなったり小さくなったりを繰り返す。そしてしだいに全身を虚きよ無むの塊かたまりへ変えていく。

  　身にまとっていたローブはちりぢりに。全身が急激に膨ふくれ上がると、ようやく落ち着いたのか、一個の球たまとなった。

  　エレシュの顔のような漆しつ黒こくの球。でも大きさはみるみるうちに肥ひ大だいし、ここからでもボウリングの球くらいに見える。実際はどんなに巨大か。

  　その異様さに目を見張ったとき、

  「!?」
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  　巨大球から粘ねん液えきが垂たれるように漆しつ黒こくの触しよく手しゆが出現。僕たちに向かって飛んできた。

  「つかまってください！」

  　帆ほ鳥とりちゃんが飛ひ燕えん葉は叢むらを旋せん回かいさせる。振り落とされないよう腰を屈かがめると、漆黒の触手は僕たちの脇をビュウンッと通り過ぎた。

  「つぎが来るわ！」と、莉り花かさんが警告した。見ると、球体エレシュから無数の触手が生まれている。まるで丸い球根から細い根が伸びるよう。その虚きよ無むの根の一本が迫ってくる。

  「くっ」

  　帆鳥ちゃんが杖じよう花かを振り、飛燕葉叢が上昇。虚無の根をぎりぎりでかわす。そのまま帆鳥ちゃんは、球体のエレシュから距離をとるように飛燕葉叢を飛ばした。

  　エレシュの虚無の根は追ってこない。でもその代わりに、たくさんの虚無の根が地上を襲い、種眠たねむ北高の校舎を壊こわし、校庭やグラウンドに突き刺さっていく。

  　ゴゴゴゴゴ。

  　そんな中、地鳴りのような音とともにエレシュ本体から新たな物体が現れた。それは地上を襲う虚無の根の数倍の太さがあり、一本の巨大な柱となって地上へ落ちていく。

  　ズズズーンッ。

  　虚無の巨大柱は、種眠高校校舎を押しつぶして着地し、その衝撃に地面が大地震のように揺れた。

  　いや地面ばかりじゃない。震動は地面から建物と空間へ伝わり、夜空に届き、まるで映像がぶれるようにこの世界のすべてを揺り動かした。

  　そしてそれに耐え切れないといった様子で、地面、建物、なにもない空間や夜空にまでおびただしいひび割れが生じた。ガラスが割れる寸すん前ぜんのようなひびは、遠近感を無視してこの世界のすべてを覆おおっていく。

  　そんなスペクタクルに呆ぼう然ぜんとしていると、莉花さんが地上を指差した。

  「見てあれ！」

  　そこは種眠北高の校庭の一角。エレシュの巨大柱からやや離れているのに、地面に大穴が開あいている。地上を破は壊かいしている無数の虚無の根が抉えぐったのかもしれない。でもその穴の様子がおかしい。地中が露あらわになっているわけじゃなく、宝石をまぶしたように輝いている。

  　なんだ？

  　目を凝こらすと、それはテレビで見たことのある、街の空くう撮さつ夜景を切り取ったみたいだった。宝石のような光は…………街の灯あかり？

  　僕の考えを察したように、オズガが口を開いた。

  「言ったでしょ？　物質世界に〝世界吸きゆう滅めつ〟を起こさせるって。あれは物質世界の種眠市に間違いないんじゃないかしら」

  　莉花さんと帆鳥ちゃんが目を丸くする。

  「エレシュの〝無むの柱はしら〟でこの精神世界を吸収して、そのままエレシュごと、物質世界に放はなつのよ」

  　オズガが〝無の柱〟と呼ぶ虚きよ無むの巨大柱は、水を吸い上げるホースのように、地上からエレシュ本体へ向かって脈みやく動どうしている。本当にこの世界を吸収しているのかもしれない。

  「で、でも、莉り花かさんが目覚めたんだから、この精神世界はなくなるんじゃ？」

  「いいえ、ヒロ。骸がい念ねんはとっくに、リカの花か刻こくの端は境ざかいだけを切り離したわ」

  「へ？」

  「花刻の端境は心の異常が生み出す次元。リカが正常な心を取り戻したら、ここはリカにとって不要だもの。かえって分離させやすかったんじゃないかしら」

  　そうして、この世界の力を虚無変換させたエレシュを物質世界へ落とし、あらゆるものを吸収させる。それが〝世界吸きゆう滅めつ〟だとオズガは言った。

  　にわかには信じられない。が、たくさんの虚無の根が地面を抉えぐり、次々に夜景の覗のぞく大穴を開あけていく状況に、そうも言ってられなくなった。

  　この世界の下に物質世界の種眠たねむ市がある。

  　もしブラックホールのようなエレシュが物質世界に飛び出したら、その被害は計り知れない。種眠市の消滅、いやもしかしたらそれ以上の大だい災さい厄やく。多くの街とそこに生きる人たちは、すべて虚無に呑のみこまれる。

  「そ、そんなのってないよ。ダメだよ。絶対にさせるもんかっ」

  「あったりまえでしょーが」と、応こたえたのは莉花さん。

  「典てん麗れい萌ほう芽が花か機き発はつ動どう」

  　銃じゆう花かを発動させた莉花さんは一度深呼吸をし、それからなぜか申し訳なさそうに俯うつむいた。

  「あたしのせい……なんだよね？」

  　顔をゆがめ、銃花を持っていない手で、服の裾すそをくしゃっと握る。

  「あたしが花刻の端境なんて創ったから……あたしの弱さとか……不安、怖れ……哀かなしい心……寂しい心……嫉ねたみ……エゴ……もやもやした…………汚きたない心」

  「り、莉花さん……」

  「それが抑おさえられなくてこんな世界を創って、みんなを大変な目に遭あわせて、それで……それでとうとう骸念に利用されて、こんなことになっちゃって。本当に……本当にごめんなさいっ」

  　肩を震わせて謝る莉花さんに、胸が痛む。

  「莉花さんのせいじゃない。僕が――」

  「ううん」

  　莉花さんは僕の言葉を遮さえぎって頭を振った。

  「あたしは種眠市が好き。みんなとの思い出がある、あたしの居場所だし」

  　莉花さんが僕を上うわ目め遣づかいに見る。

  「君と出会えた場所だから」

  「莉り花かさん……」

  　莉花さんは照れくさそうに視線を逸そらしたけれど、すぐに表情を引き締しめた。

  「そんな大切な場所に危機を招いたあたしが、けりをつけないといけないの。あたしの心に懸けて、絶対に」

  　挑いどむように顔を上げる莉花さん。

  「だからあたしに戦わせて。なにがあっても負けないから。挫くじけないから」

  　莉花さんは力強く声を響かせた。

  「あたしは種眠たねむ市を守りたい！」

  　その眼まな差ざしは凜り々りしくまっすぐ、ただ未来を見み据すえている。気合いのこもった勇ゆう壮そうな表情と、背筋をピンッと伸ばした姿勢に思わず見み惚とれた。

  「やろう、莉花さん。一緒に戦おう」

  　自然とそう答えていた。不安や恐怖はない。ただ泉のように湧いてくる勇気と信頼。

  　僕たちならできる。

  　莉花さんはうれしそうに「ありがとう」と呟つぶやき、

  「まあ、君はイヤだって言っても強制的に連れてくつもりだったけど」と付け加えた。

  　それはそれでうれしい。

  「うふふ、もちろん私も大好きな莉花さんに付いていきますよ」

  　帆ほ鳥とりちゃんは、莉花さんの拳こぶしに手を重ねた。なだめるようにさすり、莉花さんの拳が緩ゆるむと、指をからませた。

  「これが済んだら、秋のスイーツめぐりに行きましょうね」

  「帆鳥……」

  　そしてオズガは、しょうがないといった感じで肩をすくめた。

  「誰の責任かって話なら、わたしにも三パーセントくらい責任があるわ」

  　三パーセントは百パーセント違う気が……。けどオズガはしれっとした顔で、

  「リカ」

  　ビシッとＶサインを突き出した。

  「わたしが協力するんだから。勝つわよ、この戦い」

  　莉花さんはニヤリと笑い、受けて立つといった感じでＶサインを出した。

  「もちろんよ」

  　帆鳥ちゃんがうふふと笑いながら、同じくＶサインで応こたえる。

  「虚きよ無むなんかには負けません」

  　最後に僕もＶサイン。なんだか気持ちいい。気分は高こう揚ようし、舌もなめらかに。

  「僕がみんなをなめ守る！」

  「……」

  　言ってから、もっとかっこよく、燃えるセリフがなかったかと激しく後こう悔かい。けど莉り花かさんたちは楽しそうに笑ってくれた。

  「では行きましょうか？」

  　Ｖサインを拳こぶしに変えて、帆ほ鳥とりちゃんが切り出した。クルリと振り返り、杖じよう花かを夜空へ向ける。その先が指すのは、巨大な虚きよ無むの球のようなエレシュ本体だ。

  　そこから伸びる虚無の根はうねうねと蠢うごめき、ひび割れた地上を破は壊かいしている。〝無の柱〟はごおんごおんと不気味な音を立て、力をエレシュ本体へ送り込んでいる。地面がほのかに明るいのは、あちこちに穴が開き、物質世界の夜景が広がっていくせいだ。

  　物質世界に虚無の花なんか咲かせない。

  　莉花さんが「行って」と、帆鳥ちゃんをうながす。「はい」と、帆鳥ちゃんが応こたえる。オズガが背後に、満開の剣つるぎの花を展開させる。

  　僕たちの乗る飛行リーフレットガード――飛ひ燕えん葉は叢むらがグンッと加速し、夜空を切り裂さいて飛び出した。
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  「いいリカ？　わたしかあなた、どちらかができるだけエレシュ本体に近づき、最大出力で攻撃するしかないわ。中途半端な攻撃はすべて吸収されるわよ」

  　オズガの忠告に莉花さんがうなずき銃じゆう花かを構えた。飛燕葉叢は、一本足の大だい怪かい物ぶつのようなエレシュに向かって、夜空をビュンビュンと飛行する。前を見み据すえ、それをコントロールする帆鳥ちゃんが声を上げた。

  「攻撃が来ます！　つかまってください！」

  　エレシュの虚無の根の数本が、さっそく僕たちに迫ってきた。漆しつ黒こくの大おお槍やりのようなそれを、飛燕葉叢は上下左右にかわして前進する。その絶妙な動きは、葉っぱが風に舞ってるみたいだ。

  　不意に莉花さんが声を上げた。

  「エレシュの様子がヘンだわ！」

  　見ると、エレシュ本体と思われる虚無の球の正面部が蕾つぼみが開くように変形し、中が露ろ呈ていしていた。といっても内部も底なしの暗黒。それが今にもあふれだしそうに見える。

  　なにをしようってんだ？

  　エレシュの変化に、なぜか怖おぞ気けを感じたとき、

  「ホトリ！　回避！」

  　オズガが声を上げ、帆ほ鳥とりちゃんが飛ひ燕えん葉は叢むらを大きく旋せん回かいさせた。その直後エレシュの内部からは本当に暗黒が鉄砲水のように迸ほとばしり、虚きよ無むの波動となって夜空をまっすぐに貫つらぬいた。

  　ゴオオッ。

  　極ごく太ぶとレーザーのような虚無の波動。飛燕葉叢はすんでのところでそれを回避する。あと少しオズガの指示が遅かったら、僕たちはひとたまりもなかっただろう。

  　虚無の波動は夜空を突っ切り、遠くの高い建造物や、その向こうの山並みを抉えぐり取っていく。勢いは衰おとろえず、そのまま地平線の彼方かなたに消えるのかと思ったら――バリンッ――世界を揺るがす音とともに、空間に大穴を空あけた。

  　まるで実際の景色だと思っていたものが風景写真で、それが無残に破やぶられたよう。もう空間も常識もめちゃくちゃだ。

  　虚無の波動が空けた大穴の中にも、街の灯あかりが見える。物質世界の夜景だろう。

  　エレシュが物質世界に到達し、〝世界吸きゆう滅めつ〟を起こす最悪の時が近づきつつある。

  「あんな規格外の攻撃、連続して撃てるわけないわ。二発目が来る前に、エレシュの息の根を止めればいいだけの話じゃないかしら」

  　オズガの言葉を裏付けるように、エレシュ本体は萎しぼむように閉じ、もとの球体へ戻っていく。

  　それを見た帆鳥ちゃんが、再びエレシュへ向かって飛燕葉叢を飛ばした。

  　でも虚無の波動が発動しない代わりに、エレシュの虚無の根の攻撃は激しさを増した。

  「リカ！」

  「わかってるわよ！」

  　オズガが剣つるぎの花から無数の刀とう剣けんを撃ちだし、莉り花かさんが銃じゆう花かを放はなつ。ふたりの迎げい撃げきは虚無の根を弾はじき、断ち斬きり、飛燕葉叢をフォローする。

  　なのに虚無の根の数は少しも減らない。それどころか、エレシュ本体から次々に新たな根が現れる。

  　僕もハニの力で枯らそうとしたけど、その勢いには通用しない。くそっ、こんなときに役に立たないなんて。

  　しだいに飛燕葉叢もかわしきれなくなった。

  　虚無の根が飛燕葉叢のあちこちに当たり、葉は群ぐんが欠ける。そのたびに飛燕葉叢はバランスを崩くずすけど、帆鳥ちゃんが杖じよう花かを振り、すぐに体勢を立て直して飛行を続ける。帆鳥ちゃんの顔から汗がポタポタ垂れ落ちる。エレシュ本体との距離はまだ遠い。

  「ヒロッ」

  　不意にオズガに呼ばれた。何事かと振り返ったら、頭を引き寄せられた。

  「オズガ？」

  　オズガは青白い顔で、眉まゆ根ねを寄せていた。その具合の悪そうな様子に息を呑のむ。

  「オズガ、どこか怪け我がでも？」

  　オズガは心配ないというようにニコリと笑い、それから軽く睨にらんだ。

  「洋ひろに枯らされた剣つるぎの再生で、少し疲れただけだわ。それよりも」

  　オズガは僕の額ひたいにチュッとキスをした。

  「なめ守るって言ったはずじゃないかしら？」

  　その一言で、自分がするべきことがわかった。

  「うん、なにがあっても僕はなめる！」

  　僕はオズガの胸むな元もとに顔をくっつけた。きめ細かく柔らかな肌。そこに輝く花模様の蜜みつ口ぐちに舌を当てる。荒こう野やに咲くような、孤こ高こうの白バラが伝わってきた。

  　咲いて！

  　祈りを込めて――ぺろり。

  　蜜口をなめるとオズガは身震いし、僕は顔を上げた。

  「ヒロがいると負ける気がしないわ」

  　オズガは短く笑い、すぐに前を見み据すえた。たくさんの虚きよ無むの根が迫ってくる。

  「剣けん花か！」

  　剣の花がひときわ鮮せん烈れつに輝き、その狭はざ間まに白バラを一いつ斉せいに咲かせた。白バラは咲き広がりながら融ゆう合ごうすると、白バラ集合体の刀とう剣けんを新たに創りだした。

  　その間ほんの数秒。剣の花全体はオズガの背せ丈たけの六、七倍へ。

  　彼女はもとからあった剣の花の刀剣と、白バラ集合体の刀剣を背に宿やどした。

  「ローゼンガルテン!!」

  　剣の花の刀と、白バラ集合体の剣が入り乱れて飛び出していく。その数はさっきまでとは比べ物にならないほど多い。しかもあちこちから迫ってくる虚無の根を、まるでレーダーでもあるように正確に、迅じん速そくに、撃ち落としていった。

  「洋さん！」

  　今度は帆ほ鳥とりちゃんに呼ばれた。振り返ると、目の前には帆鳥ちゃんの右手。飛ひ燕えん葉は叢むらの制せい御ぎよで消しよう耗もうした帆鳥ちゃんは、肩で息をしつつも花がほころぶように笑う。

  「なめ守ってくれるんですよね？」

  「うん！」

  　帆鳥ちゃんの右手を取る。人差し指に四つ葉模様の蜜口。それをチュポンッと口に含んだ。

  　咲いて！

  　舌で指を包むように――ぺろり。

  　空色のネモフィラが脳裏に描かれ、帆鳥ちゃんの指を口から離す。

  「杖じよう花か！」

  　胸の前で、杖花を十字に切る帆鳥ちゃん。背には清せい爽そうのネモフィラが、映像の早回しのようにパパパッと咲き出し、青い群ぐん落らくとなって広がっていく。

  「封ふう陣じん楯じゆん花か!!」

  　とたんにネモフィラがリーフレットガードのように移動した。ざざざざっと音を立てながら、ネモフィラ群は前方へ飛び出し、そのまま飛ひ燕えん葉は叢むらの最前で円まるい壁となった。

  　そのネモフィラの壁に虚きよ無むの根が衝突する。しかし壁はそれを弾はじき返し、飛燕葉叢はまっすぐに突き進む。

  　夜風がゴウゴウと唸うなる中、エレシュに近づいていく。本体の大きさは熱気球ほど。禍まが々まがしい漆しつ黒こくと邪じや気きに包まれ、浮かび上がっている。

  　僕たちなら……勝てる！

  　莉り花かさんと目が合った。一瞬で様々な想いが交こう錯さくし、紡つむがれ、決して切れることのない絆きずながつながった気がした。

  　莉花さんの形のいい唇が動く。

  「――洋ひろ」

  　心の引いん力りよくによって、莉花さんに引き寄せられる。

  「莉花さん」

  　身体からだを触ふれ合わせ、莉花さんの首筋の蜜みつ口ぐちに視線を向ける。そして莉花さんの体温を感じながらその蜜口を――。

  「よけて！」

  　なめる寸前、オズガの声が響いた。と同時に、飛燕葉叢の中央から一本の虚無の根が飛び出し、飛燕葉叢はまっぷたつに折れ曲がった。

  「帆ほ鳥とりちゃん！　オズガ！」

  　莉花さんと一緒に放りだされた僕の視界に、同じように落下する帆鳥ちゃんとオズガが映った。オズガが帆鳥ちゃんを守るように抱く。帆鳥ちゃんはオズガに抱かれながら、杖じよう花かを振り上げた。

  「リーフレットガード!!」

  　僕と莉花さんの足元に葉は群ぐんが集つどった。それはさっきまでの飛燕葉叢に比べたら三分の一の大きさもない。けれど、小さな飛燕葉叢は僕と莉花さんを受け止めると、再びエレシュへ向かって飛びはじめた。

  「莉花さん！　洋さん！」

  　みるみる離れていく帆鳥ちゃんとオズガのふたり。でも僕にはふたりの重なった声がはっきりと届いた。

  「「勝って!!」」

  　ふたりの想いが宿やどり、飛燕葉叢が加速する。エレシュの虚無の根はスピードについてこれない。僕は歯を食いしばって前を向いた。

  　きっとふたりは無事だから。こんなとこで負けるわけないから。だから僕たちは――。

  「ヤツを倒すわよ！」

  　僕の心を代だい弁べんするように、莉り花かさんが言った。莉花さんは前を見み据すえ、銃じゆう花かを構えている。エレシュ本体まであと少し。

  　しかしそこでエレシュ本体が再び変形をはじめた。正面部に薄い分離線が入り、蕾つぼみが開くようにペラリペラリと動き、内部のよどみを露あらわにする。

  　急がないと虚きよ無むの波動が来る！

  「莉花さん！」

  　莉花さんをうしろから抱きしめた。その首筋の蜜みつ口ぐちは輝きを増している。

  　すべてのはじまりは、僕が莉花さんと出会い、なめたこと。それは突とつ拍ぴよう子しもなくて、不ぶ恰かつ好こうな物語のはじまりだったけど。

  　僕はこれからもふたりの物語を続けたい。

  　その物語に花は咲きますか？

  　はい、咲きます。

  　莉花さんの蜜口に唇を近づけた。

  　僕が咲かせてみせます！

  　ぺろり。

  　蜜口をなめた瞬間、莉花さんの赤バラに包まれた。かぐわしい香りが満ち、〝愛〟と〝美〟のバラの園に、心も受け止められる。

  「銃花！」

  　莉花さんが銃花を高々と掲かかげた。紅潮した横顔は精せい悍かんで美しい。

  「大たい砲ほう百ひやつ花か！」

  　莉花さんの密みつ花ばな赤バラが燃えるように光り、それを浴びた銃花から大量の赤バラがあふれだした。赤バラ群は銃花の周りを渦うず巻きながら集合体となり、銃じゆう身しんと融ゆう合ごうしていく。

  　赤バラ集合体は銃花に次々と合体し、巨大な筒つつのような砲ほう身しんを形作った。

  　それは夏の海で厄やく堕だ鬼おにを撃った形状だけど、大きさは段違い。大樹のように赤バラの砲身が夜空へ伸びていく。ぐんぐんぐんぐん生長する。

  　虚無の根がそれに襲いかかるけど、大砲身の強きよう靭じんさと、僕たちを乗せた飛ひ燕えん葉は叢むらのスピードに弾はじかれる。

  　エレシュ本体はもう目と鼻の先。でも虚無の波動の発射が近いのか、エレシュ内部の汚お泥でいのような暗黒が蠢うごめいている。

  　さらにエレシュは、その至近距離から新たな虚無の根までも繰くり出してきた。二本、三本、四本……数え切れないほどの虚無の根が飛んでくる。

  　莉花さんが大砲身銃花を動かそうとしたけど、僕がそれを押し留とどめて前へ出た。

  「僕に任せて！」

  　莉り花かさんの精神力のすべては、エレシュ本体への攻撃に取っておくべきだ。

  　さっきはダメでも今ならできる！　心はつねに成長するんだから！

  「莉花さんには指一本触ふれさせない！」

  　両手を前へ突き出すと、手から腕、腕から身体からだ全体へ衝撃が走った。うしろに莉花さんがいなかったらしりもちをついていたかも。でもなんとか踏ん張ると、圧迫感みたいな手ごたえがあった。

  「や、やった……」

  　僕の背後からたくさんの花の群れが飛び出し、数十本の虚きよ無むの根を受け止めていた。

  　それはバーベナやクローバー、ヒルガオ、アイリス、ストレリチアなど、僕がペロペロ修しゆ行ぎようで得た密みつ花ばな。もちろんそこには帆ほ鳥とりちゃんのネモフィラとオズガの白バラ、そして莉花さんの赤バラもある。

  　みんなの密花は僕の背から、色とりどりの花の奔ほん流りゆうとなって現れ、前方の虚無の根に敢かん然ぜんと立ち向かっていた。

  　みんなが僕に力をくれる！

  　再度気合いを込めると、花の群れは力強くうねり、虚無の根を吹き飛ばした。行く手を邪魔していた虚無の根が排はい除じよされ、視界がぽっかりと開ける。エレシュ本体の内部の暗黒が、今にも波動となって飛び出しそうに膨ふくれ上がっていた。

  「莉花さん！　今だ！」

  　莉花さんが大だい砲ほう身しん銃じゆう花かをブウンッと振り下ろした。砲身は巨人の鉄てつ槌ついのように、エレシュと衝突し、その砲ほう口こうが漆しつ黒こくの塊かたまりに埋うずまる。

  「零ぜろ距きよ離り爆ばく咲さい!!」

  　莉花さんが叫んだ。と同時に莉花さんの手元から砲身へかけ、赤バラが咲いた。見み目め麗うるわしい赤バラ満開。

  　そしてそれが砲口へたどり着いたとき。

  　どごおおおおんっ!!

  　大砲身銃花が発動。エレシュ本体はうしろへ引っ張られるように変形し、その直後、バラ色の砲ほう弾だんが身体を突き破やぶって飛び出した。

  　そのまま砲弾が夜空へ吸い込まれる中――。

  　エレシュはぐにゃりとひしゃげ、一瞬の静止のあとで爆発するように弾はじけた。

  「莉花さん！」

  　とっさに莉花さんの手をつかんだときには、僕と莉花さんはエレシュの爆風によって吹き飛ばされていた。僕の花の群れは視みえなくなり、莉花さんの大砲身銃花は、赤バラを撒まき散らしつつ元の銃花へ戻っていく。

  「莉花さん」

  　僕と莉り花かさんは手を握り、宙を飛ばされながら見つめ合った。

  　落ちてるはずなのに、浮き上がるような不思議な感覚。怖くはない。ただ莉花さんの手が温かい。

  　莉花さん。

  　込み上げてくる想いが言葉にならない。それでも懸命に口を開いたら、

  「転校しないで」

  　そんなセリフが出た。こんな状況でなにを言ってるのかと思ったけれど、莉花さんは穏おだやかに「なんで？」と、訊きき返した。

  　僕は答える。答えられる。

  「莉花さんと離れたくないから」

  「なんで？」

  「莉花さんと一緒にいたいから」

  「なんで？」

  「莉花さんのことが――大好きだから」

  　莉花さんは耳まで真っ赤になった。

  「うん……うん。て、転校しない」

  　つないだ莉花さんの手にきゅっと力がこもった気がした。僕はその手を引く。もっともっと近づきたかった。

  　莉花さんの身体からだは少しの抵抗もなく僕と寄り添い、ふたりの息と体温が重なっていく。

  「あ、あたし、どこにもいかない」

  　莉花さんは甘えるように、僕の肩のあたりに額ひたいをくっつけた。僕はつないでいない手を莉花さんの背に回す。

  「だって、あ、あ、あたしも君のことが――」

  「こんなときにいちゃいちゃできるなんて、人間って図ず太ぶといのね」

  　絶妙なタイミングで割り込んだのは、オズガの呆あきれ声。視線を向けると、帆ほ鳥とりちゃんをお姫様だっこしたオズガが宙に浮かんでいた。

  「オズガ!?　帆鳥ちゃん!?」

  　そこではじめて気がついた。僕たちの周りが白バラの花はな吹雪ふぶきに覆おおわれていることに。

  　三百六十度、見渡す限りの白の世界。花吹雪はゆっくりと巡り、空間を埋うめつくしている。

  　そのせいか、僕たちの落下は止まっていた。身体は透明なクッションに乗っかったみたい。オズガみたいに立つことはできないけれど、ふわふわと心ここ地ちよく滞たい空くうしている。

  「帆鳥!?」

  　目を閉じてぐったりしている帆鳥ちゃんに、莉花さんが血けつ相そうを変えた。近くに行こうとするけど、無重力空間でもがくみたいにうまく動けない。

  「ホトリなら心配いらないわ」

  　手足をばたつかせる莉り花かさんをクスリと笑い、オズガは帆ほ鳥とりちゃんを優しく見下ろした。

  「力を使い果たして眠ってるだけだわ。この子も頑張ってくれたもの」

  　その言葉に胸を撫なで下ろしたとき、

  「？」

  　オズガの姿がぼやけた。最初はただの見間違いかと思った。でもオズガが佇たたずんでいるあたりだけ、妙に花はな吹雪ふぶきが濃い。

  　一度、目をこすってから、あらためてオズガに視線を向けた。

  「オ、オズガ？」

  　オズガの姿はぼやけていたんじゃない。その身体からだの輪りん郭かくが、白バラのひとひらひとひらへ変わって、崩くずれはじめていた。

  　僕の視線に気づいたオズガは、自分を無む造ぞう作さに眺ながめた。

  「わたしはここまでみたいだわ」

  　ここまで？

  　言ってる意味がわからない。でも胸がざわつき、イヤな汗がじわりとにじむ。

  「心配ないわ。ツキナがここに〝跳とんで〟きて、あなたたちを回収するまでは、この精神結けつ界かいはもつはずだから。ふたりともわたしに感謝すべきだわ」

  　訊ききたいのはそんなことじゃない。

  「オズガ、君は――」

  　オズガは先回りするように告げた。

  「わたしは消しよう滅めつするけどね」

  　明るく弾はずんだ声は、無理をしているみたい。

  「「消滅？」」

  　呟つぶやいたのは、僕と莉花さんで同時。

  　オズガはくすくす笑いながら、帆鳥ちゃんをそっと押し出すように離した。帆鳥ちゃんは僕たちと同じように浮ふ遊ゆうし、ゆっくりとこっちへ移動する。

  「わたしは骸がい念ねんによって、宿命の環わの中で生を受けた者。わたしの生命は宿命であって、それ以上でも以下でもないわ」

  　ジョークのような言い方は痛々しい。でもその話が真実だと示すように、彼女の身体は背景の花吹雪に溶とけて、消えつつある。手も足も顔も、すべてが花びらとなって欠けていく。

  　なにかしなくちゃ。言わなくちゃ。

  　そう思うだけでなにもできない。消えていくオズガを止める術すべが見つからない。

  「くすっ、そんな顔しておかしいわ。わたしは覚悟していたもの。骸念に背そむけばこうなるってね。うん、当たり前じゃないかしら」

  　華きや奢しやなオズガの身体からだが、どんどん細く、小さくなる。浜辺の砂の城が波にさらわれるように、オズガが話すたびに人の形を失っていく。

  「でも後こう悔かいはしてないわ。洋ひろが選択したように、わたしも選択したのだもの」

  　オズガは誇ほこらしげに胸を張った。

  「そして選択には別れが伴ともなうもの。いちばん大切な人との別れだってそのひとつ。でもわずかだったけれど、人間の心と寄り添えたのは悪くなかったわ。ええ、本当にそれは甘かん美びなモラトリアム。骸がい念ねんの憎ぞう悪およりも、きっと尊とうとかったんじゃないかしら」

  　イヤだ。こんな別れ方はイヤだ。

  　オズガに近づこうと空中でもがいた。横では莉り花かさんも、オズガにめいっぱい手を伸ばしていた。オズガをつかまえられたら、消しよう滅めつを止められるんじゃないか。そんな一いち縷るの望みにすがるように。

  　オズガは莉花さんへ、からかうような眼まな差ざしを向けた。

  「あら、リカはライバルがいなくなってホッとするんじゃないかしら」

  　莉花さんは間かん髪はついれずに「バカッ！」と、声を荒らげた。オズガが驚いて、肩をピクッとすくませる。

  　莉花さんは「バカオズガッ」と、再び怒鳴った。

  「たしかにあんたにはむかついてたわ。いろいろあったまきてた。あんたは敵だし、密みつ鬼おにだし、ごちゃごちゃかき回すし、おまけに見た目はかわいいし」

  　莉花さんは悔くやしそうに唇を噛かんでから言った。

  「でも……でも聖せい花か女学園であんたと接して、よくわかんなくなった。月つき夏なのお母さんのことで協力してくれたし、あたしたちと一緒に戦ってもくれた。今だって帆ほ鳥とりをきちんと守ってくれた。あんたがいなかったらどうなってたか……。だから……だから――」

  　莉花さんは瞳を潤うるませながら叫んだ。

  「あんたがいるとホンットにむかつく！…………けど、たぶん…………ううん、きっと、あんたがいなくなると、も～っとむかつくのよ!!」

  「……リカ……」

  　悠然とした態度を崩くずさなかったオズガが、堰せきが切れたように涙をあふれさせた。ぼろぼろぼろぼろと。でも零こぼれた大粒の涙も、花びらへ変わってしまう。

  「…………あ、ありがと……リ……カ……」

  　オズガは嗚お咽えつを上げながら、目元を拭ぬぐおうとした。でも動かした手は、顔に届く前に花びらとなって、はかなく散る。

  「オズガ！」

  　涙で濡れたオズガの顔も失われつつある。僕はどうすることもできない。

  「僕は君に約束したのに！〝調和〟の花束をあげるって言ったのに！　まだ……まだそれができてないのに！　それなのに……それなのに……」

  　言葉が続かない。オズガの口はもう花びらで覆おおわれて見えない。でも声だけは聞こえた。

  「……それは……それはね、ヒロ……もうもらったんじゃないかしら」

  「え？」

  　不意に、白バラの花はな吹雪ふぶきに真しん紅くが混じった。

  　あ。

  　それは雪せつ原げんに灯ともった希望の種たね火びのよう。

  「赤……バラ？」

  　白バラの花吹雪と戯たわむれ、舞いだしたのは、赤バラの花びらだった。

  　どうして？

  「じゅ、銃じゆう花かが……」

  　莉り花かさんが呟つぶやいた。その手元を見ると、大だい砲ほう身しんから元の形に戻りつつあった銃花から、赤バラの花びらが零こぼれている。

  　大砲身だった赤バラ集合体が花びらへばらけ、白バラ花吹雪の中へ流れ出していた。

  〝死の象しよう徴ちよう〟の白バラが、〝愛〟と〝美〟の赤バラと寄り添い、〝調和〟の兆きざしを描き出す。

  　静かに、ささやかに、美しく手を取り合う花吹雪。

  　聞こえてきたオズガの声はうっとりと、悲しく、幸せそうだった。

  「ほら、こんな素敵な〝調和〟のはじまりが…………咲いている…………」

  　その瞬間、オズガのすべてが花はな吹雪ふぶきに覆おおわれ…………消しよう滅めつした。
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  エピローグ

  

  「で、なんでここにいるのよっ、オズガ!!」

  　莉り花かさんがぶす～っとむくれながら睨にらんだ先。

  　僕の部屋のベッドに座って足をぶらぶらさせた幼い女の子は、

  「リカ、いつも以上に不ぶ細さい工くだわ、その顔」と言って、ルビー色の瞳を楽しそうに細めた。

  「な、な～にが不細工よ!?　あんたのそのちんちくりんの身体からだのほうが不細工だわ！」

  　莉花さんはいきり立ち、隣の帆ほ鳥とりちゃんに、まあまあといった感じでなだめられる。

  　な、なぜこんなことに……。

  　ぴりぴりした雰囲気に肩をすくませつつ、ベッドの女の子に目を向ける。ツインテールのその子は、小学校の低学年くらいにしか見えないけれど、

  「リカ、人の家であまり騒ぎ立てるものではないわ。ね、ヒロ」

  　莉花さんをぴしゃりとたしなめ、僕にニッコリ笑いかける姿は、間違いなくオズガだった。

  　あのとき――。

  　花吹雪の中でオズガはたしかに消えた。

  　僕たちはそのあと、花はな跳とびしてきた月つき夏なちゃんのおかげで物質世界へ帰き還かん。でも僕と莉花さんはもちろん、事情を聞いた帆鳥ちゃんも月夏ちゃんも、オズガのことでショックを受けていた。

  　フラワー協会への報告など、今後のことはすべて明日へ回し、僕は自宅へ戻った。夜中の八時過ぎだったと思う。

  　そしたら自分の部屋のベッドに、幼くなったオズガが寝てたってわけ。

  　意味がわかりますか？　僕はわかりません。

  　しかも目を覚ましたオズガは、悪戯いたずらっぽい笑顔でこんなことを言った。

  「お帰り、お・に・い・ちゃ・ん」

  

  「で、ホントに君んちのご両親は、オズガのことを妹だって思ってんの？」

  　不機嫌そうな莉り花かさんに訊きかれ、僕は力なくうなずいた。

  　ちっさくなったオズガとの再会から一時間。時間は午後九時半。

  　イヤリング通信機で僕から報告を受けた莉花さん、帆ほ鳥とりちゃんが僕の部屋に集まっていた。ちなみに月つき夏なちゃんは、瀬せ々せ良らさんが運ばれたフラワー協会管かん轄かつの病院へ行っている。瀬々良さんの怪け我がは命にかかわるようなものではないということだ。

  「ものすご～く納なつ得とくいかない！　どういうことよ、オズガ!?」

  　莉花さんの鋭するどい問いかけに、オズガはうきうきした様子で答えた。

  「わたしだってまさかこんなことになるなんて、思わなかったわ」

  　オズガ自身、自分は消しよう滅めつすると思っていたらしい。

  　でも骸がい念ねんが自分から離れ、いよいよそのときを覚悟した瞬間、なぜか物質世界へ戻っていたという。しかも今の幼い状態で。

  「本当のことを言うと、なぜわたしがここにこうしていられるのか、正確な答えはわたしの中にもないわ。でも……」

  　ひとつの推測ならあるという。それは――。

  「草花の精せい霊れい体たいからの恩おん寵ちよう」

  　オズガは以前言っていた。自分たち密みつ鬼おにを形作っているのは骸念と、滅ほろんだ草花の精霊体だと。そして今回、その草花の精霊体のほうがオズガの存在を赦ゆるしたのではないか。幼児化したのは、骸念が離れたことでこれまでの形を保つことができなかったから。

  　でもどうしてそんなことが？

  「花を愛し、その手で多くの種を芽め吹ぶかせ、咲かせてきたヒロへのご褒ほう美び……だったんじゃないかしら？」

  　そう言ってオズガは僕を見つめた。まんざら冗談でもなさそうな口ぶりだけど、さすがにそれはできすぎだ。

  　でもホントにそうだったら…………やばい、うれしくて泣きそ。

  「骸念が離れたわたしに、密鬼の力はほとんどない。だからこれからはおとなしく、ヒロの妹として生きていくことにしたわ」

  「そこよ！」

  　莉り花かさんがビシッとオズガを指さした。

  「あんたが助かったのはいいわ！」

  「あらっ、うれしいわ、リカ」

  　莉花さんが頬ほおを赤らめる。

  「あ、いや、まあ、そ、それは置いといて……なんでそこで妹なのかって話よ！」

  　そう、オズガは密みつ鬼おにの最後の力を使って、僕の両親に、自分が葉はノの宮みや家の養子だと認識させた。心を弄いじった。まさかと思ったけれど、両親に訊きいてみたら間違いなかった。ていうか、改まって妹のことを訊く僕がヘンな目で見られた。

  「わたしの人間の知り合いなんて、あなたたちくらいだもの。こんな姿になったわたしが生きていくには、これがベストじゃないかしら」

  　当然のように言って、オズガは不意に表情を曇らせた。

  「力がなくなっても、わたしは〝裁さばきの種〟だった者。あなたたちの協会にとっては、花か族ぞくのそばにいてくれたほうが都つ合ごうがいいはずだわ」

  　ふと思う。

  　オズガは、フラワー協会が自分をどう処しよ遇ぐうするかを恐れているんじゃ？

  　協会にとってオズガは有力な情報源。密鬼や骸がい念ねんの謎に迫るための重要な鍵かぎでもある。言い方は悪いけど、彼女自体が研究対象だ。

  　でもそれはオズガにとって、あまり幸せなこととは思えない。できる範囲内での協力はしかたないにしても、行き過ぎたことがあってはならない。絶対に。

  　オズガがここで暮らすと決めたのは、そういうことから守ってほしいという切実な思いがあるのかもしれない。

  　それなら……。

  　幼いオズガを見つめながら、心に決めた。

  　僕はオズガの思いに応こたえてあげたい。兄として……はともかく、仲間として。

  　みんなもオズガのこれからを察したみたい。帆ほ鳥とりちゃんは憂うれい顔で黙り、莉花さんはなにか言いたそうだったけど、ただ短く唸うなっただけだった。

  　重い沈黙が室内を満たす。

  　でもすぐにそんな空気をかっ飛ばす、オズガの発言。

  「これでヒロといつでもいちゃいちゃできるわ」

  　莉花さんと僕がぎょっとする。

  「あんた妹でしょーが！」

  「血はつながってない設定にしたわ」

  「ていうか、あんたまだ子供だし！」

  「わたしは気にしないわ」

  　いや、僕が人として終わります。

  　これからの生活に暗あん雲うんたちこめる中、莉り花かさんが「んもうっ！」と声を上げた。

  「やっぱり納なつ得とくいかな～いっ！」

  

  　翌日。

  　昨日の今日で心も身体からだも疲労困こん憊ぱい。今日くらい学校を休んでも許されそうな気はしたけど、登校した。

  　種眠たねむ北高の温室から二年Ｃ組に向かうと、僕の隣の席に莉花さんの姿があった。

  「おはよう、莉花さん。休まなかったんだね」

  　莉花さんは「あのくらいでへばってたら、花はな狩かりなんてやってられないわよ」とか言いながら、だるそうに机に伏せっている。

  「君のほうこそ、ヘタレらしく『ガッコには行けないでちゅ～』とか言って休むと思ったのに」

  　なぜ幼児口調!?
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  「まあ、たしかに身体はしんどいけど。でもきちんとしなくちゃいけないこともあったし」

  「なによ、きちんとしなくちゃいけないことって？」

  「そ、それは……」

  　紗さ代よちゃんの告白への返事だった。

  　僕を好きと言ってくれた紗代ちゃん。気持ちはうれしかったけれど、応こたえることができないから。

  　そのことがはっきりした今、返事を先延ばしにはできない。そう思って、僕は今日の朝、温室に水やりにきた紗代ちゃんと話した。

  　僕にとって紗代ちゃんは大切な後輩で友だちだけど、カレシカノジョにはなれない、と。

  　話を最後まで聞いたあとで、紗代ちゃんは小首をかしげた。

  「先輩、好きな人がいるんですか？」

  　ちょっとどぎまぎしたけど、僕は「うん」とうなずいた。

  「それって、お花を擬ぎ人じん化かした〝花子ちゃん〟とかじゃなくて？」

  　そう思われる僕って……。

  「いや、あの、ちゃんと、実際の女の子」

  　そう言うと、紗代ちゃんはふぅーっとため息をついて、かくんっとうなだれた。

  　胸がズキッと痛んだけれど、ここでテキトーなことを言って取り繕つくろうことはできない。

  　僕が黙っていると、紗代ちゃんは顔を上げた。なぜか晴れ晴れとした表情だった。

  「わっかりました！　先輩のことは諦あきらめます！　今は！」

  「へ？　今は？」

  「わたし、こんな気持ちはじめてなんです。辛しん抱ぼうたまらんって感じなんです。だから先輩に好きな人がいるからって、すぐに降こう参さんしません。今、紗代の脳内多数決で決まったから、しょうがないです、にはは」

  　紗代ちゃんは朝の光と花々の中で、明るく笑った。

  「紗代の気持ちがしゅぼ～んって萎しぼむまで、先輩を好きでいることを許してくださいね！」

  

  「なによ、その遠い目は？　気持ち悪っ」

  　教室の自分の席でさっきのことを思い出していたら、莉り花かさんに睨にらまれた。

  「あ、ううん、なんでもないなんでもない」

  　さすがに紗代ちゃんとのことは、ぺらぺらしゃべっていいものじゃない。

  　僕はそのことを胸にしまい、カバンの中から綴とじた紙の束たばを取り出した。

  「きちんとしなくちゃいけないことってのは、これ」

  　机に置いたそれは、文化祭でのＣ組のステージ発表『いばら姫』の台本。そう、『いばら姫』で未定だった王子役のオーディションが、今日の放課後、教室で行なわれる。

  　僕にとっては、こっちも間違いなく〝きちんとしなくちゃいけないこと〟だ。

  

  　だからといって、きちんとやれるかどうかは別なわけで。

  「葉はノの宮みやくんの王子って、疲れきった中間管理職っぽいわね」

  　それが、オーディションでワンシーン演じた僕への、審査員戸と越ごし委員長の感想だった。

  　たぶん、昨日のことで本気で疲れてるからだと思う。

  　でもそれを抜きにしてもひどい出来だった。練習する時間がほとんどなかったとはいえ、セリフは自分でわかるくらい棒読みだったし、何度もとちった。莉り花かさんへの想い……じゃなくていばら姫への想いは込めたつもりだけれど、それ以前の問題だった気もする。

  　ダメダメだ。

  　ため息をつきながら教室の端はしに戻り、戸越さんの隣でオーディションを見つめる莉花さんに目を向けた。

  　いばら姫役の莉花さん。昨日の疲れがあるはずなのに、今は背筋をピンと伸ばして、表情にも覇は気きがある。大きな瞳はパッチリとして輝いている。

  　そんな魅力的な姫の相手役に、疲れきった中間管理職王子？

  　…………く、悔くやしいけどありえない。

  　それでも奇跡を信じて祈ってると、戸越さんがパンパンッと手を叩たたきながら中央に出てきた。

  「ひととおり、王子役候補者の演技は見せてもらったわけだけど」

  　オーディションを終えたみんなをぐるりと見渡す。王子役候補者たちの目はギラギラしている。

  　ごくり。

  　ついに王子役発表か、と緊きん迫ぱくする中、『いばら姫』の演出担当でもある戸越さんは、頬ほおをぽりぽり掻かいた。

  「Ｃ組男子の限界なのかなあ。なんていうか、決め手がないのよね」

  「おいおい」「そりゃねーぜ」「気づけよ、俺らのポテンシャル」「ブーブー」

  　王子役候補者たちから湧き起こるブーイング。戸越さんは呆あきれ顔で、もう一度手を叩いて場を静まらせた。

  「こうなったらしかたないわねえ」

  　莉花さんへ振り返る。

  「ここは、いばら姫に決めてもらうってことで」

  「へ？」

  　突然振られた莉花さんは、目をぱちくりさせた。

  「尊みことさんの相手役なんだから、テキトーなの見み繕つくろっちゃってよ」

  「えええっ!?」

  　戸と越ごしさんの提案に莉り花かさんは驚き、王子役候補者たちは色めき立った。

  「尊みことちゃん、俺！　俺！　この舞台に命かけるよ！」

  「俺なんかもうセリフ全部暗記したぜ！」

  「演技論の本を十冊読みました！」

  「俺も読んだ！　ガラスの仮――」

  「はい、静かに！　静かに！　騒ぐヤツは問答無用で落とすわよ！」

  　し～ん。戸越さんの一いつ喝かつにぴたっと黙だまる王子役候補者たち。二年Ｃ組、素晴らしい一体感。

  「さあ、尊さん」

  　戸越さんは莉花さんをうながした。でも莉花さんはあわあわとうろたえ、ブンブンと頭を振る。

  「無理よ、いいんちょ。あたしが決めるなんて、そんな……」

  「ああ、いいのいいの。そんな深刻に考えないで。どんなのでも私の演出でカバーするから」

  　強烈なリーダーシップでクラスをまとめている戸越さんは、自分の胸を叩たたいた。

  「このお芝居はいばら姫がすべてなんだから。尊さんはさ、自分が一番演技しやすい、息が合いそうなヤツを選んでちょうだいよ」

  　きょとんとする莉花さん。

  「息が……合いそう？」

  「そう、そんないちばんのパートナーを、ね」

  「……パートナー……？」

  　莉花さんはポツリと呟つぶやき、パートナーの意味を自身に問いかけるように、胸に手を置いた。

  「……パートナー……いちばんの……」

  　穏おだやかな表情で目を閉じる莉花さん。

  「パートナー……あたしの…………世界でいちばん好きな……ひと……」

  　莉花さんの長い髪が、窓からの秋風に揺れる。

  　ふわり、ふわっ、さらさら。

  「それじゃあ」

  　莉花さんは笑みを零こぼし、頬ほおをバラ色に染めつつゆっくりと目を開あけた。

  「あたしの王子様は――」

  　僕の大好きな女の子は、僕を見た。

  



  
    ――了
  


  


  あとがき

  

  　こんにちは、桜さくらこうです。

  　シリーズ完結編となった『僕がなめたいのは、君っ！⑤』、いかがでしたでしょうか？

  　洋ひろや莉り花かたちが、いろいろあったけど一歩進めてよかったね的な最終巻になっていれば幸いです。

  　また最後っぽく、これまで出てきたキャラクター、ほぼ全員に再登場してもらいました。彼らも洋たちと関わったことで、なんらかの変化があったはず。そんな雰囲気が出せればと思いつつ書いてみました。

  　まあ、小説としては終わりですが、彼らの人生という物語ははじまったばかり。桜が考えてきたストーリーよりも、もっともっと素敵な展開が待ち受けていることでしょう。

  　などと、よくある感じでまとめようとしてみたり。

  　それにしても書き続けて約二年。こうして幕を下ろすことができてほっとしています。

  　小学館ライトノベル大賞への応募作だったものが、五巻まで続くとは……。

  　こんな一発ネタで終わりそうだったものが……。

  　こんな痛いタイトルが……。

  　やっぱりあのとき『なめま舌っ！』に改題しとけば……。

  　と、とにかくここまでこれたのも読者のおかげです。

  　そんな応援してくれたみなさんに桜ができることは、新たな面白い物語をつくり、お届けすることしかありません。頑張ります。

  　さて最後なので、今までよりもさらに気持ちを込めて謝辞を。

  　イラストを担当してくださった西にし邑むらさん。

  　数々の魅力的なイラストは、本作を美しく、楽しく彩いろどり、そして支えになってくれました。最終巻の超絶素敵なカバーイラストを拝見したとき、それをあらためて強く感じました。心より感謝いたします。

  　おぼつかない桜を我慢強く導いてくれた担当さん。編集部のみなさん。デザイナーさん。校閲さん。この本の制作、販売に携たずさわってくださったすべての方々に、厚くお礼申しあげます。

  　そしてこの本を読んでくださったみなさん。本当に、本当にありがとうございました。

  　またべつの物語でみなさんに出会えることを願いつつ。

  　それでは、また。

  　桜でした。



  
    桜こう
  


  桜こう

  KOU SAKURA

  

  第２回小学館ライトノベル大賞ガガガ賞を受賞しデビュー。

  新たな物語を見つける旅に出ます。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  僕がなめたいのは、君っ！⑤
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